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C)はじめに

古典の授業をどのように魅力的なものにするか。古典の授業の教材を開発するので

なく、従来の教材を用いて、しかも新風を取り込み、そんな読み方もあり得るのか、

と子供たちに感じさせたい。当然、教える方も、そのたびごとに、新しい発見がある

ような古典の授業をしてみたい.これは、国語教師が等しく抱く感懐でしょう.

古典と言えば、ひとまず、係り結びの法則を教え、助詞・助動詞の活用と意味を丸

暗記させなくては話にならないとベテランの先生なら、誰でもお思いになる.それも、

解らないわけではないが、子供たちは、納得のいく説明をしてもらってから、暗記の

作業に入りたいと思っているようである。このごろは、医学療法においても患者が納

得してから治療が始められる時代である。規則だから丸覚えしなさい、というやり方

では、通用しなくなってきているのではないだろうか.

そこで.一賀茂北高校の親愛なるご協力をいただいて、広島大学教育学蕗三年生の狂

端ゼミ生は.教材『更級日記』の「竹芝寺」を使って、四人が四人なりの実習授業を

試みさせていただいた。それらの学生の実践授業を通して、古典指導一般の問題を考

えると共に、教える教員の問題や、教え方の問題、生徒_の国籍力の問題,その他根源

的な課題にいたるまで、自由に考える機会にすることとした。

賀茂北高校では、 『更級日記』だけでなく、 「国論表現」 「国語総合」 「現代文」 「古

典」 「漢文」などや課外活動なども学生は体験させていただき、随分、人間的な成長

もさせていただいたようである。

しかし,本編では、特に『更級日記』に限定して、四人が四人ともに、四時間配分

で、実践させていただいた授業の記録を文字化して,客観化し、それを具体的な材料

にした分析を適して、疲えるとはどういうことか、理解するとはどういう作業か,認

識するとはどんな行為か、表現するとはどんな想像活動かなどについて、様々な考察

を試行させることにした。

机上のモデルでなくて、実際に各自で建てたr指導案」の実践と分析である点で、

極めて貴重なものだと言える。こういう自分史というか,個体史というか、教育実習

実践史を編むことの意義にL今後、大切になっていくと思われる.手間暇のかかる作

業であるが、身体で覚えていくのが、国語教育だと思われるので、学生の捜業実習で

はあるけれども、様々な発見の芽生えが見出され、興味ぶかいものである。

次に、こういう事態がある。関東地方では、授業の実践を串録して分析しても、学

閥にはならない。ならないと言ってしまっては言い過ぎであるとすれば、科学的な根

拠も無い永遠の不完全なものを,書き付けても何の意味があるのかと言われてきた。

それに対して,西日本地方では,教育実践科学という考え方が、普通のこととして受

け入れられている。不思議な二極対立である。何故だろうか。
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昭和三十年代の後半から、広島大学を中心にして、授業実機を、一過性のこととし

ないで、典型例を集積したり、名人と言われる人の実践を研究したりして、優れた授

業の背後にある摂理を発見しようという意識が芽生えた。授業の名人と言われる人の

全集も編まれたり、教育に関わる優れた人に、ぺスタロッテ賞が与えられたりして、

授業学への気運は高まった。何とかして、授業論を科学に持ち上げたいものだという

願いがそのころから、今日まで続いてきているように思われる。しかし、義務教育課

程では、方法の学問が、かなりの程度に、科学化できても高校レベルになると、教材

のレベルが高くて、多彩なために、教え方だけで専門性を出し切ることが困難である。

そのために、教える者も教えられる生徒も、教材の勉強に力が注がれ、肝心の授業の

特異さには工夫が及ばず、学力もつけられないままで、時間が終わってしまうという

のが現実である。したがって,古典の授業というばあい-には、係り結びとか、助動詞

の意味とか、古典重要単語を押さえるとか、音読を繰り返して、文章に慣れさせると

かの入門段階に留まりがちである.書かれた文章の内実に迫っていき、読み手と書き

手とが、葛藤するという授業は、出来ない。本当は、古典の文章も現代文学の文章も

差が無く、人間の真実を伝えるすばらしいものなのだけれど、すぐに、本質へ辿りつ

けないもどかしさがある。そこをどう、くぐり抜けるかが至難の技でもあり、技術と

ばかりは言っておられない難題でもある.　　　　　　　　　(江端義夫)
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第1部　国語授業自分史を書く

第1章　教育実習から始まる「国語授業実践自分史」の習慣

第1静　国語の授業実践が学問になる

江　端　義　夫

東日本では、高校国藩の授業を記録してそれを学問の対象にするような行為に意味

を見出す人が少ない.授業は教材と生徒と教員との間の切礎琢磨であり、 -回ごとに

異なる.ベテランの教員でも、体調が勝れない日には、話す内容が定まらなかったり

するし、突然の事態の変化に戸惑う場合もあったりする。授業は、定型的には行えな

い。十分に教材勉強をしていても、生徒の受容態度の如何で、効果があがらない場合

も少なくない。あるいは、教員の熱意が漁すぎて、生徒が先生の期待する段階にまで.

辿りつけない場合もある。そんな融通無碍なものなので、 「授業」を客観的な対象に

するということを.敢えて,行わないのかもしれない。

ともかくも,東日本の多くの高校では、授業の勉強会は盛んでも、それを資料化し

て、研究の対象にするということがあまり行われていないのではないかと思われる。

それに対して、西日本では、授業観察が普通のこととして行われているように見受

けられる。西日本では、理論よりも子供とのコミュニケーション活動が成立しなくて

は授業にならないという考え方があるo r授業の成立」が一番に求められる点が注目

される。したがって、先生の質問に対して、生徒がどのように答えるかということが

一番の注目点である.問いと答えとが問題になる。

西日本の高校では,もう一つ抽象度を上げて言えば, 「人間論」が盛んであるとも

言える. ・人間論というのは、哲学的である。算数のようには行かない.およそ、人間

はど不条理な存在は無いこそんな不条理な人間をつかまえて、 r人間的」と言ったっ

て,ほとんど意味が無い。人間の人間らしさなどを雰閉気的に感じ取って.それを規

定しても無意味である。しかし.そんな甘さを好むのが、西日本の多くの学校である.

東日本の思索風土が理詰めでかつ、教材本位なのに対して、西日本の思索風土は、

情念本位で生徒本位だと対比的に述べることが許されるかもしれない0

では、どの立場に向かえば良いか。もちろん、教員が教員の生括を記録して、それ

を研究の対象にしなくては、立つ瀬がない.教員生活という行為の全体を問題にして

行けば、人間研究にもなるし、教育は政治や経済や文化と無縁ではないので、授業を

分析し始めると、生きている時代をまるごと問題にせざるをえなくなるであろう.ま

さに生きていることの実感が、授業分析である。それを、自己の授業に限定した場合

に、 「教科授業自分史」と言うことができるであろう。特にここでは.国語という教

科について問題にしているので、国語授業自分史の研究と言うことが出来る。
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考えてみれば、 「国語授業自分史」は、地域生活の研究虹似ている。民俗学の対

象がこの典型である。たとえば、農村の生活を取り上げてみよう.稲作の間に畑で大

豆の収穫をすることがある。田の畦に大豆を蒔くときもある.蚕を飼ったり、牛を飼

ったり、園芸をしたりして、多角的な農業を行うであろうO　それらの行為は、繋がっ

ていて、老いも若きも総出で手伝わなくては間に合わない。機械化以前の農業はみな、

生活の全体が個人と絡み合っていた。そのような主たる家業を核として、家族の全体

がまとまりを成していた.そういう家族集合体の生き方があった.それの全体を描き

つつ、何を目的にして,彼らは家族を形成し、人間生活を営んだのか、と問いただし

てみる.そこに駄　目本社会の価値観が透けて見えることがある。民俗学の貴重なと

ころは、そんな総合価値の追究めいた点にあると私などは、考えている。

そんな生活研究としての民俗学と似たような存在が,授業研究にも存在するようで

ある。国語教材をどんなに用意周到に勉強して行っても、授業が失敗することがある。

それは、概して、その授業の人間的な側面を考慮しなかった場合に起きる.人間的な

側面と言われても.その「人間」なるものが不確実である.ちょっとした雰囲気作り

の未熱さに原因がある場合も少なくない.

先程の民俗学の話題で、 r生活」を問題にしたが、 「授業」も「生活j　である。そ

の教員生活を克明に記述することなしに、良い授業はできない。だとすれば、授業記

録の省察を置いて他に客観的な分析方法は無いであろうとまで、言い切ってみる.そ

れゆえ、生徒と共有する時間の芸術であるところの授業を科学的にとえらて学問対象

に成し遂げて行けば良いと結論づけてみることにしたのである.

このような真剣な営みが学問になる。名人芸に見えても、その背後には、誰もが真

似ることのできる合理的な摂理がある。それらの摂理を手くり寄せ.積み重ねて行け

ばよいのである。

学周とは何か。授業の実践を科学するとはどういうことか.それは、授業計画から

指導案へ、~指導案から実践記録へ、実践記録から一般化法則へなどという過程の中で、

ためされる。一見、指導書を見れば書いてあり、授業計画など、面倒くさいと思われ

るかも知れない.しかし、実は,いろいろな高校に当てはめる時に、.指導書どおりで

はうまく行かないのである。そのような時代の変化や生徒の理解力の差に応じてどの

ような工夫を施すかについて、互いの情報を交換しあうことが出来れば適切である。

そういう場として、学問がある、と考えれば良いであろう。

ノ-ベル賞級の発見や発明だけを「学問」と言わなくてもさしつかえない。授業の

新しい工夫が試みられたら、それによって優れた成果、つまり、国語の理解力が高ま

ったとすれば、それは、教員全体の財産にもなる。その工夫をみんなに紹介し、共有

すれば、教えると心う行為は、今までよりも向上するBそんな些細なことが大切なの

であるO

授業の分析が学問になるということは、教員の工夫が実践され、確実な成果を得た
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とすれば、それこそ、学問的成果に当たるということであるO。教員生活の革新に寄与

する行為が、一つでも二つでも積み上げられて行くことを、念ずるものである。

第二節　生徒を高めることになる「国語授業自分史」を書く生活

授業は誰のものか。それは、膏うまでもなく生徒のものである。かつて教員は、陶

冶論の中で,産婆に例えられたふ生み出すのは,生徒だということを意味している.

授業の主体は生徒である。こんなことは、言わなくても聞かなくても、当然の理屈で

ある.

そこで、優れた教材によって優れた教師により、優れた指導がなされなくては.倭

れた成果が望めないとも言われる。それも,当たっている。教材の優れたものを取り

扱わなくては、勉我したことにならないことで、それが解る。

しかし、 「優れた教師による優れた指導」というのが、分かりにくい.少なくとも、

この部分が「授業論」での問題点であろう。

生徒と先生とは立場が違う。生徒は多人数だが.た′いていその授業の教師娼一人か

多くて二人である。多くの生徒の意見を同時に聞いてまとめていくことは困難である。

その困難な仕事を工夫しだいで、裁いていける。時間の有効な使い方とか、生徒同士

で異なる意見を討論しあわせて、そののちにまとめることだってあり得る。時には、 -

まとめることが後味の良くない場合には、いろいろに意見を出し合って、それでお終

いということもあり得る.

いずれにしても,授業の主体者が生徒である点で、始末が悪いD教育とは、ヌエみ

たいなものである。例えば、授業記録と言われても、仮に-クラス27,人の生徒がい

たとする.ビデオで記録しても、テープレコーダーで記録しても,それを文字化して

も、いざ、分析するとなった場合には、生徒の顔が映し出されない。動作も書き出せ

ない。生徒の目の動きやしぐさも書き付けられない.例えば某生徒の滑稽な身振りに

応じて、他の生徒達が敏感に反応して、笑ったとする.その笑った拍子に、それまで

続いていた真剣な教室の雰糾気が乱れて、ユーモアを理解させる恰好な場が出来たと

いうことだってある。それなどは、教室の全体的な雰囲気を掴んでいないと理解出来

ない.ビデオや録音機のような視覚の狭いものでは、捉えることが不可能なものであ

る。授業とはもろくて,かすかなものでもある。一回ごとに泉なるものでもある.ベ

テランの教師でも.二度と同じ授業を同じように完遂することは困難である。同じ成

功を手にすることが難しい.オハコと言われる得手の教材を持っている先生は少なく

ないO　しかし、そのオハコを繰り返しているうちに、その先生の冗漫さが鼻につき,

自分で呆れることがあるであろう。そのような心の隙を、生徒が鋭く見抜く。そうす

ると、次の授業は失敗する。いつもは、この辺で生徒が笑うのにと思っても、笑わな

い。いわゆるマンネリを生徒は嫌う。落語ならまだしも、授業は、単純な繰り返しが
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効かない。単純な反復が許されないので、厳しい職場だと言える。常に緊張を強いら

れる策境である。その緊張感をうまく使って、生徒の伸びようとする意欲に火を付け

るO　その火付け役が先生であるO　どのように火をつけるか。教室の生徒に、昨年と同

じ教材を与える場合にも、新しい時代の雰囲気を背負った生徒には、去年と同じ教え

方ではうまく行かない場合が多い。何らかの新しい工夫を取り入れないと、飽きられ

てしまう。教師はつらい職業である。単純な繰り返しが許されないのである.

ところが、そのような単純な繰り返しが許されない職場は、企業社会でも同じであ

る。新しい製品開発を常に行っていなくては、企業は頓挫する。防衛のためには、常

に生き残りをかけて、開発に力を尽くさなくてはならない.

考えてみれば.当然のことである。人は,ニュースには関心を示すけれども、過ぎ

去ってしまえば、全く振り向きさえしない。新しいものにだけ興味を見せる。マスコ

ミに限らず、人は、どんどん新規なもの、新奇なものに注目する。それが最も著しい

のが生徒である。若い者ほど、新しいものごとに関心を抱きやすい。そのはずである.

若ければ、金のかかることは無理である。金で何かに変換、交換、抽象化していくこ

とよりも、直裁的なものごとを手で触って確かめていく。そういう手近な手法による。

大人である教員は、生徒の未熱さに堪えられない.少なくとも、大人の立場では、

どうしてそんな容易なことが解らないか、それが判らない。裏の裏を読む方法とか、

全体のカラクリを読み解く方法とか、そんなことを示しても関心を示さない.がっか

りする。しかし、子供の視線に降りて行っても良いが、必ず,大人の視線へ再び戻っ

て来なくては教育にならない。

しかし,それだけなら、知恵者の大人が未熟な生徒を訓育することでお終いである.

ところが、このごろは、子供の潜在能力を伸ばさなくては、真の教育ではないと言わ

れる。′だから困?pてしまう. OXではなくて.方向づけの指導であるからだ。

そんな複雑な担導には、 「自分史」を採用するのが一番である.自分の歴史を振り

返って書かせるのである。丁度、今回、授業実践史を自分史としてまとめたように、

生徒たちにも、何か事がある度に、自分史を書かせるのが良い。自己省察を通して、

本物の明日を、それぞれの希望に即して、書かせる.そのような方向付けをしてみて

はどうであろうか。

国語力の育成には、思索力、思いやり,読み書き、-話し聞くの四つの総合力も必要

である。伝統と習慣に根ざした国語の使い方が出来るためには、教室の中だけでは限

界がある。基本的な国語力しか身につけられないからである。応用力については、社

会的な場面での実践が要る。 ,いろいろな工夫を試みて、生徒の国帝力の伸長に苛与し

なくてはならない。

そうした総合的な国語力の育成に.最も有効なのが、生徒自身の「国語形成自分史」

である。また、教員の側から言えば,最も有効なのが「国語授業自分史」だと言うこ

とになる。

-4-



第2章　賀茂北高等学校における授業実践プロジェクトの概要・ 小川偉輔

第1節　r竹芝専」 (『更級日記』 )授業実践の位置`

賀茂北高等学校国語科の年間指導.計画は,同校編『賀茂北で何が学べるか』 `'に明記
されている。同書には、国語総合(1年・4単位)、現代文(2年・2単位)、古典(2年・2単
位)、国欝表現I (2年・2単位)、現代文(3年-・:・3単位)、国語表現醇習(3年・ 2単位).古

典講読(3年・ 3単位)のそれぞれについて、 33貫にわたって学習目標、評価の観点及び趣
旨、単元名.題材名、学習内容等が詳述されている. 「竹芝寺」 ( 『更級日記』 )の授業
実践が、賀茂北高校における1年間、或いは3年間の国語科学習の中で、どのような位置
を占めているかの詳細については、同書を参無されたい。ここでは、その内容を整理し
て鱒潔に記す.

第1項　国語総合の学習目標

4名が授業実践を行った「竹芝寺」 ( 『更級日記』 )は、同校1年生の国希総合の時間に
取り扱われる題材であった。固辞総合の学習目標は、以下の通りである。

国語を的確に理解し適切に表現する能力を養うとと.もに,思考力を伸ばし心情を豊かに.・・
し、音譜感覚を磨き.言語文化に対する臥tlを深め.国語を尊重してその向上を図る態
度を育てる.

国籍総合の全授業が、上記の学習目標の達成の為に行われる. 4名の行った「竹芝
寺」 ( 『更級日記』 )の授業実践も.上記の目標達成の為に行われた.

第2項　国語総合の評価の観点及び趣旨

関心・意欲・態度
国籍や言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してこの向上を図り、進んで表現し
たり理解したりするとともに、伝え合おうとする。
詩す・聞く能力
自分の考えをまとめたり深めたりして、目的や場面に応じ、筋道を立てて話したり的
確に聞き取ったりする.
書く能力
自分の考えをまとめたり深めたりして、相手や目的に応じ、東通を立てて適切に書く.
読む能力
自分の考えを深めたり発展させたりしながら.日野に応じて様々な文章を的確に読み
取ったり、読書に親しんだりする。
知識・理解
表現と理解に役立てるための音声、文法、表記、語句、請負、漢字等を理解し、知識
を身に付けているD

第3項,単元【古文4】の学習内容と評価の観点、

「竹芝寺」 ( 『更級日記の、は「芥Jfl」 ( F伊勢物語』 )とともに単元【古文4】を構成
する題材である。単元【古文4】の学習内容と評価の観点は,以下の通りである.

* l同校の公式ホームページ上(http:〟Www.kamokita-hJiiroshima-c.ed.jp/new_pagcJ30.htm)に公開されている
(2005.3.17現在).



学習内容
・萱甥人物の行動に注目して.物語を読み比べる。
・物語を通して.平安時代の人々の生き方や考え方を知る.

評価の観点
関心・意欲・態度
平安時代の文学作品に興味を持ち、他の作品についても知ろうとする。
話す・聞く能力
なし
書く能力
二つの物語の対頻的な結末を比較しながら、自己の考えを述べることができる。
読む能力
それぞれの物語から登場人物の身分や立場、そして物語の結末の遣いを読み取るこ
とができる。
知識・理解
助動詞(む・けむ・なり)、接線助詞「ぱ」を〔理解している。
敬語表現(敬語の種類、誰が、誰に)について理解し,文の解釈に役立てることがで
きる。

以上が、,、単元p【古文4】 Lの学習内容と評価の観点である。 4名は、上記の国籍総合の日
額以下の事柄を念頭に置きつつ各々の計画・実践・反省!考察を行った。

第2節　授業実践者.指導者,教材等について

第1項　授業実践者
平成16年11月・同17年2月に賀茂北高校に於いて教育実習を行ったのは次の4名である。

江口洋美・吉永真紀子・渡田和幸・豊田慎一郎

4名は、いずれも広島大学教育学部第3類(言語文化教育系)国語文化系コース所属の3
年生である.

第2項　指導教員・院生

広島県立賀茂北高等学校校長・教頭(敬称略)
校長:下井泰全・教頭:戸野法史
広島県立賀茂北高等学校国語教諭(敬称略)
中原登美子・原一浩・松見弘子・森岡酷人

校長先生に臥実践授業をご参観頂き、授業後に各実践者に対し懇ろにご指導頂いた.
校務その他ご多用の折、時間を割いて頂き、大,いに勉強させて頂いた。教頭先生には、
事務的な事柄を中心に実践者をお世話頂き、優しく温かな言葉かけを頂いた.こ国語教諭
のヰ名の先生方には、授業計画、実践、反省に渡って具体的・大局的・敢密・ご熱心な
ご指導を賜ったO
賀茂北高校の諸先生方の尽力・御協力・ご指導・ご鞭櫨によって、ノ本実践は成立した
ものである。

広島大学大学院教授(敬称略)
江端義夫
広島大学大学院院生
又吉里美・小川俊輔



第3項　学年・科目(単位数) ・単元・対象クラス

(1)平成16年11月実習

江口洋美
2年生・古典(2) 「東くだり」 ・中堅クラス1
3年生・国語表現n<2>　「古代人と会話ができるか」 ・大学短大志望/専門学校志望
清田和幸
2年生・古典(2)・　r東くだり」 ・中堅クラス2
2年生・国語表現I (2) 「敬語表現」 ・文化教養類型
3年生・国語表現Ⅱ(2ト「古代人と会話ができるか」 ・大学短大志望
豊田慎一郎
2年生・古典(2) 「東くだり」 ・基礎クラス
3年生・国語表現H(2) 「古代人と会話ができるか」 ・就職志望/専門学校志望
3年生・古典講読(3) 「源氏物寺」 ・文理類型(文系)

(2)平成17年2月実習

1年生・国籍総合(4) 「竹芝苛」 (『更級日記』 )
江口洋美(中堅クラス1) ・吉永真紀子(中堅クラス2)

渡田和幸(発展クラス) ・豊田慎一郎_(基礎クラス) ll
2年生・現代文(2) 「アフリカという毒」
江口洋美(基礎クラス) ・豊田慎一郎仲里クラ`ス1)

第4項　授業時間外での授業実践者と生徒との交流につい七

賀茂北高校のご配慮によって、 4名は授業時間外にも生徒と交流を持つことができた.
具体的には、朝礼・終礼の時間,掃除時間、放課後・休憩時間、部活動・生徒会活動の
時間等にも、 4名は生徒と交流を持つことができたのである。
執筆者は4名の授業時間・授業時間外の活動の様子を現場で見てい,たが、授業時間外
における授業実践者と生徒との交流によって両者の間に信頼関係が生まれたよう埠思わ
れた.そして、信頼関係の成立によって,腰業がより円滑に進められるようになった.ど
いう,事実が見られた。
一般の教育実習では、様々な理由から,授業時間外での生徒との交流を行えない場合
がある.しかし、今回はそれを行い得た。,_授業の文字化資料には、生々しい生徒と実践
者とのやりとりが記録されている。そこだ~は授業時醜内・外での交流によって成り立フ
た信頼関係があるからこその、応答・掛け合いが見られるのである。

12　国許総合における基礎・中里・発展の各クラスの位置づけは以下の通りである.
●基礎クラス-教科書の内容をより基本的に理解し、 r読む」 r書くJ r開く」 「話す」といった基
礎的な国希力を養成ずる. l週間4回の授業のうち、 1回は「漢字検定j受験のための学習を行う.
●中堅クラス1,2-教科書の内容を基本的に理解し,応用的な学力の養成をする, 1週間4回の授業のう
ち、 1回はr漢字検定」受験のための学習を行う.

●発展クラス-教科書の内容をより高いレベルで理解し、入試に対応できる高度な学力の養成をする.
1週間4回の授業のうち、その1時間分を後日まと紡て、模試の受験対策や発展的な閉域演習の指導にあ
てる-。特に、模試の受験前1週間から2週間埠、模試対翠の受験授業となる.また、小論文発表や.早
習プリント、復習プリント、長期休暇の際の進学補習?参加等が謙せられるため、高い学力を身につ
けるととができる.
・ 「漢字検定」のための授業は行わない。各自、家庭学習で行って(るものとするd
・模擬試験の受験.および長期休暇の補菅に参加することを義務付ける.



第2部　『更級日記且授業実践の構築

はじめに

第2部は、 4名の授業実践者の報告である。 4名が1章ずつ執筆している。各章は次の
ような構成となっている。

1)学習指導案(授業で実際に使用したワークシートを含む)
2)授業を記録した録音の文字化資料
3)授業実践を通して得られた知見と反省

(1)学習指導案について
第1車以下に記述する「竹芝寺」の学習指導案は、授業実践までの間に数度の手直
しを経て作成されたものである。この指導案が成るまでに、多くの試行錯誤が行われ
た。各章に記した最終指導案が成るまでの経過を以下に記す.
まず、 4名が「竹芝寺」 (全4時)の指導案を各自で作成した.
次に、 4名が指導案を持ち寄り、大学内で指導教員である江端義夫と博士課程の大
学院生である又吉里美、小川俊輔を交えて検討・討議を行った。
その給菜を培まえて、各自が第1次改訂版指導案を作成した。
第1次改訂版指導案を携え、 4名は実践校である賀茂北高校で1週間の観察実習を行
った.各自が担当するクラスの実態を参酪しつつ,実態に見合うように指導案を改訂

した。これが第2次改訂版指導案であるD
第2次改訂版指導案の作成に当たっては、賀茂北南校国語教諭のご指導を賜った。
江口洋美には森岡洛人教諭から、吉永麻紀子には松見弘子教諭から、渡田和幸には原
一浩教諭から、豊田慎一郎には中庸登美子教諭から、それぞれ具体的かつ大局的・で敢
密なご指導を賜った.
この第2次改訂版指導案を元に実践を行った。第1時の授業実践を行う前に、全4時
の指導案をあらかじめ作成していた。第1時終了後,第1時の反省を行い,第2時の指
導案を改訂した。同様に.第2時終了後に第3時、第3時終了後に第4時の指導案の改訂
を行った。この反省・改訂の際にも、賀茂北高校国語教諭の方々の懇ろなど指導を賜
った。

・上記の経過を潅て成ったものが、最終指導案である。この最終指導案を「竹芝寺」
学習指導案として、第1章以下に記述をしている.

(2)授業を記録した録音の文字化資料について
全4時の授業をカセットテープ、 MD、ビデオテープに記録した。全4時の授業実践
終了後、それを各自が文字化した。基本的には実際の授業そのままを文字化している。

(3)授業実践を通して得られた知見と反省について

ここには. 4名が賀茂北高校での授業実践を通して学んだこと、得られた知見、皮
省を記している。

数次に渡る指導案の改訂、授業実嘩、.反省、I授業の文字化、賀茂北高校の先生方の
ご指導・ご鞭撞,大学の指導教官、大学院生の指導を経て, 4名が学んだことの解要
な部分を記している。実践を通してしか分からない苦労や新発見,新知見、反省点を
あげている.学んだことは多岐・多量であったが、各自B5用紙2枚以内に次の題目で
まとめている。
1)指導者について、 2)指導法について、 3)おわりに



第1章　　　　第1学年中堅1クラス『更級日記』授業実践の研究

江口　洋美

第1節　「竹芝寺」学習指導案

1、日時

2、場・所

3、学校、学年、学級

4、教科、科目こ　単位数

5、教材、単元

平成17年2月14日　-is a

広島県立賀茂北高等学校1年1組教室

広島県立賀茂北高等学校、 1年生、中堅1クラス

国語科、国語総合、 4単位

新編国語総合(東京書籍)、 「竹芝寺」

6、本課について

(D教材観

本教材には、菅原考棟女が京都へ戻る旅の途中で聞いた、 「竹芝」という地名の

由来が書かれている。その地名の由来として語られている「竹芝の男」と「皇女」-

にまつわる物語が話題の中心であるO　この当時の女性には珍しく、皇女は自分の

意志で下京して武蔵の国に住み着いたO 「更級日記」成立当時の物語に描かれる

女性は「伊勢物語」の第6段「芥川」の女に代表されるように、受身的な生き方

をしている。そのような文学史的状況にあって、本教材は非常に異色な作品と言

ってよいだろう。

②生徒観

・3学期に入り、生徒たちは高校の国語(「国語総合」,)にもすっかり慣れ、現代・

文・古文・漢文といった単元に対して、得意もしくは苦手意識を持ちつつある。

そうした申、特に古文は「内容がわからない、理解できないから面白くないJ　と

いう理由で苦手意識を持つ生徒も多い。本教材は身分差のある恋、駆け落ちとい

う、非常にドラマチックな要素がある。このドラマチックな恋愛要素は、恋愛に

興味を持つ世代の生徒の興味を十分にひくものと思われる。ゆえに、古文に苦手

意識を持ちつつある生徒にとって取り組みやすい教材であると思われるO

③指導観

本教材の学習指導に当たっては、文法事項に触れつつ、内容理解を主な目的と

する。まず、物話内容を教師側の説明で理解させるo　次に、物語の途中までは同

じような展開を辿り、結末は正反対である「芥川」 (伊勢物語) ・と本教材とを比

較試みさせ、何故結末の相違が生じたのかを考えさせる。この結末の相違の原因

を考える活動は、古文への興味を抱くきっかけになるのではないだろうか。

7、本課の目標

男が皇女を東国に連れて行った経緯、彼女がそこに住んだ経線を読み取らせる。

口語訳に必要な助動詞及び係助詞を理解させる。

この話と・「芥川」を比較薗みさせることで、古文に興味を抱かせるD

9



8、各時の学習展開

第1時

(1)本時の目標

①本文を正確に音読できるようになるO

②本文に出てくる語句の意味を理解する。

(2)評価の観点

①ワークシート①を完成できたか。

②範証の際に、読み方の分からない語句の読みを、教科書に書き込むことがで

きたか。

③ワークシート②で意味の分からない語句を辞書で調べることできたかD

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時間

作 品..作 者の文学 1 「更級 日記」 と菅原孝標女につい . 1 更級 日記の影印本 の 「竹 5

史 的.位 置 につ い てワークシー ト①にまとめる0 芝寺」の部分 をコビヤ した補

て確認 助 プ リン ト①～.③ を配布 す

る0

2 「更寂 日記」 と菅原孝標

女について、ワークシー ト①

を配布 し、辞書や便覧 を用い

て説 明するD

範講を聞 く 1 P教 師の範読 を聞き、読み方が分か 1 本文 を段 ごとに間を空 け 10

らない語句 には教科書 に読み方 を書 て音読す る0

き込M i¥ 2 読 み方がぬか らない語句

2 意味の分か らない語句に印をつけ には教科書 に読 み方 を書 き

るO 込む こと、ワー クシー ト(D に

挙 げ られ てい ない意味 が分

からない語句がある場 合は、

印をつ けてお く よ.うに指 示

しでおくD

3 机 間指導を行 う0 .

語 句の意味調べ 1 ワ一.クシー ト②に挙げ られていな

い語句で、意味の分か らないものを挙

げ、教科書や辞書を利用 して調べ る0

2 発 表す るq

1 机 間指導を行 う。

2 挙 げられた語句 の意味に

つい て生徒 を指 名 して答 え

をせ る0 必要な場合 はさらに

J説明を加 えるD

15

25

10



「をの こ」と 「姫 1 rをのこ」 と 「姫君」にづいての 1 「をのこ」 と 「姫君」に

君」について確認 説 明や言動 を本文中か ら抜き出 し、ワ ついて の説 明や言動 を本 文

ークシー ト① に書き込む0

2 .発表す るD

中か ら抜 き出させ ∴ワー クシ

ー .ト.①に書 き込ませ るQ机 間

指導を行 うO

2 生徒 を指名 し、発表 させ

る0

敬語 1 ワー クシー ト(D を用いて敬語 につ l ワー クシー ト〔D を用いて

いて知るq 敬語 につい て具体例 を用 い

て丁寧に説明をす るD

; l ・

…次時の予告

一一
一
一

1 次時の予告 を聞 くO 1 次回は ワー クシー トを用

いて第 1 段 を読むので、ワー

ク.シー ト①② を忘れ ない よ

うに指示す る0

5t)

m



第21lJf

(1)本時の日額

①第1段の助動詞、係助詞を理解する。

②第1段の流れを把揺する。

(2)評価の観点

のワークシート③④を完成できたかo

②第1段の内容や敬語について理解できたか。

学習内容

前時の想起

学習活動 指導上の留意点 時

間

1 ワー ク シー ト(B を参照 し

な が ら、前 回 の 内容 を思 い出

させ る0

2 補 助 プ リン ト③ を 元 に敬

藷 につ いて確 認 す るO

10

2 5

3 0

3 5

[

-
l

1前時の想起を行う。

2　補助プリント③を元に敬語の復習

をするO

第 1 段 の音 読 1 「竹 芝 寺」 第 1 段 を斉讃 す る0 1 「竹 芝寺 」第 1 段 を斉

託 す るよ うに指示 す るD

2 机 間 指導 を行 う0

助動 詞 、係 助詞 の 1 教 科 書 を利 用 して、 ワー ク シー ト 1 補 助 プ リン ト④ とワー ク

- 学 習

-

③④ の空欄 を埋 め る形 で助 動軍 、係 助 シー ト③ ④ を配 布 す る0 ワー

詞 につ いて理 解 す る0

2 発 表す る 0

ク シ ー ト③ ④ の 空 欄 を埋 め

させ る0 教 科 書 p 2 9 4 ~ 2 9 7 を

利 用す る よ うに指 示 す る 0

2 生 徒 を指 名 して、 意 味 や

活 用表 を発 表 させ る8

3 補 助 プ リン ト⑦ の 口語 訳

と ワー ク シー ト③ ④ の 助 動

詞 、係助 詞 を照 ら し合 わせ て

意 味 と活 用形 を確 認 させ る D

「姫 君 」が武 蔵 の 1 「姫 君 」 が武 蔵 の 国 へ行 った理 由 1 姫 君 が武 蔵 の 国へ 行 っ た 4 0

国 に 行 っ た 理 を ワー ク シー ト⑤ に ま とめ る0

2 発 表す るO

理 由 を ワー ク シー ト⑤ に ま

由 とめ させ る 0

2 指名 して発 表 させ る0

12



次時の予告 . 1 次時の予告を聞く8 1 次 回は第 2 段 を読 むの

で、補助 プ リン ト④ とワー ク

シー ト①～⑤ を持 って くる

よう指示す る0

50

13



第3時

(1)本時の目標

① 「竹芝寺」第2段の助動詞、係助詞を理解出来る。

②第2段の流れを掴む

(2)評価の観点

①ワークシート⑥を完成できたか。

③第2段の内容について理解できたかo

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時

間

前略 -O ffi l 1 前 時 の想 起 を行 う0 1 前回 配 布 した補 助 プ リン

トや ワー ク.シー トを利用 し、

前 回 の内 容 を思 い出 させ る0

10

第 2 段 の音 読 l r竹 芝 寺 」第 2 段 を音 読 す る。 1 「竹 芝 寺 」 第 2 段 を斉 読

す る よ うに指 示す る0 ー

15

助 動 詞 、係 助詞 の 1 教 科 書 を利 用 して 、 ワー ク シー ト 1 補助 プ リン ト⑤⑥ と ワー 20

3 0

学 習

-

-

⑥ の空 欄 を 埋 め る形 で助 動詞 、係助 詞 ク シー ト⑤ を配 布 す るロワー

を理 解 す る0 ク シー ト⑥ の助 動詞 . 係助 詞

2 発 表 す る。 の空 欄 を埋 め させ る0 教科 書

p 2 9 4 ~ 2 9 7 を利 用 す るよ うに

指 示 す る。

2 生徒 を指 名 して 、意 味 や .

活 用 表 を発 表 させ る0

3 補 助 プ リン ト⑥ の 口語 訳

とワー ク シー ト⑥ の助 動詞 、

係 助 詞 を照 ら し合 わ せ て 意

味 と活 用形 を確認 させ るロ

「姫 君 」が武 蔵 の 1 「姫 君 」 が武 蔵 の国 へ住 み 着 い た 1 姫 君 が武 蔵 の 国へ 住 み つ 40

4 5

国 へ 住 み 着 い 理 由を ま とめ るD い た理 由 を考 え させ る0

た理 由 2 嚢 衷す る0 2 生 徒 を指 名 して 発 表 させ

る

次 時の 予告 1 次 時 の予告 を聞 くO 1 次 回 は 「芥 川 」 を読 む 際

に 補 助 プ リン トや ワー ク シ

山 トを利 用す る ので 、忘 れ な

い よ うに指 示す るD

5 0

IE



第4時

(1)本時の目標

① r芥川」と「竹芝寺」の相違点を見つけることが出来るD

② 「芥川」と「竹芝寺」の結末の違いについて、考えを持つことが出来る。

(2)評価の観点

① 「竹芝華」と　r芥川」の相違点を見つけることが出来たかO

② 「竹芝寺」と「芥川」の結末が異なった原因を考えることが出来たか。

学 習 内容 学 習活 動 指導 上 の留 意 点 時

m

前 時 め想 起 1 前 時 の想 起 を.行 うD 1 補 助 プ リ ン トを参 照 しな

が ら、 「竹 芝 寺 」 が どん な話

で あ ったか 訊 ね る0

1畠

「竹 芝 寺」 と .「芥 1 . 補 助 プ リン ト⑦ と ワー ク シー こト⑦ 1 補 寒 プ リ ン ト⑦ と ワー ク 25 .

3 0

3 5

.州 」との 相違 点 こを参 膿 して 、 「芥 川 」 と 「竹 芝寺 」 と シー ト⑦ を配 布 す る0 今 ま で

の相違 点 を考 .え る0

2 同 じ所 を発 表 す る0

3 .. 違 う所 を費表 す るO

の.補 助 プ リ..「 トを 参 照 さ.せ

な▼が ら、...「芥 川 」.と .「竹 芝 寺」

との相 違点 を考 え させ るロ

翠. 同 じ所 を哉 表 させ て 、板

書す る0

3 違 う所 を発 表 させ 、板 書

す る0

「竹 芝 寺 」と、丁芥 1 「芥 川 」 と 「竹 芝 寺 」 の結 末 が 違 1 机 間 指 導 を行 うP/D この 間 40

45

川 」の結 末 が異 うの は何 故 か を考 え、ワー ク シー ト⑦ い に は 決 ま っ た 答 え が な い

な った原 医! に ま とめ るロ

2 発表 す る

の で 、自分 .の考 え を 自由に 書

くよう に先 に伝 えてお く0

2 指 名 して 、発表 させ る

*なお、各時の板書計画についてはワークシートと同輝である。

15



勧
助
ブ
タ
ン
ト
①

・
詣
:
.
'
>
i
と
=
・
F
ギ
|
~
J
r
.
れ
F
O
弔
鞄
堅
L
L

J
E
S
E
U
H
f
l
u
,
そ
t
:
竣
'
8
t
*
l
i
r
*
-

~
I
`
~
さ
-
<
蝣
-
.
i
f
'
も
で
t
e
L
7
7
が
牽
け
F
|
H
'
7

1
.
・
く
.
f
t
f
-
S
O
B
S
牲
'
-
>
[
(
-
.
°
収
:
-
~
>
<
b
*
'

-
.
-
蝣
-
B
'
S
-
S
r
"
ォ
r
i
ヽ
・
P
J
(
キ
ー

a
g
y
s
H
E
E
i
a
ほ
Q

v
.
,
'
,
3
-
"
M
S
I
,
(
.
-
.
*
*
・
.
,
ふ
=
.
や
や
下

サ
サ
>
*
*
'
.
戚
?
そ
3
3
号

l
さ
き
.
・
　
竹
:
t
'
ォ
.
-
サ
・
I
i
l
l

b
.
°
く
・
J
H
-
i
,
u
鼓
け
'
(
蝣
2
*
1
.
1
と
が
も

.II.

S
f
l
g
H
-
悔
止
血
b
C
T
T
^
-
^
I
N
J

一
,
戦
'
5
1
*
;
ギ
は
す
,
°
音
'

;

j

L

-

'

蝣

a

a

r

-

i

i

'

¥

-

T

i

1

-

.

*

&

・

*

*

t
.
寺
蝣
s
z
u
-
a
i
e
c
s
i
に
ォ
ォ
・
サ
点
:
+
r

M
i
f
J
 
I
r
-
.
-
r
V
.
t
-
ヽ
一
ト
&
蝣
・
、
-
I

t
L
p
.

し
こ
l
-
.
こ
"
蝣
>
!
ォ
塾
W
蝣
.
:
*
-
・
蝣
J
t
f

/
.
-
・
　
サ
!
,
亡
T
,
い
と
く
.
・
,
は
・
さ

空
事
R
t
f
T
T
W
叩
朋
r
a
n
E
t
;
m
i
-
-
*
.
i
'

も
f
t
-
'
S
た
え
e
e
L
邑
J
J

5
1
^
g
-
F
3
E
a
l
M
j
U
i
M
^
ヨ

こ
つ
l
i
J
E
P
た
七
と
」
f
J
A
<
セ
;
ー
ldi.

な
び
く
と
且
で
　
　
　
と
|
-
>
V
>
打
㍍
T
&

賢
一
リ
f
f
i
E
H
a
K
a
¶
a
s
-
f
-

i
M
u
j
-
^
U
分
か
れ
・
〇
'

機
.
I
i
:
・
・
:
.
'
・
:
I
.
:
.
I
・
I
;
.
I
.
'
t
.
t
・
=
,
I
:
:
:
純
:
.
:
(
I
,
,
'
:
-
.
r
i
,
.
.
A
q
l
,
'
.
:
;
I
:
:
.
:
L
i
:
.
I
.
.

「
.
骨
"
V
.
:
蝣
i
㌣
&
」
蝣
」
&
'
}

t
,
'
'
〕

・
;
<
蝣
:
;
・
言

㌍
担
.
.
.
.
.
.
!
蝣
;
!
」
蝣
l
<
サ
i
'
/
*
;

i
:
.
¥
>
t
<
%
-

f
J
-
1
.
J
.
^
/
H
V
*
'
i
i
-
.
.
.

く
き
た
午
<
<
・
<
・
上
呂
{
ノ
1
7
1
・

T
'
-
1
サ
'
1
>
/
:
'
,
。
c
-
台
東
、
l
'
*
1
蝣

'
へ
J
ヤ
r
v
>
^
吉
r
j
.

4

け
、
串
-
増
み
瞥
1
 
1
わ
を

Vx;*''束Jl-vv',ヤIf*小

くォー¥t-い「-・"'̂
範うi-*,甘、,,荏.

禍根班滞闘凋

説相磯縛監骨や

芋三二
-1いレ了--*''"Va桓で.え藍、。㌣r

rw-'f蝣・,....'

vll-,'・>%蝣蝣.ォ蝣蝣蝣ォ蝣蝣-̂
V'・k>-

¥f

鑑㌫立志工法虫i: '二W..*.:!i'よ　工昔'蝣蝣蝣・-'ォ.;退去逝去曇送還ミ∫　三言

圭去・'"蝣'

船
舶
鵡

‥

　

　

　

　

　

、

・

　

　

　

　

　

　

　

一

-

1

　

　

　

-

1

I

-

-

1

1

・

・

・

.

I

拍
掴
拍
軒
索
薪
‥

電
卓
誓
言
「
・
・
.
乃
蔑
。
驚
け

室
'
!
1
'

・
蝣
i
㌍
'
蝣
'
"
・
"
"
0
-
'
i
詛
/
蝣
、
'
)
蝣
-
-
蝣
&

ゼ
*
*
-
'
t
j
-
r
-
ぎ
は
'
J
S
V
I
s
-

E
J
5
3
1
1
h
E
m
g
H
H
細
ら
t
.

な
れ
J
は
ヨ
'
*
e
s
ォ
ォ
は
・
q

t
f
t
・
4
ォ
a
f
.
-
.
*
r
.
サ
*

ォ
ォ
*
サ
.
.
-
,
,
・
,

.
*
ォ
ォ
サ
'
,
ォ
:
㌔

y
i
u
d
M
i
y
B
B
i
R
u
b
[
*

自
1
3
<
,
ォ
)
l
i
W
J
*
b

・
"
'
V
'
'
I
i
f
i
,
蝣
蝣
蝣
蝣
'
,
V
,
0
m
,

t
<
ォ
'
H
"
i
,
'
n
^
'
蝣
蝣
蝣
'
蝣
i
'
,
,
,



せ
ふ
書
承
.
把
を
1
弓
.
汁

…
薄
蝣
-
.
A
M
'
や
1
3
日
惚
昔
¥
f
l
-
-
け
攫
.

.　　　　_　　rlJ_.A

b
向
菌
や
せ
く
幸
～
よ
-
p
t
7
絹
は
競
別範

補
助
プ
リ
ン
ト
②

*

n

k

け

ご

t

l

-

m

m

t

t

K

▼

蝣

*

c

x

ア

x

蝣

a

a

a

i

i

>
>
t
f
r
-
.
サ
.
/
慢
封
斌
相

磯
灘琴>?,・,,寺-'J:T-1%,"--V"

m
r
s
m

b㍗
-
r
'

-
.
-
h
y
'
蝣
蝣
蝣
-
蝣
.
)
・
'
'
蝣
:
蝣
<
-
;
-
-
・
*
>
*
-
㌦

A

・

*

'

蝣

蝣

　

　

‥

.

蝣

<

{

,

蝣

"

蝣

蝣

K
9
L
M
-
暮
す
k

」
E
」
3
革
B
a
g
-
a
2

日
j
h
h
-
H
5
B
こ
B
t
J
R
t
l
日
E
X
監

・
L
・
い
I
で
・
l
ル
1
・
し
　
　
　
そ
r
b
J

わ
れ
等
ォ
.
(
サ
ー
'
.
-
.
n
-
'
i
曇
、

也
・
h
P
l
成
C
、
・
・
,
こ
・
　
　
で
T
J
刈
J

カ
吏
範
望
.
蝣
^
V
j
e
u
-
i
,
r
'
S
S

x
i
*
*
"
て
喜
(
d
r
f
-
M
B
*
.
は
耳

4
1
=
コ
け
T
O
T
T

!

・

-

蝣

;

ォ

て

:

i

:

V

-

M

3

1

-

ォ

ォ

'

.

K

*

=
　
　
川
瑞
4
.
'
;
,
'
-
:
,

・
!
U
*
*
t
i
皇
蝣
蝣
.
.
-
*
蝣
・
・
;
*

<
r
n
i
k
h
j
*
*
*
葺

.
A
_
・
1
'

し
]
4
・
r
-
J
C
 
f
l
・
サ
*
蝣
'
I
V
え
a
i
*
・
'

挿
せ
登
竜
一
号
r
f
竜
」
*
サ
.
-
.
 
"

白
K
*
ア
a
ほ
月
曽
昌
T
I
C
T
B
a

M
F
U
l
i
i
i
t
U
p

i

 

P

m

a

ら

ち

t

F

P

E

W

ヨ

l
n
丑
F
h
T
E
I
H
り
l
r
f
l
i
i
B
'
i

・
>
.
サ
*
蝣
.
"
i
t
甲
=
・
1
甲
至
W
更
.

キ
鎧
K
-
J
t
-
貫
E
P
塔
w
u
-
e
㌢
袈

下
<
*
*
*
*
蝣
蝣
*
は
J
↓
ォ
*
ォ
サ
し
た

も
K
h
f
s
n

T
_
 
ヽ
C

・
・
・
守
ォ
*
蝣
'
蝣
・
-
.
 
'
I
ォ
?
^
}
.
C
'
1
…
、

,

蝣

*

　

蝣

蝣

敬

:I:..?I. :1・:b.=・. 'ff Ef..?:.. '[;.:..I I.:轡'.t距. ・[:・<,rt'

・　　　　　　下甘毒
ォ-一二三!∴JA

LJ a I- -千 -:I∴・
W

・ -ffawKtm-

^

・

蝣

・

'

-

#

.

:

」

w

X

*

}

*

」

,

<

,

.

.

蝣

蝣

蝣

'

蝣

[

・

蝣

<

ォ

,

'

蝣

'

:

¥

i

.

・

w

l

l

I

IH

.
し

I

I

J

　

-

-

　

　

　

　

　

-

-

　

,

o

一

n

U

i

.

I

.

ロ

　

ー

　

1

-

,

-

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

　

1

　

　

　

　

　

-

　

　

　

　

　

,

　

.

′ヽ

L汁蕃

:)÷磨、
ヽ

′1一

⑬
-
r
v
=
∠
輸
撫



補
助
プ
リ
ン
・
L
④

「
更
級
日
記
～
竹
芝
寺
～
」

竹
芝
寺
　
第
1
段
　
本
文

プ
リ
ン
ト
②

傍
占
脚
が
つ
い
て
い
る
の
は
助
動
詞
。

こ
こ
は
、
菅
、
竹
芝
と
い
う
坂
で
あ
っ
た
。

u
L
洞
j
'
W
i
'
r
n
　
>
V
r
l
岬
田
辺
c
s
r
=
x

土
地
の
人
で
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
男
を
火
焚
屋
の
火
を
焚
く
衛
士
に
任
命
し
て
朝
廷
に
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
へ

国
の
人
の
.
あ
り
か
か
d
火
世
良
の
火
牢
、
輔
土
に
さ
し
菅
'
・
+
J
ォ
=
*
　
」
r
か
に
・

御
殿
の
前
の
庭
を
掃
き
な
が
ら
も
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
辛
い
目
を
み
る
の
だ
ろ
う
か
.

御
胎
の
臆
を
抱
く
と
て
盲
盛
者
し
き
め
を
見
る
A
L
か
.

私
の
故
郷
で
'
(
あ
ち
ら
に
)
七
つ
へ
(
こ
っ
ち
芭
三
つ
と
酒
を
仕
込
み
寧
見
て
あ
る
洛
壷
に

わ
が
国
に
七
つ
三
つ
迫
り
辞
ゑ
た
る
酒
壷
に
'

南
風
が
吹
け
ば
北
に
な
び
き
北
風
が
吹
け
ば
南
に
な
び
き
'
画
風
が
吹
け
ば

さ
し
牡
し
た
る
政
柄
の
ひ
さ
ご
の
'
南
風
吹
け
ば
北
に
な
び
き
'
北
風
吹
け
ば
南
に
な
び
卑
酉
吹
け
ば

鹿
に
な
び
き
、
東
風
が
吹
け
ば
酉
に
な
び
く
光
&
.
を
見
な
い
で
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
よ
ご
と
独
旦
m
l
皇
弓
い
'
東
に
な
び
き
'
東
吹
け
ば
酉
に
な
び

く
を
且
で
、
か
く
て
あ
る
よ
.
1
と
独
り
ご
ち
'

ぶ
つ
ぶ
つ
峡
い
て
い
た
と
こ
ろ
へ
そ
の
時
も
帝
の
御
娘
で
た
い
そ
う
大
切
に
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
(
御
娘
が
)

つ
ぶ
や
き
け
る
を
、
そ
の
嘩
帝
の
御
む
す
め
い
み
じ
う
か
し
つ
か
れ
給
ふ
、

た
だ
ひ
と
り
へ
御
廉
の
そ
ば
に
お
出
ま
し
に
な
っ
て
、
雀
に
寄
り
か
か
っ
て
、
八
年
里
御
覧
に
な
る
と
'

た
だ
ひ
と
り
御
幾
の
麻
に
立
ち
出
で
給
ひ
て
'
柱
に
よ
り
か
か
り
て
御
党
ず
る
に
I

こ
の
男
が
こ
の
よ
う
に
織
り
書
聖
芋
っ
の
を
(
お
開
き
に
な
り
)
、
非
常
に
心
を
動
か
さ
れ
へ

こ
の
を
の
こ
の
か
く
執
り
ご
つ
を
'
い
と
あ
は
れ
に
'

ど
の
よ
う
な
ひ
さ
ご
が
ど
の
よ
う
に
な
び
く
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
非
常
に
見
た
い
と
お
思
い
に
な
っ
た
の
で
、

い
か
な
る
ひ
さ
ご
の
'
い
か
に
な
び
く
な
ら
　
む
と
'
い
み
じ
う
ゆ
か
し
く
お
ぼ
さ
れ
け
れ
げ
、

御
鍵
を
押
し
上
げ
て
、
「
そ
こ
の
男
よ
'
こ
ち
ら
へ
参
れ
」
と
お
呼
び
に
な
っ
た
の
で
、

御
簾
を
押
し
上
げ
て
t
 
r
あ
の
を
の
こ
も
こ
ち
寄
れ
。
」
と
召
し
け
れ
ば
'

男
は
か
し
こ
ま
っ
て
轟
榊
の
そ
ば
に
参
上
し
た
と
こ
ろ
、

か
し
こ
ま
り
て
甚
輝
の
つ
ら
に
参
り
た
-
　
け
り
れ
ば
t

T
今
昔
っ
た
革
を
も
う
1
度
へ
私
に
言
っ
て
如
か
せ
よ
)
と
仰
せ
に
な
っ
た
の
で

「
音
ひ
つ
る
こ
ち
い
ま
一
か
へ
り
我
に
育
ひ
て
鍋
か
せ
よ
。
l
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
'

蹟
壷
の
こ
と
を
も
う
T
度
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
'
r
私
を
連
れ
て
行
っ
て
(
そ
れ
を
)
見
せ
よ
b

事
故
の
こ
と
を
'
い
ま
I
か
へ
り
申
し
け
り
れ
ば
二
親
串
て
行
き
で
見
せ
も

そ
う
甘
う
理
由
が
あ
る
の
だ
」
と
仰
せ
に
な
り
た
の
で
'
恐
れ
多
く
恐
ろ
し
い
と
思
っ
た
が
'

さ
首
ふ
や
う
あ
り
ご
と
仰
せ
ら
れ
け
り
れ
嘩
か
し
こ
く
お
そ
ろ
し
と
息
ひ
け
り
れ
考

そ
う
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
'
庭
君
を
)
背
負
い
申
し
上
げ
て
国
に
下
る
時
に
、

・
>
.
 
"
"
・
>
*
:
ハ
*
i
i
i
l
性
A
^
-
r
-
-
.
S
'
'
?
駕
り
l
-
、

首
っ
ま
で
も
な
く
追
っ
手
が
追
い
か
け
て
く
る
で
あ
ろ
ー
-
点
っ
て
へ
そ
の
確
勢
多
の
桶
の
た
も
と
に
'

観
な
く
人
逓
ひ
て
来
ら
む
と
恩
ひ
て
'
そ
の
頃
勢
多
の
編
の
も
と
に
、

こ
の
姫
君
を
澄
き
申
し
上
げ
て
、
勢
多
の
鵜
を
-
間
抹
ど
葡
し
て
'
そ
れ
を
飛
び
準
え
て
'

こ
の
宮
を
苦
り
て
、
勢
多
の
柄
を
一
問
ば
か
り
こ
ほ
ち
t
J
,
そ
れ
を
飛
び
寧
見
て
'

こ
の
告
を
苦
い
申
し
上
げ
¥
J
'
七
t
c
-
V
棟
と
い
,
つ
1
ォ
?
哀
嬢
S
M
i
i
行
さ
着
い
た
の
で
ゐ
0
-
W

こ
の
宵
を
か
き
負
ひ
奉
り
て
'
七
日
七
裸
と
い
ふ
に
、
成
就
の
国
に
行
き
草
書
に
　
け
り
.
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補
助
プ
リ
ン
ト
⑤

r
更
級
日
記
～
竹
芝
寺
～
]

第
一
段
　
本
文

第
二
段
　
本
文

傍
占
州
が
つ
い
て
い
る
の
は
助
動
詞
。

太
字
は
係
助
詞
。

傍
点
が
つ
い
て
い
る
の
は
助
動
詞
。

太
字
は
係
助
詞
。

こ
れ
は
'
い
け
l
L
へ
竹
芝
と
い
ふ
さ
か
な
り
。

国
の
人
の
あ
り
か
か
を
・
火
東
屋
の
火
葬
く
衛
士
に
さ
し
奉
り
た
り
　
け
る
に
・

御
前
の
塵
を
掃
く
と
て
も
　
r
な
ど
や
菅
し
き
め
を
見
る
1
り
む
。

わ
が
国
に
七
つ
三
つ
造
り
据
ゑ
た
る
酒
壷
に
、

さ
し
奴
し
た
る
政
柄
の
む
さ
ご
の
、
南
風
吹
け
ば
北
に
な
び
き
'
北
風
吹
け
ば
南
に
な
び
き
'
葡
吹
け
ば

東
に
な
び
き
'
東
吹
け
ば
酉
に
な
び
く
を
鬼
で
'
か
く
で
あ
る
よ
.
1
と
独
り
ご
ち
'

つ
ぶ
や
き
け
る
を
'
そ
の
時
、
帝
の
御
む
す
め
い
み
じ
う
か
し
づ
か
れ
鈴
ふ
'

た
だ
ひ
と
り
御
旗
の
断
に
要
り
切
で
冶
ひ
て
、
柱
に
よ
り
か
か
り
て
御
驚
ず
る
に
、

こ
の
を
の
こ
の
か
く
独
り
ご
つ
を
へ
い
と
あ
は
れ
に
'

い
か
な
る
ひ
さ
ご
の
'
い
か
に
な
び
く
な
ら
　
む
と
、
い
み
じ
う
ゆ
か
し
く
お
ぼ
さ
れ
け
れ
ば
'

御
簾
を
押
し
上
げ
て
t
 
r
あ
の
を
の
こ
、
こ
ち
寄
れ
ご
と
召
し
け
れ
ば
'

か
し
こ
ま
り
て
痛
欄
の
つ
ら
に
曹
H
ノ
た
歩
　
け
れ
ば
t

r
首
ひ
つ
る
こ
と
も
　
い
ま
L
か
へ
り
魂
に
嘗
ひ
て
湘
か
せ
よ
。
」
と
仰
せ
ら
れ
け
り
れ
ば
'

栖
喪
の
こ
と
を
'
い
ま
i
か
へ
り
申
し
止
り
れ
ば
t
 
r
我
率
で
軒
き
て
見
せ
よ
。

さ
首
ふ
や
う
あ
り
。
j
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
か
し
こ
く
串
そ
ろ
L
と
患
ひ
け
れ
ど
J

さ
る
べ
き
に
や
あ
り
け
む
、
負
0
奉
り
て
下
る
に
こ
'

砲
な
く
人
追
ひ
て
親
ら
む
と
息
ひ
て
、
そ
の
夜
.
勢
多
の
櫛
の
も
と
に
'

こ
の
宮
を
担
ゑ
奉
り
て
、
幾
多
の
鵜
を
T
開
ば
か
り
こ
ほ
も
て
.
'
そ
れ
を
飛
び
堪
え
て
'

こ
の
宮
を
か
き
弟
ひ
奉
り
て
、
七
日
七
夜
と
い
ふ
に
、
武
護
の
国
に
行
き
菅
に
　
け
n
ノ
。

帝
'
后
、
色
女
失
せ
給
ひ
ぬ
と
お
ぼ
し
ま
ど
ひ
'
求
め
給
ふ
に
t

r
武
蔵
の
国
の
衛
士
の
を
の
こ
な
む
'
い
と
香
ば
し
書
物
を
首
に
ひ
き
か
け
て
飛
ぶ
や
う
に
逃
げ
け
る
u
j

と
申
し
出
で
て
'
こ
の
を
の
こ
を
尋
ぬ
る
に
な
か
り
け
り
.
。

輸
な
く
も
と
の
国
に
こ
そ
行
く
ら
い
の
と
も
お
ほ
や
け
よ
り
使
下
り
て
迫
ふ
に
、

勢
多
の
梼
こ
ほ
れ
て
、
え
行
き
や
ら
ず
。
三
月
と
い
ふ
に
武
蔵
の
国
に
布
き
着
き
て

こ
の
を
の
こ
を
尋
ぬ
る
に
へ
こ
の
皇
女
お
ほ
や
け
僻
を
召
し
て
、

r
韓
さ
る
べ
き
　
に
や
あ
り
け
む
'
こ
の
を
の
こ
の
家
ゆ
か
し
く
て
'

率
て
行
け
と
官
ひ
し
か
ば
撃
て
来
た
h
ノ
。
い
み
じ
く
こ
こ
あ
り
よ
く
お
ぼ
ゆ
り

こ
の
を
の
こ
辞
し
線
ぜ
ら
れ
ば
、
我
は
い
か
で
あ
れ
と
。

こ
れ
、
生
別
の
世
に
こ
の
国
に
跡
を
垂
る
べ
き
循
催
こ
そ
あ
り
か
か
一

は
や
梅
り
て
お
は
や
け
に
こ
の
よ
し
を
番
せ
よ
・
j
と
仰
せ
ら
れ
掛
れ
ば
・

雷
沈
む
方
な
く
て
'
上
り
て
'
帝
に
、
か
く
な
む
あ
り
つ
る
と
寮
し
け
れ
ば
、

r
育
ふ
か
ひ
な
し
.
そ
の
を
の
こ
を
罪
し
て
も
、
今
は
こ
の
宮
を
取
り
返
し
へ

都
に
返
し
奉
る
べ
き
　
に
も
あ
ら
ず
。
筈
の
を
の
こ
に
'
生
け
ら
む
世
の
か
ぎ
り
'

武
席
の
国
を
頂
け
と
ら
せ
て
・
お
ほ
や
け
事
も
な
さ
せ
　
レ
・

た
だ
'
宮
に
そ
の
国
を
叛
け
奉
ら
せ
給
ふ
ご

よ
し
の
宣
旨
下
り
に
け
れ
ば
'
'
芯
家
を
内
轟
の
ご
と
-
造
り
て
住
ま
せ
奉
り
け
る
象
を
'

宮
な
ど
失
せ
給
ひ
に
　
沖
り
れ
ば
'
寺
に
な
し
た
る
を
'
竹
芝
寺
と
い
ふ
な
h
ソ
0

そ
の
宮
の
生
み
給
へ
る
子
ど
も
に
、
や
が
て
武
蔵
と
い
ふ
姓
を
得
て
な
む
あ
り
け
る
。

そ
れ
よ
り
壌
'
火
墓
に
女
は
居
る
な
り
。

IB



補
助
プ
リ
ン
ト
⑥

「
更
親
日
軍
-
竹
芝
寺
～
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ン
r
・
L
③

ê
'.-::.̂
;.v?. -5,Ti'

帝
と
皇
后
は
'
姫
が
姿
を
消
し
な
さ
っ
て
し
ま
っ
た
と
ひ
ど
く
ご
心
配
に
な
り
、
お
戻
し
に
な
る
と
、

帝
'
盾
'
量
せ
鎗
ひ
ぬ
と
お
ぼ
し
ま
ど
ひ
J
求
め
絵
ふ
に
、

r
武
麓
の
国
の
衛
士
の
男
が
、
大
そ
う
よ
い
香
り
の
す
る
も
の
を
首
に
引
っ
掛
け
て
飛
ぶ
よ
う
に
逃
げ
て
い
っ
た
」

r
れ
浩
i
S
5
-
v
'
-
ォ
、
羊
≠
い
-
蝣
ォ
い
　
　
ト
け
上
i
-
-
!
・
・
&
'
;
,
J
-
-
-
欝
小
<
>
'

と
(
あ
る
晋
が
)
申
し
出
て
へ
　
こ
の
男
を
尋
ね
て
み
る
と
い
な
か
り
た
。

と
申
し
出
で
て
,
こ
の
を
の
こ
を
尊
ぬ
る
に
な
か
り
軒
S
L
。

育
う
ま
で
も
な
く
故
郷
の
掬
に
行
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
朝
廷
か
ら
使
者
が
下
り
へ
追
い
か
け
て
み
る
の
だ
が
'

*
.
 
-
*
.
-
-
 
-
∴
Z
い
蘭
'
,
:
・
・
-
'
・
-
・
?
-
s
L
-
 
'
-
」
Z
.
-
i
-
-
-
i
品
j
-
s
-
=
‡
・
.
1
、

勢
多
の
格
が
壊
れ
て
'
行
女
鹿
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
三
ケ
月
と
い
う
日
数
で
武
歳
の
国
に
到
着
し
'

勢
多
の
梱
こ
ほ
れ
て
、
え
行
き
や
ら
ず
。
三
月
と
い
ふ
に
武
加
の
国
に
行
き
着
き
て
へ

こ
の
男
を
捜
す
と
'
こ
の
軽
官
は
朝
廷
の
使
者
を
お
呼
び
に
な
っ
て
も

こ
の
を
の
こ
を
私
ぬ
る
に
、
こ
の
鬼
女
お
ほ
や
け
位
を
召
し
て
t

r
私
は
そ
う
な
る
は
ず
の
因
縁
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
へ
こ
の
男
の
家
が
見
た
く
て
'

'
・
」
*
サ
・
{
*
-
J
.
 
-
i
虹
告
什
叶
∴
宍
　
ふ
か
し
1
T
t

連
れ
て
行
け
と
い
C
L
た
の
で
J
連
れ
て
書
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
大
そ
う
こ
こ
担
住
み
や
す
く
患
わ
れ
る
。

率
て
行
け
と
富
ひ
し
か
ば
率
て
来
た
り
d
い
み
じ
く
こ
こ
あ
り
よ
く
お
ぼ
ゆ
。

も
し
こ
の
具
が
罪
せ
ら
れ
、
ひ
ど
い
員
に
あ
わ
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
ど
う
な
れ
と
い
う
の
か
.

こ
の
を
の
こ
罪
し
撮
せ
ら
れ
ば
'
我
は
い
か
で
あ
れ
と
.

こ
れ
も
前
世
で
l
J
の
国
に
都
か
ら
移
り
住
む
は
ず
の
因
縁
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

,
⊥
I
・
肌
」
-
:
,
ト
、
蝣
-
!
」
'
㍍
・
盲
.
I
.
・
‥
ト
/
^
r
j
'
i
'
-
i
-
-
~
 
-
~

早
く
都
に
頼
っ
て
帝
や
后
に
こ
の
こ
と
を
襲
上
し
な
さ
い
。
」
と
仰
っ
た
の
で
'

は
や
椿
り
て
お
ほ
や
け
に
こ
の
よ
し
嘉
せ
よ
ご
と
仰
せ
ら
れ
け
り
れ
ば
'

(
齢
著
は
)
音
い
よ
う
も
な
く
て
、
(
都
邑
上
っ
て
'
帝
に
ー
あ
よ
う
で
し
た
と
芽
上
し
た
と
こ
ろ
も

-
-
-
b
i
=
;
v
v
蝣
サ
'
卜
呈
、
e
!
い
・
,
A
恵
蝣
3
-
i
-
つ
<
・
!
-
-
*
*
-
い
り
註
、

(
帝
は
)
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
も
し
そ
の
弟
を
処
罰
し
た
と
し
て
も
、
今
は
こ
の
妊
宮
を
取
り
返
し
で
t

r
首
ふ
か
ひ
な
し
。
そ
の
を
の
こ
を
罪
し
て
も
今
は
こ
の
寄
せ
聴
り
返
し
へ

都
に
返
し
申
し
上
げ
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
竹
芝
の
男
に
'
生
き
て
い
る
限
り
終
身
'

細
に
返
し
奉
る
べ
き
　
に
も
あ
葺
竹
芝
の
を
の
こ
に
'
生
け
ら
む
催
の
か
ぎ
s
Y

武
蔵
の
国
を
頂
け
与
え
て
、
租
税
や
労
役
な
ど
も
粧
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
l
t
f
¥
。

武
蔵
の
国
を
深
け
・
-
せ
て
,
青
や
け
愚
な
さ
せ
　
ひ
.

た
だ
'
姫
宮
に
そ
の
国
を
漬
け
申
し
上
げ
あ
そ
ば
す
し

た
だ
'
宮
に
そ
の
国
を
預
け
奉
ら
せ
籍
ふ
。
」

と
い
っ
た
音
の
宣
旨
が
下
っ
た
の
で
.
(
男
は
)
l
あ
家
を
内
裏
の
よ
う
に
迫
っ
て
住
ま
わ
せ
申
し
上
げ
た
家
を
'

よ
し
の
由
昔
下
り
に
け
れ
ば
、
こ
の
蒙
を
内
轟
の
ご
と
く
迫
り
で
住
ま
せ
奉
り
け
る
家
を
'

姫
宮
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
寺
に
し
た
の
を
'
竹
芝
寺
と
い
う
の
で
あ
る
。

宮
な
ど
失
せ
冶
ひ
に
　
止
り
れ
嘩
寺
に
な
し
た
る
を
、
竹
芝
寺
と
い
ふ
な
り
.

そ
の
施
宮
が
生
み
な
き
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
ま
ま
武
威
と
い
う
姓
を
得
て
こ
こ
に
住
ん
だ
(
と
い
う
こ
と
だ
)
も

-
・
'
^
ォ
<
f
-
5
^
>
-
重
t
z
s
'
i
-
;
∴
蝣
%
-
-
:
.
-
小
S
s
-
.
S
l
-
-
^
!
告
小
k
.

そ
れ
よ
り
嘩
菅
中
の
)
火
発
展
に
は
(
男
は
お
か
ず
)
女
が
諦
め
て
い
る
そ
う
だ
。

t
・
ル
ト
:
=
蝣
*
・
-
a
r
軸
U
*
i
'
S
C
*
r
-
Z
f
-
い
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補
助
プ
リ
ン
ト
①

更
級
日
記
-
竹
芝
寺
～
」

r
罪
川
-
伊
勢
物
語
　
第
六
段
-
」

プ
リ
ン
ト
④

皆
、
男
が
い
た
。
手
に
入
れ
る
こ
と
の
出
魂
そ
う
に
な
か
っ
た
女
を
'
長
年
未
婚
し
続
け
て
き
た
が

昔
、
男
あ
り
け
り
.
女
の
え
符
号
)
ま
じ
か
り
け
る
を
、
年
を
放
て
よ
ば
0
わ
た
り
け
る
を

や
っ
と
の
こ
と
で
盗
み
出
し
て
、
た
い
へ
ん
(
あ
た
り
の
頼
子
が
)
暗
く
な
り
で
き
た

か
ら
う
じ
て
盗
み
田
(
い
)
で
で
も
　
い
と
暗
き
に
来
け
り
.

芥
川
と
い
う
川
へ
伴
ヱ
・
J
い
く
と
'
輩
の
上
に
岸
ん
だ
再
を
(
女
は
)
r
あ
れ
は
何
e
・
・
」
と

芥
川
と
い
ふ
州
を
串
て
行
き
け
れ
ば
.
草
の
上
に
警
た
り
け
る
醇
を
t
 
r
か
れ
は
何
番
に
)
ぞ
。
l
と

男
に
尋
ね
た
。
行
く
道
の
り
も
長
く
'
夜
も
更
け
て
き
た
の
で
、
鬼
の
い
る
所
と
は
知
ら
な
い
で

な
む
男
に
開
ひ
け
る
。
行
く
さ
畳
く
'
夜
も
ふ
け
に
け
れ
ば
、
鬼
あ
る
所
と
も
知
ら
で
す

官
ま
で
も
が
ひ
ど
く
な
り
、
雨
も
ひ
ど
く
降
っ
た
の
で
'
荒
れ
果
て
た
倉
の
鼻
に
女
を
押
し
入
れ
て

神
さ
へ
い
と
い
み
じ
う
鳴
り
、
両
も
い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る
瀬
に
女
を
ば
奥
に
押
し
入
れ
て

弟
は
弓
や
胡
権
を
背
負
っ
て
戸
口
に
い
た
.
早
く
夜
が
明
け
て
欲
し
い
と
思
い
な
が
ら
い
た
と
こ
ろ
t

a
.
弓
、
盤
(
や
な
ぐ
ひ
)
を
負
ひ
て
戸
口
に
を
乾
溜
や
硬
も
明
け
な
む
と
患
ひ
っ
つ
ゐ
た
り
け
る
に
、

鬼
は
妄
を
!
)
　
!
a
で
食
べ
て
し
ま
っ
た
.
蓑
は
)
・
[
あ
っ
し
と
言
っ
た
が
、

鬼
は
や
T
口
に
食
ひ
て
け
り
も
r
あ
な
や
。
」
と
富
ひ
け
れ
ど
へ

(
男
桔
)
雷
の
晋
で
開
く
革
が
出
来
な
か
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
と
夜
が
明
け
る
う
ち
に
'
見
れ
ば
連
れ
て
き
た
女
が
い
な
い

神
鳴
る
犠
ぎ
に
え
灘
か
ざ
り
け
り
。
や
う
や
う
裸
も
明
け
ゆ
く
に
'
見
れ
ば
串
て
来
し
女
も
な
し
。

(
男
は
)
足
を
地
に
こ
す
り
付
け
て
泣
い
た
け
れ
ど
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

足
ず
り
を
し
て
泣
け
ど
も
t
か
ひ
な
し
。

あ
の
光
る
の
は
白
玉
で
す
か
へ
何
で
す
か
と
あ
の
人
が
尋
ね
た
時
に
、
あ
れ
は
鑑
で
す
と
挙
h
!
て
'
(
私
も
醇
の
よ
う
に
)
準
え
て
し
手
足
ば
よ
か
っ
た
の

に白
玉
か
何
ぞ
と
人
の
闘
ひ
し
と
き
一
事
と
昔
へ
て
消
え
な
ま
し
も
の
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①

「
更
級
日
記
～
竹
芝
帝
-
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ン
ト
①

更
級
白
帯
・
・
・
-
作
者
は
(
　
　
　
　
　
　
)
で
も
作
者
十
三
歳
の
1
〇
二
〇
年
か
ら
五
十
二
歳
の
一
〇
五
九
年
ま

で
の
'
約
四
十
年
間
を
回
想
し
て
事
い
た
(
.
)
。

▼
「
を
の
こ
」
と
「
姫
君
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
!

▼
r
を
の
こ
」
,
r
姫
君
」
つ
て
ど
ん
な
人
?
本
文
か
ら
説
明
を
抜
き
肝
そ
う
・
・

を
の
こ
-

問iludM

▼
尊
敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
寧
語
に
つ
い
て

▼
専
敬
語
と
は
?

話
し
手
(
書
き
苦
が
動
作
主
に
敬
意
を
表
す
表
現

例
:
・
見
る
1
御
覧
ず
(
見
る
1
御
覧
に
な
る
)

▼
謙
譲
語
と
は
?

話
し
手
(
書
き
ま
が
動
作
の
受
け
手
に
敬
意
を
表
す
表
現

例
=
行
く
1
参
る
.

▼
丁
寧
語
と
は
?

小
.
、
L
h
I
「
)
f
・
隅
、
-
:
-
i
<
蝣
)
-
'
-
.
-
'
5
し
て
、
U
&
'
&
i
W
-
八
-
r
-
,
J
」
・
'
・
'
工
Z
・
小
　
　
′
　
す
x
<

時
に
用
い
ら
れ
る
。

例
年
ご
ろ
息
ひ
つ
る
こ
と
も
果
た
し
ぬ
1
年
ご
ろ
思
ひ
つ
る
こ
と
、
果
た
し
侍
P
ぬ
O

哀
年
居
っ
て
い
た
事
を
果
た
し
た
1
長
年
思
っ
て
い
た
事
を
果
た
し
ま
し
た
a
)
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▼
係
助
詞
「
や
」
・
「
や
は
し
・
「
か
」
・
「
か
は
」
に
つ
い
て

係
助
詞
「
や
」
・
、
「
や
は
」
・
r
か
」
・
r
か
は
」
の
幕
陳
は
「
　
」
と
r
　
」
で
あ
り
、
結
び
は

に
な
る
。

▼
接
続
助
詞
r
ば
」
に
つ
い
て

順
接
仮
定
条
件
-
(
も
し
-
な
ら
ば
)
と
訳
す
I
　
　
に
つ
く
O

順
接
確
定
条
件
-
理
由
・
原
因
T
な
の
で
、
～
か
ら
)
と
訳
す
'

偶
然
条
件
T
と
、
～
と
こ
ろ
)
と
訳
す
t

t
股
的
条
件
(
-
な
と
き
は
い
つ
も
)
と
訳
す
-

に
つ
く
。
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第2¥v

第1時

Tl

TI

S4

TI

S4

TI

S4

「竹芝寺」授業実践の文字化資料

-　2月14日　　　　　表記は右に従う【Tl(江口), T2(森岡)蝣　S(生徒)】

それじゃ、授業の方始めたいと思います。いいですか?

はあいD

ほいじや、まず始めに今何か妙な蛇ののたくったような字のプ.リントを配っ

たと思います。それじゃ、礼をしましょう。

礼、お願いします. (S全員が起立し、礼をした)

はい、えっと今日は前回言ったとおり更級日記の竹芝寺をやりますo　今日、

さっき配ったこの紙(補助プリント①-②)、手元にありますか?みなさん。

実はこれはみんなが勉強する更級日記の元々の原文を写したものです。昔の

人はこれを読んで、これが元々の更級日記に近いものです。あのね、 15ペー

ジのね、括弧の所からがみんなが勉強する本文にあたるところo　これを、何

かちょっと分かりにくいけど括弧で書いてると恩うんよね。括弧で書いてる

よね。これ、読める?この括弧の所はね、 「これはいにLへたけしぼというさ

かなり」って脅いてあるんだけど、みんなどう、読めます?

読めない。

読めないよねo　これに比べたら教科書なんて読めるよね、すごい。昔の人は

これで読んでたのD　それよりはみんな恵まれてるよねO　普通に活字だからo

それでは、次にワークシート(ワークシート①)の方を配ります。

(ここでいうワークシートとはワークシート①を指す)

変体仮名だよね。

そうだよね、変体仮名だよね。

えっとねI-‥=えっと、それでは今日教科書のところをやるから、便覧の115

ページ開いてくださいD　便覧のない人は隣の人とかに見せてもらってねo

えっと、それではワークシートの方見てくださいD更級日記って書いてある

と恩うんだけど、 1番最初の所。更級日記、作者は誰ですか?その便覧を見

て答えてくださいD　どなたでしょうか、作者はO　それを埋めてみて。 1回そ

れは「更級日記の作者は」のところ、 「回想して書いた何々」のところまで埋

めてみて。当てるけんね。便覧を見て埋めてくださいO

(適宜、板書を行った)

はい、それではいきますo S4君o

sot

更級日記の作者は誰でしょう?

菅原孝標女?

はい、そうですD　じゃ、ジャンルは何でしょう。随筆とか、物語とか-

物語、随筆一一?

26
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何だろう?更級日日‥?

日記?

そう、日記です。ジャンルは日記です。で、作者は菅原孝標女。もちろんね、

これちょっとみんな変に思ったかもしれないけど、これね、彼女の本名では

ありませんo　これはね、作者の人はね、菅原孝標って人の娘さんだから、あ

の、山田さん家の娘さん、つて意味で、菅原孝標女で。ほんとは別に名前が

あったんだと息うんだけど、でも、今の時代分かってないから、で、この名

前が正式名称になってますoだから、本当はこの'人の別の名前ですDだけど、

後世では名前が残っていないので、菅原孝標の娘ということで菅原孝標女と

いうことになってます。作者が菅原孝標女で、この人がそこに書いてある通

り13歳から52歳までの約40年間を回想して書いた日記です。

回想って?

回想ねO　うーんと、例えば昔の事を思い出したりしないかな、みんなo 「あ

ー、昔、小学1年生の時こんな事あったなあ-」とか-、思い出したりしま

せんか、みなさん。そういう風に昔の事を思い出したりするこ`と、 rこんな事

あったなあ-」とか、そういう事を思い出しながら、思い出し、思い出しな

がら書いたのが更級日記なのねO　この40年間を、 「あーこんな事をあったよ

-j　と思い出しながら書いた日記なのね。だから、今日、みんなが思ってる

ような「日記」とはちょっと違うかもしれないQ　それじゃ、えっと、教科書

の方移りましょうQ　えっとね、教科書の248ペ-ジ、開いてください。え、っ

と、まず最初にね、えっとね、プリントのね、プリント②って書いてある所

の裏側?にね、語句リストっていうのが書いてあるよねO　プリントのそこ、

プリント①-1って書いてあるとこ、何か妙な変みたいなのがあるよね。え

っと、それではね'あの今から私が読みますので、分からない読みがあると

ころは読み方を書いて、それプラスそこの語句に載ってない分からない単語

あればチェックしておいて下さい。いいですか?はいO　いきま-すO

(ここでいうプリント②とはワークシート②を指す)

(rこれは、いにし-竹芝といふさかなり～それより後、火焚屋に女は居る

なり。j　までを机間巡視をしながらゆっくりと音読したO)

(音読を終えて)実はこの話は2段に分けられます。えっとね、 250ページ

の「帝、后」の前まで、 r武蔵の国に行き着きにけりDj　で、 l回そこでお話

は切れます。だから2つに分けられてます。じゃ、今ちょっと分からない単

語と意味が分からない単語についてもチェックしてと言ったんだけど、あり

ますか?この語句リストに載ってないやつでO　あったら、手を挙げなくても

いいので、挙げてみて、くれる?もしあれば、分からない単語D　ないかなO

それでは、ないようなので、みんな辞書持って来てますか?辞書使うよ、次O
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えっとね、それではあてます、次o　この語句リストの所、一案は完壁ではあり

ませんO　空いてる所がありますO　まず、そこだけチェックしてね。番号・がつ

いてないところも空いてるからねDえっとね、「奉り」という所、「いみじう」、

「かしづか」、 r際」、 「御覧ずる」、 「あはれに」、 「ゆかしく」、 「率る」、えっと

ね、この率ね。 「論なく」i　えっと、 2枚目はこっちですO　もう1つの方ね。

はいo r率る」、この字とで、次に　r論なく」、 「論なく」の所、次D　その　r奉

り」の下。そこ、「論なく」かな。「こほち」、「おぼしまどひ」、で、最後が「首

ふかひなし」、えっとその次のページねoそこ今からちょっと辞書で調べても

らいます。当てます。誰がどこに当たるか分かんないから、ちゃんと調べて

おくことo　じゃ、今からちょうど46分まで、調べてもらいますD

(机間指導を行いながら、途中で時間配分のミスに気づく)

ごめん、 45分は間違いでした0　47分まで!ごめんなさいO

変わらね-D

変わらなかった?ごめん、みんなの様子を見ながら時間を延ばします。

「いみじう」の基本形は?

「いみじう」っていうのは　rいみじ」ね。本当は「いみじ」は「いみじく」

なんだけど、ウ音便になって「ク」が　rウ」になってるのねo

(机間指導を戻り、しばらくして教壇に戻る)

(時計を見て)じゃあ、そろそろ。ちょっとまだ終わってないかもしれない

んだけど、あてられた時に「まだ終わってないj　と言ってくだされば、いい

と思います。じゃ、いきま-す。じゃ、 S9君、 「奉る」はどんな意味だった?

「奉り」、 1番、 (Bの所ねo

差し上げるQ

差し上げる、はいそうですD差し上げるとか、献上するとか、謙譲語だよねO

じゃ、次SIOさんo 「いみじう」O

。 (小声で聞き取れない)

ごめん、もう一回お願いしますo

並々しい、激しい=-・。

並々しい、激しい=--他にはないかな?

素晴らしいとか-0

そうだね。並々でないとか、素晴らしいとか--・・そういう事ね。はい、それ

では次、 Sll君、 「かしづか」、 「かしづくJo

大切に育てる。

大切に育てる、はいそうですo　じゃS12さんo r際」o

端、へり?

はいi今回は端、へりです。じゃ、次にS13さん。 r御覧ずる」D
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まだ終わってません。

はい、じゃあこ　S14さんD

御覧になるLo

はい、そうです。じゃあ、 「あはれに」、 S15さん

調べてませんO

はい、じゃあ、 S16君、 「あはれに」は? '

いとしい。

いとしい　　なるほどO

しみじみと。

しみじみと、はいO色々と「あはれに」、「あはれなり」には意味があるのねO

じゃ、他の　rあはれに」の意味、調べた人D　じゃ、 S17君.

さoきも言一蝣>たけど-。

さっきも言ってくれたね。だけど、もう1度。

しみじみと心打たれる。

しみじみと心打たれる、はいO　じゃ、次、 S18君Q 「ゆかLjo

興味が持たれる。

興味が持たれる、そこに何とかしたい、何とかしたい、何とかしたいって書

いてない?あのね、見たい、聞きたい、知りたいっていうのがあって、 「ゆ

かし」っていう意味にはDで、文章によってそれが見たいなのか、聞きたい

なのか、知りたいなのか、自分で選んで入れるのね。じゃ、次、 「率る」は

S19さんO

引き連れる、持・つて行くO

引き連れる、持って行く、はいそうですO　じゃ、次o　みんなついて来てる・?

分からない所は後でもう1度言うから。じゃ、次、 「論なく」の所をS20さ

ん。

言うまでもなく。

言うまでもなく、はい、そうです。聞き逃した単語については後で説明する

からo　今は発表に集中して埋めてね.次は「こほち」、 rこほち」の所をS21

さA.u

飼べてませんO

じゃ、 S22君O

打ち壊す。

打ち壊す、はい。 「こほち」の次は　rおぼしまどふ」、 「おぼしまどひ」、 S3

m.

心配なさる

心配なさる、はい。これは尊敬語こ-謙譲語?
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謙譲語?

ん一、ちょっと尊敬語だね。じゃ、後でその尊敬語と謙譲語について説明す

るから、ちゃんと答えられるようになってねO　じゃ、最後かな、はいD　じゃ、

ラスト、 「言ふかひなし」をS14さんD

情けない。

情けない、もう1つ意味がなかったかな?

どうしようもないO

そう、今回はどうしようもないです。じゃ、さっきちょっと開き取れなかっ

た所のある人、挙げてくれるD

率る。

率る、引き連れるo　これは一緒に連れて行くって意味ねD　じゃ、他には?聞

き取れなかったもの、あるかな?じゃ、あともし聞き取れなかった所があっ

たら、各自後で辞書でしっかり埋めて、後で使うから、後々のために、自分

で埋めてくださいQ　じゃ、次いきますo　えっとね、さっき本文を読んだと思

います。本文読んだよね、さっきD　一応、みんな本文は一度読んできた、か

な?じゃ、ちょっとね、今からプリントの方やりますo　プリント①の所ある

よね、これD (プリント①を提示)これなんだけど-、 r『をのこ』と『姫君』

について考えてみようJ　って所があると思いますO　で、この　rをのこ」とっ

ていう人がどんな人だったか、本文に書いてあるよね。どういう人だったか、

ちょっと本文から説明を抜き出してもらおうかな。それでは、あの「をのこ」

ってこんな人だよっていう説明がしてあります。それを抜き出してもらいま

しょうO　じゃあね、S21さん。 「をのこ」はどういう役職の人でしたか?本文

に書いてあるよねD (ここでいうプリント①とはワークシート①をさす)

火焚屋の火焚く衛士。

うん、そうそう、火焚屋の火焚く衛士だったよねO　そうです、火焚屋の火焚

く衛士。じゃ、次O　他に男の説明あったら言ってみて。じゃ,用臣君」、実は

姫君が出てくるよね? 「姫君Jはどんな立場の人でしょうか?じゃ、えっと

ね、 S13さんo 「姫君」はどんな立場の人でしたか?

「姫君J　は誰の娘だった、かな?誰の娘だったかな?あ、 「姫君」って書い

てあるところは、 「御むすめ」って書いてある所ね。ごめんね、ちょっと分か

りにくかったねO　この姫君ってのは、 「御むすめ」、 「皇女」って呼ばれている

人の事です,この人は誰の娘ですかo

帝。

そうです。帝の　r御むすめ」です。ちょっと、みんな注目。 (板書に注目さ

せる)いい、この2人さ、この火焚屋の火焚く衛士というのは、 (姫君のと
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ころを指し「この人と比べて、使用人と主人みたいな関係なのね。天皇、こ

の火焚屋の火焚く衛士というのは、天皇に仕えている人で、低いよね、天皇

にっていうか、下っ端の家来。で、この帝の御むすめってのはそれなりに身

分の高い女性よね。で、この2人には身分の差がありますO　すごい身分の差

があるのねOひどい身分の差があるわけよO　で、この文章には結構尊敬語、

謙譲語というのが使われています。で、みんな、 1番最後のページで「『尊敬

語』、 『謙譲語』、 『丁寧語』についてJっていう所があると思います。あっ、

これね、嚢ね。裏についてちょっと説明します。あのね、こういう「をのこ」

と「姫君」とか身分の差があるから、今回は敬語というものがいっぱい使わ

れていますO　で、尊敬語って言うのは.たとえば、ん-とね、物語とか話の

中の堆界があるよねQ　で、ここから、ここに、これは話し手が、もしくは書

き手が「こうであったよ」って喋ってるんよ、話してるんよo rこうだったよ」

って話したり、書いたりしてるんよ。で、たとえば、尊敬語の場合は、たと

えばAさんという人がいますD Aさんはあるものを見てますo　見てるのねo

Aさんがあるものを見てますOこれやったら、Aさんは普通の人ねQそうね、

たとえば話し手が「Aさんは何かを見ていました」と話したと物語の中で。

で、この人がたとえばAさんがどこかの国の王様だったとか、どこかの身分

の高い人だったから、この話し手はAさんに対して敬意を払いたいわけよU

敬意を払うんだったらどうするかっていうと、 Aさんが今見るっていう行動

をしてるよね、この見るって行動を「御覧ず」ってすることによって、さっ

きさ、 r御覧ず」っていうのは御覧になるっていう尊敬語になったよね。 「御

覧ずJってすることによって、Aさんの行動にプラスして、ちょっとAさん

を高い位置におくわけよO　たとえば、よく　r先生がご飯を食べる」って言わ

ないよね、あの尊敬の時には。「お食べになる」、「召し上がる」って言わない?

あのね、たとえば、これ書いてある通り、話し手が動作主に敬意を示す表現

っていうことで、この見るって行動をしているのはAさんだよねD　見るって

行動をしているAさんに対して、話し手は敬意を払っているわけよoだから、

Aさんの行動を「御覧ず」ってすることによって、 Aさんに対して敬意を払

ってるわけよ、 OK?I

(ここでTlが焦っている事に気づいたT2からTlはアドバイスを受けたo)

はいd　これが尊敬語の仕組みね占　たとえば、 Aさん、この話し手はAさんに

対してね、尊敬の意を抱いてるわけよ。たとえば、Aさんにとって、学校の先

生かもしれない、Aさんはoとにかく自分より格の高い人、身分とがが上の人、

で、たとえば、普通にAさんがたとえば、 Aは犬を見る、これじゃ普通の文

だよね。Aが犬を見る、たとえば、え?Aというのが分かりにくいから、たと

えば-
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S4君が犬を見るっていうのは、普通に友達同士とかでも使うよねQたとえば、

誰々ちゃんが映画を見てるとか-、じゃそこがいきなりT2先生になったと

するo T2先生が、 S4君から変わったとするo　さぁ、犬を見るだったら、ど

うなる?普通の言葉になっちゃうよね。みんなが面接とかであの、先生が見

るとか言わないよね?面接とかでは-。

(板書で) T2先生の先生が抜けてる。

ああ、ごめんね。こういう事があるから。 T2先生が犬を、見るじゃなくて、

あのさ-0

御覧になる。・

ではなくて、御覧になるだよね。だから、御覧になる。することに-。御覧

になるになるよね。だから、この見るって行為を御覧にするってことにグレ

ードアップさせて敬意を、敬意を表すってことねoだから、さっきのここの、

たとえばこのAさんという立場があってAさんが見るだったらAさんは普

通の人、で、このAさんの行動をグレードアップさせる事によって、見るを

御覧ずとか、言うを伸す、仰るって言葉に変えるとか、とにかくその行動を

グレードアップさせる事によって、敬意を示すのね、それが尊敬語D　で、次

に-、ちょっと(板書を)消すね。また後でもう一回、ごめんね。じゃ、次

に謙譲語ってのがどんな言葉かO

(チャイムが鳴った)

謙譲語ってのがどういう言葉かというと、たとえば私がS23さんに言うとい

うと普通の言葉よねO　で、じゃ次の私が-O

申す、・もの申すO-

そう申すだよO　あってる。 T2先生にものを言う時に、 T2先生に申すってす

る事で、で、 T2先生に敬意を払いたいから、動作、言うっていう動作を受け

たのはT2先生、言うって動作をしたのは私だよね。で、私の行為を低めろ

事によって、先生を高めるという意味で謙譲語,ですo　さっきこれ(板書)

であったとしたら、たとえば、 AとBって人が居て、この人に、まあ同じ立

場・にいたとして、言うってするんだけど、同じ立場だったらよO　もしこのB

さんが偉い人だったらAさんの立馨を、Aさんの行動を低めて申すにしますo

だから、動作を受ける人に対して敬意を払いたいから、その動作をしてる人

を低める、低めてその人に敬意を表すのが謙譲語です。で、丁寧語ってのは、

まあ、話し手が聞き手、だから私が今みなさんに話してて、みなさんに「-

ですよね」とか何とか言ってるのが丁寧語。みんな先生とかと話す時に、た

め口はきかないよね、そんなに-?

きく。

きく?きくかな。じゃ、改まった場所で「～ですよね」とかそういう風のが
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丁寧語。出来れば、ちょっと説明が不備だったんだけど、尊敬語と謙譲語、

丁寧語との遠いと、あ′と更級粁記の作者とジャンルについては覚えといてく

ださい。これで終わりです。ごめんなさい。

帽gira

(授業終了)
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第2時　　2月15日

Tl

(授業前に補助プリント③④とワークシート③～⑤を配布)

気をつけ、礼。

はい、こんにち軌　えっと、昨日に続いて、今回も,今日も更級日記をやり

ますO　えっと、じゃ、昨日の復習事項ですD

(ここで前回の復習として、 「更級日記」の作者の名前、登場人物である「をの

こ」と「姫君」についてSに訊ねたo)

(前時の復習を終え)はい、その通りですDみんなよく昨日の内容覚えてます。

じゃ、まず最初にちょっと変ちくりんな絵が書いてあるプリント(補助プリン

ト③指す)を出してください。昨日ちょっと失敗したけんね、そのプリントの、

尊敬語って、半分切れてるけど、富士山って書いてあるやつがあると思うんや

けど、まず最初にそっちの方見てくれる、一番上の所、文章、文例があるよねD

「社長が富士山を見る」と「社長が富士山を御覧ず」っていう二丈が音いてあ

ります。えっとね、この「社長が富士山を見る」っていう言葉の「見る」って

行為を「御覧ず」に言葉に変えるとね、 「御覧ず」って言葉に変えると、社長

が見てる行動に対して敬意を払ってるって事になるのね、社長の行動に対す

る敬意を払ってるって事は、結局誰に敬意を払っているか?S12さん、答えて

ください。誰に敬意を払ってる、社長の行動に敬意を払ってるんだから、誰に

意を払ってる?

社長に。

そう、正解です。そういう風に動作をしてる人、その動作をしてる人、 「食べ

る」なら「召し上がる」とか、そういう行動をしている人に対して敬意を払

うのが尊敬語ですOで、逆に、この謙譲語の方見て下さいOこれはね、あの、

例文が「先輩に後輩が文句を言う」、「先輩が後輩に文句を申す」とあります。

ね、これは、文句を言われた先輩に対しての敬意を示しています。言うを申す

に変える事によって、文句を言われた先輩に対する敬意を示しますoこれはど

ういう事かといいますと、この図を見てもらえば分かるのね。えっとね、 「ダ

メじゃん、先輩」って言われてるやん、この場合はあの対等な、言う、後輩が

先輩に文句を言うだから、対等な関係だけれども、申すという言葉にすると,

この後輩の段がぐぐぐーっと下に下がって、ちょっと先輩の方が高い位置にい

るようになるよねO　要するに、行動をした方の身分を低くすることによって、

行動を受けた人に対して敬意を払うのが謙譲語ですOでね、この今回の古典の

場合は、これはその人、行動している人白身がそう'いう風に自分が相手よりへ

りくだろう-りくだろうとしているんじゃなくて、この古典の地の文では、作

者自身が、たとえば、帝がいて、家来がいます、この人(帝)に家来が何か言

いました。行動としては家来は帝に「言う」なんよ、だけどこの世界を見てい
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た話し手、書き手、作者は、この言うって行動を、家来は帝に言うって行動を

してるんよ、だけど作者はこの人(帝)に敬意を払いたいんよ、だからこの行

動を申すって変える事によって、この人(家来)の位を、行動をへりくださせ

て、帝に敬意を払おうとするんよ。だから、行動を受ける方を、たとえば、う

-ん、挨拶・-・・・じゃないOたとえば、物を、貰うじゃないoたとえば、プレゼ

ントを貰うとき、 「結構な物を頂きました」って言うよねO物を頂くっていう

よね、何か目上の人から物を貰う時、頂きましたって。ホントは貰うなんだけ

ど頂くにするよねOそれと一緒で、たとえば帝がこの家来に何かをあげたから

家来は貰ったとするO家来はこれを頂くとは言わない、貰ったという事実があ

る。帝が家来に・、家来が帝からお金を貰った、給料を貰ったって事は、給料を

貰ったっていう事実があります。この事実を作者が見て、この貰っただと、帝

と家来は対等な位置になっちゃうよね。友達同士だったら、 「貰った」とか普

通に言うけど、この2人には身分差があるわけじゃんO帝は上で、 -家来は下

でしょう?上下関係がありますo作者はこの上下関係を示したいから、このr貰

った」って言葉を「頂く」って言葉に変える事によって、この人(家来)の位

置を下げて、帝を高い位置に置こうとするのね。それがこの図で言いたかった

事なんですねOで、次に丁寧語に関してなんだけど、これはみんなもう多分経

験済みかもしれない。たとえば、友達同士だったらね、 「昨日何時に寝た?」

って言われて、「昨日9時に寝た」って言うよね。まあ、早すぎるけど9時は。

まあ、 12時とかそれぐらいなら分かるんだけど。 「9時に寝た」って言うよ

ね、友達同士だったらo　じゃ、もし面接官とか自分より目上の人だったらどう

する? r昨日9時に寝たlJって言う?言わないよねO 「昨日9時に寝ましたJ

って、ちゃんと「～ました」って言うよねo　それが丁寧語なのねO　で、古語に

関しても、そういうT寧語が存在してますOでね、その丁寧語の例に関しては、

えっと昨日配ったプリント① (ワ-・クシート①)の最後の方に載ってるので、

確認をしておいてください。何か他に分からない事がありますか?もし分から

ないような事があれば、 (文法書を取り出し)、ここの第4章で後で確認して

みてください。それでは、いいでしょうか?じゃ、授業の方始めたいと思いま

す。えっとね、それじゃ、今日はまず最初に、昨日「竹芝寺」読んでもらった

よね、第1段と第2段、じゃ、読んでもらったので、ちょっとこれ、次は読

んでもらおうかなと思いますo　じゃ、いきます、 S16君。第1段、 r竹芝寺」

読んでください。みんなに聞こえるようにOえっとね、-教科書の方ねO教科書

の248ページD

(「これは、いにLへ竹芝といふさかなり～武蔵の国に行き着きにけりO」まで

を音読、 Tlは適宜指導を行った),

はい、.ありがとうC　じゃ、えっと、それではプリントの方、プリント②の方見
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て下さい。えっとね、ここね、もう現代語訳書いてます、プリント②の話O

(ここでいうプリント②とは補助プリント④をさす)

で、その裏に助動詞があります。助動詞の活用表とか、今日みんなこれ(文

法書)持ってきてるよね、みんなだいたい、助動詞の表。これを使ってみん

なにこの助動詞の表を完成させてもらいます。じゃあね、ちょっと割り当て

をします　S21さんの列はrなり」と「けり」の所を埋めて完成させてくだ

さい。 S7君の所は、 rたり」と「らむ」の所を完成させて下さい、 SIOさん

の所はrるJと「む」S12さんの所が「つ」と　rす」、S13さんの所が「べし」

と「ぬ」、 S19さんの所がrけむ」と係助詞、接線助詞の所を完成させてくだ

さい。じゃ、今から48分まで、 5分間どこが早いか、 1番先にもう両方とも

終わった所から、どこが1番早いか見ておきます。

にこでいうプリント②とはワークシート③と④をさす)

(机間指導を行う)

じゃ、 48分になりましたので、発表してもらおうかな。じゃ、えっとね、 S5

君O　えっと、 「なり」の活用形をお願いします。大きな声でね、みんなに聞こ

えるように。 rなり」の活用形o

蝣msm

あのね、活用形じゃなくて活用表ねD

なら、なり、に、なり、なる、なれ、なれ

もう少しゆっくりお願い。

なら、なり、に、なり、なる、なれ、なれO

えっとね、`それでrにJは終止形じゃないよo　連用形だよ、終止形じゃない

よ。なら、なり、に--・ね?えっとね、未然形がなら、連用形がなり、に、

終止形がなり、連体形がなる、巳然形がなれ、命令形がなれO　じゃ、 S5君、

意味は?

断定。

断定です、あってますo　今回の「なり」の意味は断定です。

(この後、「なり」と同様、「けり」・「たり」・「らむ」・「る」・「む」・「つ」・「す」・

「べし」・「ぬ」・「けむjの助動詞の活用表・意味を確認し、適宜説明を行った。)

じゃ、最後に係助詞、 rや、やは、か、かは」とのがあります。じゃ、その所

をS20さん、係助詞、 rや、やは、か、かは」の意味昼何だったでしょう?

～か、いや～ないO

えっと、日本語訳ではなくて。

疑問と反語o

はい、そうですD　疑問と反語ですo　さっき、 S20さんが言づてくれたから、

みんな日本語訳のほうはわかったよね。 ～か、 ～か、いや～ないってのはしっ
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かり覚えてくださいo　ちょうど、それについては296と297があります、も

し聞き取れなかったら確認してねo　じゃ、結びは何になりますか。

連体形。

はい、連体形です、結びはO　じゃ、次に接続助詞L「ば」についてやります。

順接仮定条件、これは、もし～ならばって訳すんだけど、これは何形につきま

すか、 S19さん。-

未然形。

はい、その通りですoはい、じゃ、順接確定条件、原因・理由、 ～なので、:

-から、偶然条件、 ～と、 ～したところ、一般条件、 ～な時はいつも、という

時には何形につくでしょう?S19さん、もう1度D

巳然形o

はい、その通りです。じゃあね、みんな、それではその活用表を見たまんま、

教科書の方に移ってくださいo　じゃあね、今から助動詞をこの助動詞は何形か

聞くので.,答えてねo　いい? 「これは、いにLへ竹芝といふさかなり。」は助

動詞の断定なんだけど、何形でしょうか、 S14さん。何形かな?

終止形O

終止形です、正解です。じゃ、次に、だから、終止形だから,、この日本文の

意味が～であったと書いてあるのね。～であった、ねDじゃ、いきますOじゃ、

「国の人のありけるを、」の「ける」のところを、けるは何だったか、 S15さ

んo rける」は何形でしょうか?連体形、終止形?

終止形。

終止形? _「あり-ける」よ, 「ける」は何形だったかな。

連用形Q

連用形、だったかな?

連体形。

連体形、はい、連体形ですD　次に　rさし奉りたりける」の　rたり」は何形で

しょうか、 SIOさんO

・-・連用形O

はい、連用形です。次に、rなどや苦しきめを見るらむ」の所なんだけれども、

「や」は係助詞だよね1 「や」の結びはどこでしょうか、 S19さん。

「や」の結び畔連体形になるんだけども、この助動詞の中で、係り結びの法

則ってのがあるよね。その係結びの法則で、本当は終止形の形なんだけれども、

連体形の形になってるのは何かな?

「らむ」は何形かな?
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連体形o

連体形です、そう。だから、 「や」と「苦しきめを見るらむ」は係り結びの法

則で、変わってます。でも、ちょっと、あの、〇、〇、らむ、らむ、らめ、〇、

rらむ」が終止形と一緒だから、振乱しやすいから、見逃しやすいん,だけど、

「や」があるから、 「らむ」が連体形と言えますo終止形としないようにoあ

の、ちゃんと、ここに係助詞の「や」があるからねD気をつけてください。じ

ゃ、もう1つrや」があります　250ページのね、 「さるべきにやありけむ」、

えっとね、ちょうど4行目、 rかしこくおそろしと恩ひけれど、さるべきにや

ありけむJ・の所の「や」の結びは何でしょうか。えっと、 S2君。

む?

む、惜しいDもう1つ落下してるD何か、むだけじゃないo rさるべきにやあ

り、けむ」。

rけむ」o

そう、 「けむ」ですO 「けむ」は何形ですか?今回、 「や」があるから-O

連体形。

そう、連体ですo　これも係り結びの法則ね。 〇、 〇、けむ、けむ、けめ、 ○

だから、これ終止形に間違えやすいけど、これ連体形の「けむ」ね。これ、

rや」があるから。じゃ、さっきの所に戻りますoえっとねO 「造り据ゑ、た

る酒壷」、ごめん248ページの「造り据ゑたる酒壷に」のr据ゑたる」の「た

る」は何形でしょうか?これは存続の助動詞なんだけど、何形でしょうかD

S16君。

次に名詞が来てるから、酒壷っていう-Q

O

さっきの表見て、 「たり」の「たる」の所射す形になってる?

終止形。

終止形ではないね、惜しいけど。

連体形。

連体形です、その通りO　じゃ、次のrさし渡したる」なんだけど、これも連

体形ですD　じゃ、次O　この「つぶやきける」も連体形、じゃrいみじうかし

づかれ給ふ」の「れ」は何形。これは受身の助動詞のrる」なんだけど、何

形でしょうか、 Sll君。

連用形。

連用形、はい、その通りです。じゃ、次-o 「かしづかれ給ふ」の「れ」は

助動詞ですo

(チャイムが鳴った)
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ごめんなさいね、助動詞の説明、途中で終わってしまったんですが、みな

さん、ここ(プリント②)の4時間目にいるので、この現代文をしっかり

読んでおいてください、いいですねOそれから、もう一つ、プリントで今日

ちょっと間に合わなかったんだけど、明日、 「何故姫宮は武蔵の国に行った

のか」という事を最初に開きます。だから、ここはちゃんときちんとやって

きてくださいOいいですか?これを読んでoこれを読糾ま分かりますので-

(授業終了)

(プリント②とは補助プリント④、プリントはワークシ」ト⑤をさす)
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2月17日

起立、礼、お顔いします。

こんにちは、えっと、今日はT2先生はお休みなんですが、授業はやりますO

だから、しっかりやって下さいねo

ma

おとついやった事、みなさん覚えてますか。はい、係助詞と-

表作りました。

(ここで前時の復習として、係助詞とその結びを文から指摘させた。)

じゃ、今日の授業の方に移りますQ

(補助プリント⑤を配布)

えっと、今配ったプリントは実は「助動軌　と「係助軌についてピック

アップしたもので、あの、横に点々がっいてるのが助動詞です。あっ、足り

ない?

横に点々がついてるのが助動詞、太くなってるのが係助詞ですo今日はこの

第2段のこの本文を使って、助動詞をみなさんに探してもらいたいと思い

ます、この前ちょっと時間かかったけんねOで、今回は表が、一応用意して

あるんだけど、今日はその表を作るんじゃなくて、表を見て、活用形と意暁

を答えてもらいますo教科書の294ページを開いてくださいDいいでしょ

うか?

はい、 248ですか?

294です、ごめんなさい　294ですD

(プリント③を畢布、これは補助プリント⑥とワークシ-ト⑥を指す)

それじゃ、早速もう移ります。いいでしょうか?じゃ、 rず」、そこね(プ

リント③)その裏のこれ、ここに載っているのは現代語訳なんだけど、プ

リント③って書いてある表の方は、これは後で使いますので、今はその裏

のこの助動詞の表の方を見て下さい。よろしいでしょうか。じゃ、早速あ

てますO　よろしいでしょうかO (プリント③の裏はワークシート⑥をさす)

よろしくない。

よろしくない?でもあてなきやいけないのよ。誰があてられるかは分かり

ません、私の気分次第ですD　じゃ、 S15さんQ

r-fI

「ずI,

え、これ言えばいいの?

うん、言えばいいよ。活用形をo

ず、ぬ、ん?

えっとね、ず、ざら、ず、ざり、つて-o
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ず、ざら、ず、ざりこず、ぬ、ざる、ねJざれ、ざれ。

そうですD　じゃ、意味は?

打消D

そうです、打消です。ずV-蝣ざら、ず、ざり、ず、 0、ぬ、ざる、ね、ざれ、、

〇、ざれですO　で、意味は打消ですO　じゃ、完成させるのは後でいいので、

またあてますね。

(この後、 「ず」と同様に「き」・「らる」・「じ」・rごとし」の助動詞の活用

表と意味を確認させ、適宜説明を行った。)

じゃ、次、係助詞についていきます。これ前もやったんだけど、 297を見

て下さい。これ、 「ぞ・なむ」の意味は何で、結びは何になるのか空欄を埋

めてもらいますo S8君。 「ぞ・なむ」の意味は何?んとね、 297の係助詞

って書いてあるところ。

強意。

強意だね、じゃ結びは?

連体B,

連体形だね。じゃ、次、 「こそ」の意味は～で、結びは～になるって所を、

SIOさん。

強意、巳然形D

強意、結びは巳然形ね。その通りです。じゃあね、次はちょっと長いんだ

けど、 「は」、はとりたてて指示し、 ～する、文末の場合は～という所を埋め

てくださいO　んとね、だったら、 Sll君　297ページねo

強調する。

強調です、はい。文末に来ると何になるの?

闇Iffi

詠嘆です、はいOで、～なぁと訳します。じゃ、次に、「も」、いきますD「も」

を誰にあてようかな、んと、 S13さん、 「も」は何かな?～もまたって訳す

るo rも」。

並列。

はい、並列o　同趣の事柄を挙げて他を類推させる、 ～もまた、並列、 ～も

～も、文末の場合は詠嘆D 「も」の意味は並列、詠嘆、類推です。ちゃんと

覚えてくださいねo　それでは、じゃ、さっき配った大きなプリントがあった

と思います、みなさん。よろしいでしょうか?ちょっ-と眠そうな人がいるん

で、またあてましょう。じゃあね、この大きな点々が横についてる、さっき

説明したプリントの方(補助プリント⑤)出してください。裏が白いやつねD

じゃ、ちょっと今日は出てきた今さっきみんなに埋めてもらった「ず」、「き」、

「らる」、 「じ」、 「ごとし」の所の活用形、この文の中にちゃんと出てくるの
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で、その文章ではどのような形になっているか答えてもらいますDじゃ、ん

とね「率て行けと言ひしかば」ってあるよね。えっとね、姫君の言薬の所で、

第2段のここねO実は「しか」はさっき答えてもらった助動詞の活用形で

す。さて、これは何の活用形で、何の活用形なのかを答えてもらいます。い

い?えっとね、じゃS22君。もしちょっと分かんないなと思ったら、 294

の所を見直して、 rLか」ってのがないかな調べてみて。

巳然形。

何の巳然形?

rき」。

「き」の巳然形、は寸、そうですD正解です。じゃあ、次、何形でしょうか?

(おほやけ事もなさせじの「じ」)をS12さん。これ、まるで終わってる

よね、文末でD　何かな?

.音'*Ih:!:い

終止形ね。終止形で、ここは元々は何?

「じ」D

rじ」だねo rじ」の終止形ですD　じゃ、次、とね、 S18君、 「ずJo-

終IhUL

はい、その通りですO　はい、じゃ、次、 「ごとく」、S14さんO

冠ESI3I

終止形-・.・か?これ、 r造りて」って書いてあるよね。 r造りて」ってのは

動詞で、用言って言ったよね。だから、用言が下に来る場合は、ここは何

になるかな?-

あのね、下に動詞が来る場合は、連用形になりますo連用形になる時は下

に動詞があると思ってください。これは連用形ってのは分かったけど、こ

れは何の連用形?

「ごとく」 ?

「ごとし」です。じゃ、次、最後に「らる」の所をやりましょうかD　じゃ、

この「られ」はrらる」の何形であるかを答えてもらいます, S9君D rら

る」の何形ウ

連用形。

連用形、本当に連用形かい?

未然形D

はい、未然形。られ、られ、らる、らるる、らるれ、ら叫よ、ねDで、未

然形ですO　で、みんな、一瞬何で「ぱ」がつくのに、巳無形なのかなと思

った人もいるんじゃないかな、もしかしたら。この「ば」は接線助詞の所
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を見てみよっか。えっと、この前のプリント(ワークシート①)の所にも

載せとつたかな。未然形につくと、も.し～ならばって書いてあるよね、だ

から、掠ぜられれば、掠ずっていうのがどんな意味だったか、この前のプ

リントに書いたよね。えっと、語句リスト(ワークシート@)持ってきと

る0第1回目の時に配った所に、 「掠ず」ってのの言葉の意味があるんだけ

ど、この言葉の意味は何だった。ちょっと痛めつけるって意味です、痛め

つけるのね。で、未然形プラス「ば」は、もし～ならば、だから、掠ぜら

れればだから、もし痛めつけられたならば、となります。これは覚えてお

いてね、重要だよ、日本語に訳すときにね。じゃ、文法事項はこれでおし

まいO　じゃ、えっと、みなさん、2時間日の授業で配った、プリント②(ワ

ークシート⑤)を出してくださいOこの前、宿題を出したと思うのですが、

みんな読んだ、あれ、日本語訳D　もし、ちょっと、ないよっていう人がい

れば、少しあまりがあるんであげますよ。いい?大丈夫?で、何かちょっ

とここを考えて言ったよね。 「何故、姫宮は武蔵の国に行ったのか考えてみ

よう」って所があったと思うんだけれども、これは、今日考えましょう。

今日この本文を読んで考えたいと思いますO　じゃ、この日本語訳の所、少

し太字になってる所じゃなくて、細字になってる所を読んでもらおうと思

います。じゃ、誰に読んでもらおうかな、この日本語訳o　じゃ、 S16君。

(補助プリント④の現代語訳を音読)

今第1段を読んでもらったと思うんだけど、登場人物は誰がいたかな。じ

ゃ、 S15さん。登場人物は誰がいたかな?

zm】immm

帝のむすめQ　もう1人いたよね、誰がいたか覚えてる?、

土地の人D

そう、土地の人ねO　っまり、これは、火焚く衛士だった「をのこJねO　こ

の話、みんな、どんな話か分かったかな、意味的に。どう?実はこれ、駆

け落ちの話に近いんですよo駆け落ちなのoあの、お姫様と身分の低い男

との恋物語なのよD　で、男の人がね、ある意味、 「お前ちょっと働いて来

い」と国から奉公に出されたわけよ、 「お前、ち-よっと帝の所で働いて束

Jい」と追い出されたわけよOやっぱ、ホームシックにかかるわけよ、みん

なD　で、帝の所で働きながら、 「ああ,故郷の風景が懐かしいな」と思っ

てたわけ、そしたらそれを天皇の娘さん、姫君がそれを聞いとって、 rど

んな光景なんだろう?」と思って、そこで男を近くに呼び寄せて、 「ちょ

っとあんた、ゼんな光景なのか、凍ム摩あんたの国に連れてって見せなさい

よ」って命令をしたのよO、男は天皇の娘なんて勝手に連れ出したら、どう

,なる?どう、S22君O勝手に天皇のお姫様を連れ出したら、男はどうなる?
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斬られるO

ああ、うん、可能性によっては殺されるね、確かにOとにかく、男は身分

が低いやろ、身分の低い男がお姫様を半ば誘拐した形になるわけよ。だか

ら、本当は罰せられる事なのねDだけど、男はお姫様が「どうしても連れ

てってくれ」って言うから、 「もうそこまで言うなら-」って思って、お

姫様を連れて自分の国に帰ったのね。で、その過程で、すごいのは、お姫

様がいるのは京都ですOで、男の国は武蔵の国、今の東京都ですo京都か

ら東京都って今はどのくらいかかるかな?

飛行機で2時間O

飛行機で2時間、なるほど。でも、昔は新幹線とかなかったよねOじゃ、

大体の人は、お金を持ってる人は牛車に乗って、ほら、今、深キョンなん

かがCMで乗ってるやん、牛の引く車に、あーいうのに乗ってた人もい

たけど、大体の人はてくてく自分の足で歩きよったのねDで、自分の足で

その京都から武蔵の国に行くまで、どの位かかると思う?

i n,.

1日?

半年

半年はかからんやろう---どんくらいかかると思う?

1ケ月。

1ケ月?

2週間?

2週間、それちょっと惜しい、半分正解D　そうです、約2週間かかりま

した、当時は02週間くらいてくてく歩かんな、着かんがったんだけど、

この男の場合は7日間で、あの京都から武蔵の国に行きましたO　という

事は、普通の人より2倍早く走ったわけよ。

娘を背負って?

そう、娘を背負ってq　たったかた-つて。実際、天皇のお姫様なんて大

切に育てられるけん、そう長く歩けるわけないやんo　だから、背負って

たったかた-と走りおったんよ。まあ、たったかた-かどうかは分から

んけど。で、男は勿論、ここでちょっと賢いなと思うのは、この橋があ

るよね、橋があって、こっちが京都、こっちが武蔵の国の間に勢多の棉

ってのがあります。そこに書いてある、勢田川に掛かる、勢多橋、滋賀

県の大津市にあるって書いてあるんだけど、教科書には。京都と東京の

間に大きな橋があったの、勢多構っていう。で、男はこっからお姫様を

背負って走って、こっからこっちに移動したんだけど、そこで男は思っ

たわけよo　お姫様を連れ去ったってバレたら、どうする?もし自分がみ
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んなが将来娘を持って、 、娘がゼっかの烏の骨に連れ去られたちどうす

る?迎え、あの、探しに行ったりする-?追っかける、男を?

放っておく

放っておく?どうする?どうする-I?まあ、そうだよね、捜索願とか出す

よねO　で、.男も同じような事を思って、この天皇が捜索隊を出すと、娘

のDそうなると、追っか廿てくるわけよ、自分の事を、自分たちの事を、

これは面倒だなと思いまして、一旦お姫様をこっちにたったかた-と渡

って、ここに残しまして、お姫棟を残して、男は再びとこまで来て、こ

この橋の一間分、橋桁の間をぶっ壊して、壊れなくなるよね、壊したらO

で、ここをぴょ-いっと飛び越えて姫君の所へ帰ってきたわけよ。だか

ら、ある意味、ここで走り.幅跳びをしたわけよ、やつはD

何で戻って橋を壊したん?

ん一、ただお姫様を背負っては壊せないよね。真ん中で壊せばいいんだ

けど、もしかしたら端っこじゃないかもしれない、真ん中を壊したのかも

しれない。あえて、これイメージだから、もしかしたら男はここで壊した

かもしれんし、ここで壊したかもしれん。でも、とにか`く飛び越えた甲、

やつは。で、橋を渡ってる途中で壊したら、お姫様もろとも川に落ちちゃ

う可能性があるから、お姫様を-旦安全な場所に確保してから、橋を壊し

たわけねo相手が追ってこれないように。男はそれによって武蔵の国まで

どうにかお姫様を連れ去る事が出来たのDで、この第l段はそういうお話

ですOで、そこでちょっとこの前のプリント出してください、いいですかD

何故、姫宮は自分から男に武蔵の国に連れてけって言ったよね。 r私を連

れて行きなさい」って、日本語訳で、あの現代語訳のとこを見てもらラ.と

分かるんだけど、あの、 「連れて行きなさいj　って言ってるよねo　それは

何でだったと思う?あの、ちょっとそれを答えてもらおうかな。はい、じ

ゃ、 S20さん。

ん-、何かお姫様は見たいと思ったんよねo　何を見たいと思って、 「連れ

て行け」って言ったの?何かを見たいと思って、男に連れて行ってもらっ

たのよO何を見たいと思ったのかな。あの、姫君が男に言った言葉の所を

抜き出してみて。あの、姫君が男の独り言、 「ああ、故郷に帰りて-なあ」

って言ってるのを聞いて、お姫様はどう思ったのかな?

D

i

あのね、お姫様が武蔵の国に行った理由、それは男がね、私の故郷、男の

故郷では酒壷があります、そこにひたえのひしゃく、ひしゃくが浮いとる

んだけど、ぷかぷかとo　ひしゃくっていうのはね、何かこんな感じの、こ
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の中に水を入れたりするんだけど、こテいう形のね、ひしゃく、お玉、こ

ういう形の、お玉はこんな形でしょ。お玉があるよね、お玉はこうなって

るんだけど、そこが平らになってるやる。お鍋のミニサイズ、お鍋みたい

な形をしていると思ってください。そういうものが酒垂の上でぷかぷか浮

いとって、それが風になびいて、くるっと向きが変わったりするんだけど、

そういう様子を見ずに私はこんな所で働かされているよって男が嘆いて

いたから、こういう風に、どんな形のひしゃくがどんな風にこう揺れるの

かを知りたくて、あの、姫君は武蔵の国に行ったんです。だから、虹君が

武蔵の国に行った理由は、男の国のひしゃくがどのようなひしゃくでどん

な風で風に揺れるのか見たいと思ったからなんです、いいでしょうか。で、

みなさん、お願いなんだけど、今日配った本文(補助プリント)には一回

でいいので目を通しといてください。それでは、次回は「芥川」を読みま

すo T2先生から聞いているんですけど、 r芥川」の事は前回やったとの事

で、その時酉己布されたプリントの方、持ってきてください、それでは終わ

りですO

(授業終了)
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(適宜板書を行う、)

プリント足りない人、いませんよねDまず最初に前回配ったプリント②と

③を出しといて下さいねO今日はね、まず最初に昨日第-段の内容をち-よ

っと説明をしたんだけど、一体どんな内容だったかを聞いてみようと思う

のね。 (プリント②③は補助プリント②⑥をさす)

(ここで前回の内容の復習として、 「何故姫君が武蔵の国に行ったのか」と

いう事について発問を行った)

駆け落ちした後どうなったか、この2人が、どうなったかという事をちょ

っと今日は日本語訳を聞きますんで、2人がどうなったのかなって事に注目

して聞いてください。これ、駆け落ちしてから後の話ね。

(ここで、 r竹芝寺」第2段の内容を補助プリント⑥を利用して説明した。

柱としては、姫君と天皇の使者のやり取り、それを受けた天皇の行動などを

中心に説明を行った。)

えっとね、はい、それでは結局今回はノ、ツピーエンドでした。ハッピーエン

ドだよね?まあ、男と女臥衛士と姫君は結ばれて幸せに暮らしたわけよね、

武蔵の国で、子どもも生まれとるけん、幸せに暮らしました。じゃ、ちょっ

とこれと似たような話を経験したと思うんよ。男女の駆け落ちの話D覚えと

る?何だったかな?

r芥川」O

そう、 r芥)H」ですO　じゃ、 「芥川」の所の、ちょうど今日配りましたよね、

「芥川」のプリント、プリント④(補助プリント⑦)、の「芥川」の所、みん

な内容多分覚えてると思うんで、ちょっと聞いてみようかな、 r芥)HJってど

んな話だったかS4君、答えて.駆け落ちの話だったんだけど-。結果はど

うなったか、誰が出てきたか。誰が出てきた、 「芥川」 ?

女と男。

そうです、まさしくその通り占女と男が出てきます。名前はないんだけど,

男と女が出てきます。この二人は同じく駆け落ちしましたが、結果はどうな

りましたか。 S6君。

鬼に食べられた。

どっちが?

女が、郵こ食われて死んだO

そうだね、女が鬼に食われて死んじやったと。駆け落ちは成功したの、失敗

した牀>'?

失敗した。
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そう、その通り.失敗しちゃったよね。で∴鬼に食われたって所、さっき誰

か、何か連れて行かれたって言ったよね、どういう意味で言ったのかな?

駆け落ちしたけど、ど・こかに連れ込んでいたら、連れ去られた。

そうそう、その通りO鬼に食われて失敗っていうのは、明らかに物語の中の

乱物語では喰われて、実際には鬼ってのは、親です。これ、鬼に食われて

失敗って、もちろんr芥川」の話では鬼に食われて、でも、これはもうーっ

読み方があって、鬼に食われてしまって失敗って言うのは、鬼っていうのは

親で、親に連れ戻されて失敗とも読めるのねQ r芥川」の鬼に食われてってい

うのに、 「鬼」っていうのにこっの解釈があって、本当に鬼に食われて失敗し

ちゃったって読む人もいるし、逆に鬼が親の事を指していると読んで、親に

女が連れ戻されて失敗しちやったんだと読む人もいるのねD今回は、この親

に連れ戻されて失敗っていう方で「芥川j　を読んで欲しいのねo　よろしいで

しょうか?でね、ちょっとそこの所に書いてあるよねO　えっと、プリント⑥

を見て下さい。 (プリント④は補助プリント⑦をさす)

そこに日本語訳が書いてあると思うので、各自で読んでくださいo　あの、下

の所に黒い逆三角マークがあるよねo　じゃ、 「竹芝寺」と「芥川」の共通、こ

こは同じところだなと思う所を挙げてくれないかな?例としては、「どちらも

恋愛の話」って挙げてあるんだけど、 Sll君、 「竹芝寺」と「芥川」でこれは

共通だなぁって思う点はある? (ワークシート⑦をさす)

男の方が身分が低い

そう、男の方が身分が低い。その通りです。同じ所は、同じ。確かにそうだ

よね11-男の方が身分が低い。じゃ、次、 S16君、共通の所、同じ所?

考え中です。

じゃ、他の人にC　また後で聞くけんねD　じゃ、 S7君。同じ所は?

2人ともある事をしとるよO

駆け落ちO

そう、駆け落ちしてます。他にはどうかな、 S12さん。何かある?

登場人物が2人しかいない。

登場人物がじゃなくて主人公がねD帝も出て来るからO　主人公が2人O　は

い、じゃ、他には、 S22君D

男が連れ出したo

男が連れ出した、そうだねo　そうだね、結果的には連れ出してるもんね、

二人ともD　じゃ、 S15さん、何かあるかな_?

もう思い浮かばん?他には思い浮かぶ事がある人、手は挙げなくていいか
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ら、言ってみて。これだけ共通点が出ま~した、4つd男の方が身分が低い、

2人は駆け落ちをした、主人公は2人、男が結果的に連れ出.している。で、

同じ所もあれば違う所もありますQ　じゃ、違う所を挙げてもらおうかなo

SIOさん、違う所oちょっとした事でもいいよ、何かある?結果の違いで

もいいよ。
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SIOさん、何かありますか?

失敗した方と成功した方。

そう、失敗した方と成功した方、結果が違いますO　これ、ハッピーエンド

かバッドエンドかって事で、結果が違う、結末が違います。 「竹芝寺」の

方はハッピーエンドだったけど、 r芥川」の方は悲劇だよねo結末、違い

ますD　じゃ、 S16君、さっき同じ所を聞いたとき考え中だったんだけど、

違う所で何か思い浮かばない?何かある,違う所?

じゃ、違う所、他の人にもあててみようかな.じゃ、 S14さんO　違う所、

何かある?

--・男の行動が違う。

「竹芝寺」の男は7日間ずっと走ってました、もちろん途中で休んでたと

思うけど。京都から武蔵の国までだいたい15日くらい、約2過間かかる

って言いましたよね。つてことは、計算したら300キロを7日間で走る

と、毎日42.195キロくらい、フルマラソンで、走ってます。お姫様を背

負って、o　逆に「芥川」は天候の不順もあるけど、休んでるよねo　男の行

動が違います。もちろん、男の行動、休憩をとるか、とらないかという事

ねO本文を見る限りは「竹芝寺」の男は休憩してないよねO休憩とかして

ないよねO　じゃ、他に?S19さん、何かある?

-じゃ、みんなに言ってみてO

女の方が=-,t積極的。

そうです、女の方が積極的ですQ r竹芝寺」では「私を武蔵に連れてって」

と女の方が言ってますOで、 「竹芝寺」の姫様は連れ戻しに来た人に、 「ア

タシ、これ運命なんだから、放っておいてよ」と言ってます。でもこの

「芥川」は鬼に食われて「ああ」と悲鳴をあげるだけ・--つまり、女が積

極的、態度が違いますよねo　女の態度が違います。 「芥jI白　の方は男に連

れ去られるままに連れ去られて、'鬼に食われてる時に悲鳴をあげて、それ

で終わり。女についてはそんなに書かれとらんよね。 「竹芝寺」の方は使

者に文句を言ってみたり、使者に「これは運命なんだから」って言って、
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「私をここに置いておいて下さい」とざらぼり主張したり、 「私を武蔵の

国に連れて行きなさい」と命令する強さがあるよね。女の態度、 「芥川」

の女は受身だよねDもう、あの連れ去られてしまう、食べられてしまう女

性として描かれているけど、 「竹芝寺」は自分で行きたいって言って、自

分でそこに住む事選んでるから、積極的に生きとるよね、自分で。そうい

う違いがあるよね、だから、女の態度が違うよね。それじゃ、こんだけ同

じ所と違う所が出たよねO同じ所、男の方が身分が低い、駆け落ちした、

主人公が2人、で、男が女を連れ出してますOで、違うのが、結末が違い

ます、で、 「芥川」の方は雨が降ってきたからって言って休憩したりして

ますが、 「竹芝寺」ではそういう休憩した場面がありません、そして女の

態度が違いますOこれだけ違うんよね。さっき言ってもらった所なんだけ

ども、結末が違うって事に注目して欲しいのね。 「竹芝寺」はハッピーエ

ンド、 「芥川」は哀しい、悲劇、何でそうなったんかなってのをみんなに

今から考えて欲しいのねO今から時間を取りますOこの何故「芥川と「竹

芝寺」は正反対の結果になったのか考えてみようという事で、その結果に

ついて、私はこう思うんだけどいう意見を書いて欲しいのOでね、これは

答えはありませんoみなさんの想像力に任せます。今から時間を取りますo

だったら、 35分まで、取りますO

(机間指導を行う)

じゃ、そろそろ時間です。あのね、今見てまわったんだけど、みんなそれ

ぞれすごいいい答えが出てるんよねo発表してもらいますD　同じだったと

してもそれはそれ、みんながそういう風に考えたからであって、同じ考え

の人も、「え?そういう風に思うんだ」って思う考えの人もいるかもしれな

い。そういうので、ちょっと聞こうかな0 1人ずつ　S14さん。

読むのO

うん、読んでO

「竹芝寺」の女は積極的だったけど「芥川」の方は消極的で、男も消極的

だった。 「竹芝寺」の男は積極的だった。

「竹芝寺」の女は積極的だったけど、 「芥川Jの方は消極的で、男が消極的

でした。で、 r竹芝寺」の方は男が必死でしたOだよね、必死だよね、橋を

壊したり、走ったり。じゃ、 S15さん。

「芥川」の女の方は親に対してものをはっきり言えるタイプで、 「竹芝寺」

の女の方は親に何か逆らえないタイプ　　あ、逆だったO

そうです。 「竹芝寺」の女は親にずけずけ自分の意見を親に主張できる女性

でした。 「竹芝寺」女は親に言いたい事を言ったのね。

(授業終了)
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第3節　授業実践を通して得られた知見と反省

(1)指導者について

今回、授業時の反省、その文字化資料の振り返りを通して、指導者が学んだことが3つある。

1 )十分な知識及び説明能力の必要性

授業時に何度か生徒に助動詞の活用を答えさせる機会があった.その際、指導者は生徒の答え

た活用が本当に正確なものなのかを即座には確認できず、文法書を開いて確認するという行動を

とってしまった.本来ならば、助動詞の活用は暗記しておかなければならないことであり、古典

文法の知識が不足していたことは反省すべき点である.また、 「敬語表現」の説明でも、自分自

身では「敬語表現というものはこういうものである」という概念もしくは理解が感覚的に構築さ

れていたた糾こ、それに基づいた説明しか出来なかった。こうした説明では古典の敬脊表郷こ馴

染みが薄い生徒たちにとっては非常に理解しにくいものであったに違いない.このことから、や

はり指導者は国語に関する知識や説明能力の面で不備を抱えていてはいけない。仮にそれを放置

したままの授業では、生徒たちも全くついてこなくなるだろう。だからこそ、指導者は十分な知

識と説明能力を身につける必要性があると感じた。

2)落ち着いた授業進行の必要性

1)の項目でも触れたとおり、授業時、指導革には十分な知識及び簡明能力が欠如していた.

そのため、落ち着きを失い.冷静な授業進行が行えないことがあった.本来ならば、指導者はど

のような状況下に置かれようとも、冷静沈着であるべきである.しかし、今回は冷静沈着である

ことを保つことが出来なかった。それは、指導者の古典文法の知識の不備という.ことに起因する

ように思われる.十分な知識、説明の仕方をもっていないがた桝こ、生徒の理解も十分ではなく,

授業をしていて生徒が理解していないことが分かると、焦ってしまうことがあった。これでは授

業を進めていくどころの問題ではない。だからこそ、やはり指導者は落ち着いて授業進行を行う

べきであると感じた。

3)授業以外の生徒との関わりの重要性

1)と2)の項目で述べたように、今回、指導者の不十分な知識や説明能力の欠如、そしてそ

れに伴う落ち着きのなさという非常に望ましくない現象が発生した。しかし、その度に多くの生

徒たちに助けられた。 r敬語表現」の説明の補助として第2時に生徒たちに配布した補助プリン

ト③は授業以外で交流のあった2年生の生徒のアドバイスなどを元に作成したものである。ま

た、指導者が焦り、本来ならば計画通りに進むはずのない今回の授業であったが、授業を受けて

いた生徒たちのあたたかい励ましや発言によって救われ.何とか授業を終えることが出来たDこ

のことで感じたのは授業時以外の活動での生徒たちとの関わりが1)や2)で挙げた不備を抱え

た指導者にとってどれほど助けになったかということであった.この経験から、やはり授業以外

での生徒との関わりは非常に重要であると感じた。

(2)指導法について

今回、授業時の反乱その文字化資料の振り返りを通し、指導法について3つ学んだ.

1 )古文を教える上での現代語訳の重要性
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今回は古文ということもあり、助動詞や接続助詞、 「敬語表現j　といった文法事項に触れなが

らも、内容理解を主な目的とした授業案を作成していた.何故なら、古文は現代文などとは鼻な

り、それらの理解がなければ内容理解まで到達できないと考えたからである。だが、実際には1

で前述した通り、指導者の知識、説明能力不足もあり、生徒たちが文法事項を理解するまでには

到らなかった。しかし、ここで指導者はたとえ文法事項に腹いても、内容だけでも理解させたい

と考えた。そのため、途中からは授業の方針を変更し,現代語訳を元に授業を行った。この時、

痛t那こ感じたのが現代語訳の持つ重要性である。たとえ,ある文の文法事項を指導者がどんな、に

分かりやすく説明しようとも、その文の意味が分からなければ生徒たちにとっては非常に退屈な

説明となりかねない.だからこそ.文の意味を現代詩訳で示すこと,ひいては古文の授業におけ

る現代語訳が重要なのだと感じた。

2)生徒主体の授業形式の重要性

1)で述べた通り、今回は最初に現代語訳を配りJそれを解説して内容理解をするという授業

形式をとった。だが、それが結果的に現代詩訳を元に教材の内容を指導者がほとんど解説してし

まった。そのために授業の大半の時間、生徒たちが指導者の説明を聞くという、明らかに指導者

主体の単調な時間に終わってしまった.この単調な時間こそが.生徒たちの教材への興味を少な

からず削いでしまったのではないかと今になって反省される。もしもここで、生徒たちに「どん

な話だった?」 「これはどんなことを指しているのだろうJ等と説明ではなく、内容に関しての

発間を行っていれば、多少刺激のある生徒主体の授業となり、生徒たちが教材について考える時

間に重きをおくことが出来たのではないだろうか。また、授業の大半が生徒主体の刺激的で有意

義な時間となり、生徒の教材への興味が削がれることはなかったのではないだろうかと考えた。

このことから、指導者の発間と生徒の応答で構成された、生徒主体の授業形式がどれほど重要で

あるかを感じた。

3)板書やワークシートでの構成の工夫の必要性

板書についても、r説明することに集中しすぎたために自一色という、非常に分かりにくいもの

になってしまい、本来の目的を見失ったものになってしまった.ここで、何色かの色を利用した

板書を行っていれば、生徒の教材理解を深める上で助けとなったのではないかと思われる。また、

単に単に内容の理解をするた桝こ書くのではなく.出来れば生徒が楽しんで書けるような構成の

工夫が必要ではなかったかと感じた。

(3)おわりに

今回の授業実践で学んだこと臥授業が有意義な時間となるためには、拾尊者の専門知識と説

明能力が必要であるともにこ生徒が喜んで取り組むような板書やワークシートの構成の工夫の必

要性ヾ生徒主体の発間一応答という授業形式を大切にしなければならないということであり、今

後に活かしたいと考える.
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第2章　第1学年中堅2クラス『更級日記』授業実践の研究

第1節　「竹芝寺」学習指導案

1、日時:平成17年2月14日～18日

2、場所:1年2組教室

3、学校、学年、学級:広島県立賀茂北高等学校、 1年次生、中堅2クラス

4、教科、科目、単位数:国語、国語総合、 4単位

5、教材、単元こ新編国語総合(東京書籍)、 「竹芝寺」

吉永麻紀子

6.本音削こついて

①教材観:本教材のスピーディーな物簿展開は読み手を引き付けるC　姫と男の身分

を越えた愛、子を思う親の気持ち、これらは現在にも通じる非常に人間的なテーマ

であり、高校生にとって関心の高い内容であるo　自らの経験と照らし合わせて考え

ることによって、古典をより身近に感じることのできる教材であろうO

②生徒観:全体的に音譲は追従読みであれば閏麿なくできるO　また、古語独特のこ

とばの抑揚や語感に敏感な面がある。内容理解・文法理解はともに個人差が大きい。

発言については、積極的に発言する生徒がいる一方、問いかけに対して十分な反応

ができない生徒、答えにつまる生徒もいる。

③指導観:文法事項の挿導の取り扱いは、以前学習した係り結びの法則、 「巳然形+

ぱ」の復習・確忍程度にし、内容理解に重点を置く。現代詩訳を付けたプリントを

用いて、話の内容が十分に理解できるように工夫するO　登場人物の行動を中心に話

の凍れをつかみ、登簸人物、特に姫、男、帝の行動からそれぞれの気持ちを読み取

らせる。

7、本課の目標

登場人物の行動からそれぞれの気持ちを読み取り、理解する。係り結びの法貝生「巳

然形+ば」を復習・確落して身に付けるO
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第1時

(1)本時の目標

_ ①登場人物を把握する。

②男の境遇を理解する。

③係り結びの法則を正しく理解するo

(2)本時の評価の観点

①登場人物を把握できたか。

②男の境遇について理解できたか。

③係り結びの法則について正しく理解できたかo

登臥 物の確認 芸. .誓 票 6 < き轟 霊 場人物を黒

むC -

15

i

「これは～つぶやき 1 補助プリン ト①を見なが

けるを」までの内客 ら、「これは～つぶやきけ

1 適宜文法事項 (助動詞)

を確認 させる。

25
l E

1確認 るを」までの現代語訳を確 】 t

認するO

2 適宜、文法を確認する0

男の境遇の理解 1 男が御殿の前の庭を掃い 】 男は何をしているのかを

問 うO

35
-
】
～

ている状況を理解す る0

I
i

2 ワークシー ト①に書 き込 2 衛士の説明をし、.黒板に

t わo まとめる0

男の独 り言の読解 1 男の独 り言の内容を理解 1 「などや苦しきめを見る 50

する0 らむ」について係 り結びの ～

t 12 ㌃ クシ欄 き込 i 法則を説明し、黒板にまと

めるO (内容については次 l

t 時学習するO)
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第2時

(1)本時の目標

①半の気持ちを理解する。

②順接確定条件「巳然形+ば」を確認する。

(2)本時の評価の観点

①男の具体的な気持ちはみしい、かなしい、帰りたいなど)を理解できたか。

②順接確定条件「巳然形+ば」の表轟について理解し、正しく現代語訳ができたか。

(3)本時の指導過程

i ,:,'; .i'.. 学習活動 指 導上の留意点 時間

i前時 の復 習

-
i

1 品 霊 霊 芝悪 霊計 器 票 豊 O) 言の 内容 5

I

ー る0

「これ は～着 き にけ
!孟」 (前半部分) の音

t 1 追従読み 締 る0 I

-
i

1 文語 の リズム を意識 させ

なが ら、適切な ところで区

切 って読ませ る0

-i lo

語句調べ 1 教科 書 p .2 9 8 の 「古文重 1 重要 語句 につ いて調べ さ 15

要語句」を利用 して意 味を せ、理解 させ るQ

調べ るD L
i

2 ワー クシー ト② に書 き込 II

i む 0

j 「か くて ある よ」 の

読解

1 「か くてあ るよ」の具体 1 前 時 に 説 明 した男 の 状

的 な 内容 を考 えて 理 解す 祝 .独 り言の 内容 を再度確

20

～2 ㌢ ー クシー ト① に書 き込 認 させ るO

む 0

男の気持 ちの考 察 1 男 の境 遇や 独 り言か ら男 1 生 徒 の意 見 を黒 板 に書 30

の気 持 ち を考 えて 発 表す くG

る0 2 望郷 の念 、不遇 な状 況に

2 ワー クシー ト(釦 ニ書 き込 . 対 す る嘆 き であ るこ とを

i
i

む 0
理解 させ るO l

日 そ の時 ～ 若 きにけ 1 補 助 プ リン ト① を見なが 1 助動詞、係 り結 びの法 則、～ 吐O

りj までの内容確認 ら、「その時～着 きにけ りj 「巳然形 + ば」を理解 させ

ま で の現 代語 訳 を確認 す る0

る0 2 読 みの難 しい漢 字 に注意

i

2 適 宜、文法 を確 謝す る0 させ る。

3 御簾 、高欄 の説 明をす る0
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第3時

(1)本時の目標

(彰姫の気持ちを読み取るO

②姫を背負って逃げる男の様子を読み取るO

③姫を探す人々の様子を読み取るO

(2)本時の評価の観点

①鮭が「率て行きて見せよ」と言った理由が読み取れたか。

②逃げる男の心情・行動を読み取れたかO

③帝・后の気持ち、使いの者たちの動きを読み取れたか。

(3 ) 本時 の指 導過程

学習 内容 学 習活動 指導 上の留意点 時間

前時の復 習 白 これま での話 をま とめて 1 男 と姫の行動 に注 目させ 5

発表す る0 てま とめ させ る0

ー 「率 て 行 き て 見 せ 1 「率 て行 きて 見せ よ j と 1 前 時 に出た 「ひ さごを見 10

よ」 の読 解 (前 時 の 言らた理 由を考 える0

続 き ) .】2 ワー クシー ト② に書 き込

たい と思 つたか ら」とい う

理 由を想起 させ る0

む0 2 「さ言 うよ うあ り」の部

分 に注 目させ るO

i.敬語 の舶 1 「押す」 「申す」の敬語 に 1 「伸 す」「申す」の相互関 15

つ いて理解す る0 係 を押 さ えて意 味 を理解

させ るO
i

「さるべ きにや あ り 1 「さるべ きにや あ りけむ」 .1 品詞 に 区切 りな が ら可 2 0

恒 む」の読解 の現代語訳 を確認す るO 掛 意味に注意 して現代語

-
I!

訳 を確認 させ る0

姫 を背如 て逃げ る ー1 逃 げ る男の心情 を読 み取 1 男が 逃げ る部分 に注 目さ1

男 の様子 の読み取 り l る0 せ 、心情 .行動 を読み取 ら

2 5

2 男の行動 を読み取 るc せ るO

2 都 と武蔵 との距 離 を説 明

I す る (教科書 p .3 3 4 地 図参

l 照 ) O

サ5>買芸豊芸」醜tt1追従読みをするつ 蒸 …誓 30
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「帝～居るな

半部分)の内

姫を探す人々

の理解

Iり」(後 1 補助プ リン ト①②を見な 1 助動詞、係 り結びの法則、 40

容確認 が ら、「帝～居 るなり」の 「え‥ザ 」を押さえる。

現代語訳を確認するQ

2 適宜、文法を確認す る0

の様 子 1 「い と香ば しき物」とは 1 帝 と后の心情を読み取 ら 50

何かを考える0 せる。

2 男の行動が姫を探す人々
i,!2 武蔵の国に着 く童での過

の行 く手を阻んだこ とを

理解 させ る0

l 程 を考える。
ね 1、2 をふまえた上で、姫

を探す人々の様子 を理解 I
i
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第4時

(1)本時の目標

①姫が武蔵の国に来た理由を理解する。

② 「奏す」 「申すj 「伸すj、順接仮定条件「未然形+ば」の意味・用法を理解する。

(2)本時の評価の観点

①姫が武蔵の国に来た理由を理解できたか。

② 「奏す」 「申す」 「伸す」、順接仮定条件「未然形+ば」の意味・用法について理解

し、正しく現代語訳ができたか。

(3)本時の指導過程

学習内容 学習者 の活動 纏 導上の留意点 時間

r帝～居 るな り⊥(後 1 追従読み をす る0 1 文語 の リズムを意識 させ 5

半部分) の音読

I

なが ら、適切 な ところで区

I
切 って読 ませ るO

[前時 の復習 1 ワー ク シー ト① ②③ を参 1 男は姫 を連れ て武蔵 の国 10 l

iIi

i

照 しなが ら、前時 の学習 内 に着 いた こと、帝 は姫 を探

容 を想起 し、教師 の発 問に ～ し求 め、使 い を武 蔵の 国に

答 える0 送 った ことを想 起 させ るO

「この をの こ～仰 せ 1 補 助プ リン ト② を見なが i 助動詞、係 り結 びの法則 、 15

られ けれ ば」 まで の ら、 rこのをの こ～仰 せ ら 「巳然形 + ば」、「未然 形+

内容確認 れ ければ」の現代語訳 を確 ば」、「奏す」「申す 」「伸す」

認 す るO

2 適宜、文法 を確認す る0

, (敬語) の説 明をす るロ

姫 が武 蔵 の国 に来た 1 姫 が武蔵 の国 に来た理 由 Ii～
1 姫 の言某 に注 目させ る。 25

理由の理解 を考 えて発表す る0 i2 「さ言 うや うあ り」「さる

2 ワー クシー ト(謬に書 き込 べきにや あ りけむ」は r宿

'蝣・・. :i> H

i-1
す るO

「言 わむ かた な くて 1 補助 プ リン ト② を見 なが 1 助動詞 、係 り結びの法則 、 30

～ 宣 旨 下 り に .け れ l ら、 「言 わむか たな くて～ 「巳然形 + ば」について確

iば」まで の内容確 謬 … 宣 旨下 りにければ」の現代 諌す る0 .良

[ 語訳 を確認す る0

2 適宜 、文法を確認 す る0

姫 と男 に対す る帝 の

処 置の整理

1 姫 と男 に対 す る帝 の処置 1 帝の心情を理解 させ るO 3 5

を読み取 る0

2 ワー ク シー ト③ に書 き込
1
l-
一

む0 l
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「この家を～居るな 1 補助プリント②を見なが巨 助動詞、係り結びの法臥 40

り」の内容確認 ら、「この家を～居るなり」i 「巳然形+ ぱ」を確認す
の現代語訳を確認する0 るO l
2 適宜、文法を確謝する0 2 内裏の説呪 - I

火楽屋に女が詰める[1 なぜ火焚崖には女が詰め 1 物語中に描かれている事 45

ようになった理由の るようになったのかを考 件について確認する0

～理解 i2 ≡禁 ト③に書き込tt

補助プリント④ i 補助プリント④を見るつ 1 雲助プリント④を配布す 50
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')　専・ISI

L
T
r
_

掛
酔
来
茄
の
昇
を
み
t
f
l
-

蝣
蝣
.
 
>
蝣
*
z
-
・
ぜ
"
s
v
^
.
・
　
蝣
'
-
i
l
"
'
i
l
'
-
 
'
'
、

∵「>' Tr:　¶.、二lニ;.i*H.:-、"-二　TTこて「:"p.'i'i好きl:::.-・　亡・・・、-.たI.
gPHT-TPE



① ・ r_-一一一・〆~　:　　　　「

-・・　　　　r・蝣- j上

し　-サ蝣-i・ y '<>--.　キヒ

iessa S99I

午柵こ∴の専断せい、.I

糊軸恥と1-＼叫
67

」

*

'

蝣

-

・

ォ

・

J

W

-

V

一

f

i

蝣

蝣

-

㌔ T晦的蠎'-v.

補
助
プ
リ
ン
ト
④



-JKJI"3長:きr-^、

ニ三、.-二

○召感

言宜J'・'　健蒜

*,_.'醇.噛<喜

∴ニーノ'一一、一　一二　三ノ-遁+二㌧?、*. '.'

・主　　　芯二、二・・三二、 Il　<!-;->.

・牡

・ tl

・昏J玉吏柵

.壷

Es一丁二三　_∵∴^蝣*-?・

骨.菩三・二　丁,・..、・二!:-蝣　芸、・・・>J.-T-*''二十一・一・呈∴ミtI二、-

J.

_i:卓:二二　二‥こ　÷二　台二　≒∴二号-i:芋　二∴・t:

、・.一寸/':

堪il虹巴S ta這
3IB日点MS3 』ESt史　　　　毘」」3眉脚E3ヨ

:∴ニーデr--.tl,'M二郎ゝ・∑¥V <..三q- 1二_--　-・ `・伸二~-∴iIS-0-掛.

..:I--こr-'--''一・ ::てこ、.如i.V>一　　一・ ㌔--.ニ''",N・ゝ　-T-L2">-'三、

.＼

68



堪細島趣　く綜cq皆)

曽根蹄

○　取盟匡舶JP二時量cLt

茸　　∴,v ,r*-1'iい-一蝣'..5=　蛮・< ∴≡-i'''蝣'..-'.",-'∴＼蝣"・・　i>二J:Tごt、

[

ヽ

・O Kg峠故坤

蝣xitl笹+ 55

fal竪図8酎せ

el寧叢喋d:

些聖_型BHIC - wt*千
二軸1品^S>昔」と烏　.t!

○　壌e華照

粗二l',、7-I.? 、 -` ・...二・一・ト*-.1 -''.価. I :'・>.-.こし-∴・r・

*v

罷畿

fas駁B;

博軍

69



脚"1, ;;こ

缶恥帝

○　凝畢「勝巨史郎LJ蝶車叫O」八頭iEO吏e量cL・

・.-.'・'I　-　--I-'..'"'蝣∴ ・N　{+こ・-　:て∴二~F.・'-∴二'工∴・:.二・一

1

-i、 I Ei'/‥一m、・蓋　　　　`、・二、

・t.ヾ-'いLム　ヽ・1ヽ

yu ・細司-fl-Tx逓訂

. ・　　　　　　　∴　:　　　　　　　　≒三　二　r・' ・'=

○　轟鮎

「帆『rs-H(

'・a-^j三二三:)・・蝣

)・蝣蝣≡…111:二.芸芸芸

とーサsJ*・(lJ

塔訂淀5台滋表

礼+iG坤即　塩　　味覇乾　　　　　　　渦巻・瑠榊

玩前l四四　　　閥K99I -・　　二　　　　　　　　　　・:・・-・∴

麗　品m院1311匹遍

陣n祁㌢・stfv

「頒&v-<瑠缶tJ媒ul題JJ顧缶PJ

↓

Llき・・ ≡-:一・二.t.・て

-.

∴:I.い　竜蝣　3i-:,-.-;-.,し　　　_転トー"・i.　-¥ぎ・/=　順一副

○　婁由雄ネ<ヤe華中

ヰtOi '-U罷㌢舶i* i

fc^l慧J

耳短軸4"耳

「ニ刈輝態」概容」 -製

麻聴e準×-11座長品ぐ心

70



堪脚お庭(齢可皆)

駐栂糖

dsk:巳圃巳四

第曇*hbG撃　-　両耳

粍避酸.収載　撃駿胡輩

L.鳩ヰ^　昧⊥蝣--」告I<」 .e　*

礁範駐+態- ・堅旭亜輩(由'>・蝣・ネihX)

I:亘11T>I iこ蝣V¥- ＼、・ ⊥キbilト-幹藤津E

「駐車」 (昏J刃fc*G) -・准惟舵

辛:∴一　日.∴'-::牀! '」=・/、こ--.」≦'-*. -≡

○　壌'&膚蝉e匪坦僕吏酎儲

駐車P i IQ・瓦Ilせ母、:・V1-4*r、e監塵㌔ミ1包丁L tlる・.ll

二
p.250 1.4　-ttJ|l江J5恥(魂sB

p.2501.5　肌q'(和u4-齢>空音

p.251 1.7　袖崎/I(都i4j--.)ァsN会怠

窮迫ォrfc沸・一顧確・取継凝hJ

恕ニ51

電柵

CL　墳<=>is-'軸

・町心慣」<*:>-　醤L鵜盛」->憩vj*　二。

・昧iL膚嘩e随軸整ア:aj*q中将o

e　酵褒・細騨憩A)秘境盛年巾o

O ,村卑官琳磯ki嶺竃纏怠岬H>-nii-#ぐ吏G・量e-・

雫琳嘩ki載策総合K?AJ' 「亙Q-H'〔上里迦顛忌レ史P L'」蹄n量諺J忌避ニo

中名和也L,東食o

Tl



第2飾「竹芝寺」授業記録の文字化資料

第1時(2005年2月14日月曜日6時間目)

S全員

T

S多数

T

それでは、実習生の吉永麻紀子です。今から授業させていただきます。よろしく

お願いしますO

おねがいします。

では今日統むところは教科書の248ページの「竹芝寺」というところです。この

竹芝寺というお静ま、まず出典が『更級日記』というものが出典となっています。

まず『更級日記』の説明をするまえに、プリントを配るのを忘れていたので配り

ますO (ワークシ-ト①、補助プリント①②③を配る)では竹芝寺①と書いてある

ワークシートを出してください。

1ペ-・ジ目のプリント?

このなんか炊き出しが書いてあるOでは改めて『更級日記』の説明をします。こ

の竹芝寺という静は『更級日記』の中の1つの話なんですけれども、まずこの読

み方を覚えてください。 rさらしなにっき」漢字の読み方がちょっと特殊なので覚

えておいてくださいCそして次にこの『更級日記』を書いた作者を誰か言っても

らおうと思います。わからなかったら資料集を見てもらいたいんですけど、資料

集は持ってきてますか?

持ってきてません。

そしたら、ちゃんと私は気を回してプリントを配った中に、資料集のコピーが入

っているのでそれを見て『更級日記』の作者を言ってくださいOではS2君、 『更

級日記』の作者は誰でしょう?

菅原孝標女O

はい、そうです菅原孝標女という人が書きました。これも読み方がちょっと読み

にくいので覚えてください。女と書いて「むすめ」と読みますO　ワークシートに

書き込むところがあるので、書き込んでくださいo更級日記の内容はこの菅原孝

標女という人が自分の人生をだいたい13歳から50歳くらいまでのことを回想的

に書いた日記ですOそしてこの竹芝寺という話は、作者が13歳の頃に字自分の生

まれ故郷の上総というところから京都まで癖をする途中で軌、た話をここに書い

たものですOそしたらそのワークシートにこの「更級日軌というのとr菅原孝

標女」というのを入れておいてください。

では次に教科書の本文を読みますOみなさん教科書を見てくださいC教科書の本

文を私が辞むのでこの物語に出てくる登場人物と思われる人が出てきたら、全部

丸をつけて目で追っていってくださいOでは読みますO

・.単k*1:し, U: ・・†こO'-.K
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SG

T

S6

T

S6

T

S7

T

S9

T

SIO

SI

T

S9

T

S12

と読み終わりましたO　今読んだところで、登場人物が誰が出てきたか確薗したい

と思いますD　登場人物でまず誰が出てきたかまず1人だけ教えてください。

帝。

はい。帝。帝が出てきました。そしたらS4君。また誰が出てきたか教えてくださ

いO

后。

はい、后も出てきました。そしたら、 S5さん、また誰が出てきたか教えてくださ

lサ

男。

男。はい、 「をのこ」、この人も出てきました。でもまだいるんですね。 S6君、誰

が出てきたでしょうか?

高欄。

あ、療念O　高欄は人物ではありませんでした。

武蔵。

武蔵、ああ残念D　これも人っぽいけどこれは国の名前です。結構重要な人物がま

だ出てきてないのですが。

分かりません。

分かりませんか。じゃあST君誰が出てきたでしょうか?

帝MB.

お、そうです。帝の娘O大体主要な人物はこの男と、帝の娘と、后と帝なんです

,けど。あともうちょっと脇役で出てくるのが、使いと、男が逃げていくのを見ま

したよと申し出た人がいますo　出てくるのはだいたいこの6人ぐらいなんですけ

れど、一番重要なこの男と、帝の娘はいろんな言い方をされてこの物語の中に出

てきています。同じ人物なんですけど、言い方が1人の人に対していろんな言い

方で書かれています。まずこの男は他の青い方では物語の中でなんと書いてある

でしょうか?　まず最初のほうの文章で締構違う言い方がされています。ではS8

さんこの男の違う言い方は他に何があるでしょうか?

かんば-

かんば?　どの-んに書いてあるかな?

かんば?

あたしがrがんば!」って言ったんよ。そしたらこの娘が聞き間違えて・・・

なるほど。この文章の1行目から2行目の間に書いてある。

いにLへO

いにし-Oああ、これは違うな。 (前の席の生徒を示しながら)この辺から何かす

ごくいいヒントが出てきてたけどな。

国の人。
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お、国の人。ピンポン。国の人です。それともうひとつあるのは、国の入って書

いてある下に火焚屋の衛士というのが書いてありますがこれも男のことを書いて

あります。 (黒板を書きながら)ちょっと見にくいけれど、国の人、火焚屋の衛士

と書いてあります。では次に重要人物のもう1人、帝の娘のほかの青い方を誰か教

えてください。

皇女?

じゃあ、何か正解が聞こえたので、 S13君お願いします。

皇女D

当たりですo皇女。まだ他に言い方がありますが、他は宮っていう言い方も多く

文章の中に出てきています。そしたら登場人物をワークシートのところに書いて

おいてくださいb

それではまた教科書に戻ります。ではこの物語は男がまず出てきて、そしてお姫

様が出てくるというふうに話が進んでいくんですけど、今回は男が出ているとこ

ろまでを勉強していきます。姫はまだ出てきません。本文を現代語訳していきま

す。皆さんはこの本文の現代語訳が載っているこのプリントを、見ながら聞いて

いってください。

「これは、いにLへ竹芝といふさかなり」これは普竹芝といった坂であるQ断定

の「なり」があるので、 rである」という言い切りになりますもそして咽の人の

ありけるを」 「ける」は過去の助動詞「けるjで、この国の人でここに住んでいた

男を「火焚崖の火焚く衛士にさし奉りたりけるに」火焚屋の火を焚く衛士に指名

し献上したところr御前の庭を掃くとて」御前というのは御殿のことで、御殿の

前の庭を掃いている-と削こ、 「などや苦しきめを見るらむ。」どうしてこんなっら

い目をみるのだろうか。 「わが国に七っ三つ造り撫ゑたる酒壷に」私の故郷であっ

ちに7つ、こっちに3つと酒を仕込み据えてある酒壷に「さし渡したる直柄のひ

さごの」据えおいである直柄のひさごが「南風吹けば北になびき、北風吹けば南

になびき、酉吹けば東になびき、東吹けば酉になびくを鬼で」兄での「で」とい

うのは打消しを表しているのでrみないで」と訳します。そしてrかくてあるよ」

こうしていることだなあと「独りごち、つぶやきけるを」独り言を言いぶつぶつ

言っているところを、 「そのとき帝の御むすめ」ここから姫が出てきたので、姫が

出てくる手前までを勉強しますO

ワークシート①を、竹芝寺①と書いてあるプリントを見てください。今読んだと

ころにはまだ男しか出てきてないんですけど、この男がどういう状況にいるのか

というのを見ていきます。まずこの男は何をしているのでしょう?今、.説明し

ながら読んだところに男がなにをしているのか、ということが書いてあります。

では男がなにをしているのか、開いてみますOではS14さん。男は何をしている

でしょうか?

W!



庭掃除?

そうです。 「御前の庭を掃くとて」ということで庭掃除をしていますO男は今御殿

の前の庭を掃いていますが、なぜ男は御殿の前の庭を掃いているんでしょうか、

なぜここにいるのか,分かる人いますか?　ではS15さんO

O

この男はボランティアで庭を掃いているわけじゃなくて。なぜここで庭を掃いて

いるのでしょう?
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ではS16君O　なぜ男は庫を掃いているのでしょうか?

仕事だから。

うん、仕事。どういう仕事かというと火焚屋の火焚く衛士という仕事です。火焚

崖の火焚く衛士の仕事はこの教科書の下にも書いてありますけど、火焚屋という

宮中の響護の衛士が庭火を焚いて見張りをする小屋の火を焚く仕事なのですが、

今回はたまたま庭を掃いていました。そしてこの衛士という仕事は、この男の故

郷は今働いている京都ではなくって、武蔵の国というのが故郷でしたO　その故郷

から離れて京都で働きなさいといわれて働いていますO　無理やり連れてこられた

ようなかんじで働いています。そして当時身分の高い人は肉体労働などしていな

かったので、この男は身分の低い人といえますo　これが今の男の現状です。

次にこの男が庭を掃きながらつぶやいていた独り言を見ていきましょう。まず、

「などや苦しきめを見るらむ」これはこの独り言を読むうえで重要な言葉なので

文法的に読んでいきましょう。 「などや苦しきめを見るらむ」まず「などや」の「な

ど」は「どうして、なぜ」という疑問をあらわします。そして次にここにある法

則があるんですけど,この津別の名商をみなさん知っていますか?　この「や」

と「らむ」に関係する法則の名前-.

倒置拾。係り結び。

お、係り結び。係り結びですo　これが係り結びの法則ということは「などや」の

「や」があり、鰭びの「らむ」は何形でしょうか?　この助動詞「らむ」の活用

形が分かる人はいますか?

終止形o

残念。違う。係り結びの法則だからここは-・

連用。未然連用終止連体-未然O

未然じゃない。

ア然O使役O

違う。

未然連用連体終止-巳然o rらむ」ってことはあれよ、あれ形O終止形?　連体形

じゃない?　係助詞?
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S19

T

S20

T

S21

係助詞は「やム

連体形でいい。連体形。

連体軌連体形です。 「や」の糖びは連体形、これが係り結びの法則ですDそして

この係り結びの法則によって何を音味しているのでしょうか?

強調。

違うO　ヒントは「など」に「どうして、なぜ」っていう意味があることですO

疑問O

当たり。疑問ですD疑問を表現しています。ちなみに「らむ」は原因推量の助動

詞。こういうふうに文法でみることによって、 「どうしてこんな苦しい目を見るの

だろう」と疑問形で訳します。次に「わが国に～なびくを兄で」この風景がどん

な風景かわかるでしょうか?　この男が言っている直柄のひさごの風景というの

は、 (図を措きながら)これが直柄のひさごです.こっちから北風が吹いたならば、

このひさごがこっちに向くと0両からだったらこっち向きO西の場合も東の場合

も同様であるという、ほのぼのとした風景です。そんなほのぼのとした風景を男

はつぶやいています。そしてなっかしいふるさとの情景が書かれているとワーク

シートのカッコに書いてくださいO係り結びの法則のところもちょっと狭いけど

書き込んでおいてくださいO

そしそ独り言の最後のほう、∵かくてあるよ」のrかく」というのは「このように」

という意味なんですけど、 「このように」とはどのようにしていることでしょう?

ではS宕1君。男はどうしてこんな苦しい目を見ているのだろうかと、懐かしいふ

るさとの情景も見ずに、どうしてこのようにしているのだろうのか、と言ってい

るんですけど、 「このように」とはどのようにでしょう?

(チャイム)

ではこの続きはまた明日。次の時間も竹芝寺①のワ-クシ-ト使うので持って来

てください。
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第2時(2005年2月15日火曜日6時間目)

それでは昨日に引き続き竹芝寺をします。昨日は男の独り言をしている途中でチ

ャイムが鳴って終わってしまったのですが、今回はその続きからします。

まずは音読をするので、わたしが読んだ後を続けて読んでください。それでは248

ペ一一ジです0

48ページ?

248ページ。 (現代語訳付きの)プリントの方を見てもいいよ。それでは読むので

後に続いて説んでください。

(「これは～着きにけり」 (前半部分)を追従読み。)

では今日はここまで読むことにします。みなさん、竹芝寺①と書かれたワークシ

ートを持っていますか?　忘れた人はいませんか?

(忘れた生徒にワークシート①を配る。)

それと今日は①のプリントも使うのですが、新たに②のプリントも配りますO

(ワークシート②を配るO)

それでは今日はみなさんに、この竹芝寺②と書いてあるプリントのr語句」のと

ころに語句の意味が書いてありますが、カッコして何も書いてないところがあり

ます。そこを教科書の298ページに古文重要語句というのがあるので、それを引

いて調べたのをこのカッコに書いてくださいOその間にわたしは黒板の方を書い

ておくのでO

(作業)

もうみんな書けましたか?　それでは竹芝寺①というワ-・クシートの方を出して

ください。前回の続きからしようと思いますc

irti?

吹き出しの絵が措いてあるプリントです。 (黒板を指して)ここに書いてあること

は昨日みんな書いていると思うので、今日は写す必要はないですO　男が独り言を

言っていて=・御殿の前の庭を掃きながら、男が独り言を言っていました。どうし

てこんなっらいめを見るのだろう。なつかしいふるさとの情景を言い、かくてあ

るよと最後につぶやいていますO　この「かくてあるよ」というのは、こうしてい

るよ、このようにしているよという意味ですが、 「このように」とはどのようにし

ていることか、というところで昨日は切れたのですが、 「このように」とは現在の

状況を指しているので、このように御殿の前の庭を掃いて、武蔵の国から火焚屋

の火焚く衛士として働きにでている、ということです。このプリントの「男は何

をしているか」というところにグルーつと丸で囲んで、 「かく」のところにこのよ

うに書き込んでください。この次にみなさん気なっていると思いますが、こうい
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S3

T

う吹き出しがあります。

書き方がわからないO

あ、この書き方?　男が何をしているかということをプリントに書き込みました

よね。この書き込んだものをグルーと囲んで、そしてそこから矢印をビビビとの

ばしてください。

では、次にこの男のふきだしの中に独り言を言っている時の男の気持ちを書き込

んでみましょう。この独り言を言っているときの男の気持ちというのはどんなも

のでしょう?　誰かに聞いてみましょうOでは、 S2君。 S2君、この独り言を言っ

ているときの男の気持ちとはどんな物でしょう?

寂しい気持ちO

はい、寂しい気持ちD他にもいろいろな複雑な感情が絡まって出てきた言葉なの

で、寂しい気持ちの他にもどんな気持ちがあるのでしょう。では、 S3さんお願い

します。

こわいO

こわい?　こわいというのは何がこわい?

CI

わからない?　このように、ふるさとから離れて知っている人もいない京都で、

衛士の仕事が幸いのかもしれないし、早く仕事を終えてふるさとに帰りたい、そ

ういう気持ちがあって独り言を言っているのかもしれません。そうですね、この

r苦しきめを見るらむ」というところに辛い気持ちが表れていますO　この独り言

に代表される気持ちとして、1つめはどうしてこのような辛いめを見るのだろうと

いう嘆きO　それとふるさとが懐かしくて寂しいなあ、帰りたいなあという望郷の

念、こ、の2つの気持ちが大きく表れている言葉だと思います。これで昨日途中ま

でになっていた男の独り言の部分が終わりました。

では、次はお姫様が登場する場面を読んでいきます。このお姫様が登場する場面

を現代語訳していくので、現代語訳の書いてあるプリントを見ながら聞いていっ

てください。 「その時、帝の御むすめ」と書いてあるところからやりますO

「その時、帝の御むすめいみじうかしづかれ給ふ」その時、帝の娘さんでたいそ

う大切に育てられていらっしゃる方で、 「ただひとり御簾の際に立ち出で給ひて」

ただひとり御簾の側にお立ちになって、 「柱によりかかりてご覧ずるに」柱に寄り

かかって外をご覧になっていると「このをのこのかくひとりごつを」この男がこ

のように独り言を言うのを、 「いとあはれに」非常にこころうごかされ、 「いかな

るひさごの」どのようなひさごが、 「いかになびくならむと」どのようになびくの

であろうかと、 「いみじうゆかしくおぼされければ」非常に見たいとお思いになっ

たので、 「御簾を押し上げて、 『あのをのこ、こち寄れO』」そこの男よ、こちらに

参れO 「と召しければ」とお召しになったので、 「かしこまりて高欄のつらに参り
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たりければ」男は畏まって高欄の側に参上したところ、 「『言ひつること、いま--

か-り我に言ひて聞かせよo』」今言ったことをもう1度私に言って聞かせよO 「と

仰せられければ」と仰せになったので、 「酒壷のことを、いま-かへり申しければ」

酒壷のことをもう1度申し上げたところ、 「『我率て行きて見せよ。』」私を連れて

行って見せなさい。 「『さ言ふやうあり。』」そういう理由があるのだO 「と仰せられ

ければ」と仰せになったので、 「かしこくおそろしと思ひけれど」畏れ多くおそろ

しいと思ったが、 「さるべきにやありけむ」こうなるはずの因縁であったのだろう

か、 「負ひ奉りて下るに.1姫様を背負い申し上げて国に下るときに、 「論なく大過

ひて来らむと思ひて」この「来らむ」の「らむ」は推量の助動詞なので、 「～だろ

う」と訳します。きっと追っ手が追いかけてくるだろうと思って、 「その夜、勢多

の橋のもとに、この宮を据ゑ奉りて」この姫様を置き申しあげて、 「勢多の橋を一

間ばかりこほちて」 「こほちて」というのは壊してという意味ですO勢多の橋を一

間ほど壊して、 「それを飛び越えて、この宮をかき負ひ奉りて」この姫様を背負い

申し上げて、 「七日七夜といふに、武蔵の国に行き着きにけり。j武蔵の国に行き

着いたのであったO

という話なのですが、ここで重要な文法が出てきます。 「巳然形+ば」という文法

があります。 「巳然形+ば」というのには原因・理由を指す場合と偶然条件を指す

場合があります。原因・理由というのは、 「～ので・～だから」というふうに使う

「～から」そして偶然条件というのは、 「～すると・～したところ」というふうに、

こういう使い方があるのですが、では、この文章の中から「巳然酢十ば」が使わ

れている部分を探してみましょう.それでは、 S4君、どこからでもいいのでどれ

かひとつ言ってみてください。
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S6

それでは、 S5君どうですか?

「ければj

「ければ」、お、そうです。 「ければ」もいろいろありますけど、どの「ければ」に

しましょう?

「申しければ」

はい, 「酒亘のことを、いま-か-り申しければ」の箇所ですね。では、この「申

しければ」を使って説明していきますOみなさんはこの部分を見つけられたでし

ょうか?まず、この「けれ」は過去の助動詞「けり」の巳然形ですO　そしてこの

巳然形と　rば」がくっつくと原因L理由か偶然条件を表しますが、ここの文章の

場合はどちらになるでしょうか?これは文脈で判断するしかないのですが、原

因・理由か偶然条件、どちらの意味を表しているか誰かに聞いてみます。 S6君わ

かりますか?

m



T 現代語訳のほうを見てみると、この「もうしければ」はどういうふうに訳してあ

るでしょう?

°

「申し上げたところ」とあるので偶然条件の方があてはまります。なのでこのr巳

然形+ば」は偶然条件を表しているといえます。今まで読んだところの、このほ

かの「巳然形+ば」について、原因・理由か偶然条件か言っていくので、現代語

∴∴∴∴　∴.∴~∴∴∴~∴
然形+ば」の「ければ」があります。これは「非常に見たいとお思いになったの

で」とあるので原因・理由を表していますo次に「御簾を押し上げて-と召しけ

れば」この「巳然形+ば」は訳を見ると「お召しになったので」とあるので原因・

理由を表しています。次に「かしこまりて・-参りたりければ」この「ければ」は

「高欄のそばに参上したところ」となっているので、偶然条件を表しています。

次に「言ひつること-.と仰せられければ」ここにもまた「ければ」が出てきますO

これは「仰せになったので」となるので原因・理由を衰しています。次に「酒壷

のことを-申しければ」この「ければ」は前に説明したように「申し上げたとこ

ろ」とあるように偶然条件を表していますoそして「『我率て行きて-仰せられけ

れば」これは「仰せになったので」となっているので原因・理由を表していますO

今回読んだところでは以上が「巳然形+ば」の登場する部分です。それでは、文

匡まず、お姫様はどんなふうに育てられているのでしょうか?文章中に書い
iてあります。わかる人はいますか?ではS7さんOお姫積はどのように育てられ

ているのか、教えてください。

e

「その時、帝の御娘いみじうかしづかれ給ふ」という文が、そういうふうに育て

られましたよ言っているのですが。この文章の意味はわかりますか?　プリン

ト?プリントは上の方の後ろから5行目からo 「その時、帝の御娘-・」O

いみじうかしづかれ給う?

そうそうCそう、お姫様でたいそう大切に育てられている、そういう人ですOそ

して、お姫様ということは、帝の娘です。とても身分が高い。これが今のお姫様

の境遇ですo

たいそう大切に育てられてられているお姫様が「御簾の際に立ち出て給ひて、柱

に寄りかかりて御覧ずるに」。 「御簾」っていうのはみなさんわかりますか?　こ

の文章に「御簾」 「高欄」という不思議な言葉が出てきているのですが、ちょっと

8(〕



説明しますD教科書を見てください　249ページに「御簾」と「高胤の絵が載っ

ています。まず、 「御簾」というのは教科書にもありますが、簾ですね、カーテン

みたいなC簾のことを「御簾」といいますOそして「高欄」というのは、このま

るでベランダみたいなところの手すりの部分を「高欄」といいます。その御簾の

そばにお姫様が立っていて近くにある柱に寄りかかって、外を見ていらっしゃるo

外を見ていたら男が独り言を言っていて、お姫様はとても深く感動されて、どん

なひさごがどのようになびくのだろうととても見たいとお思いになったoなので、

このカーテンみたいな御簾を押し上げて「そこの男よ、ちょっとおいで」とお呼

びになって、高欄というベランダみたいなものの手すりの近くまで男を呼び寄せ

たということです。この光景はみんなわかるでしょうか? (黒板に図を書き)

こういうふうなところに2人は立っていて、男を呼び寄せたお姫様は、 「言ってい

たことをもう1度わたしに聞かせなさい」と仰って、男はさっきつぶやいていた

酒壷のいことをもう1度お姫様に申したら、 「わたしを連れて行きなさい」とお姫

様は言いましたo rそういう理由があるのです」と言いましたOそして男は、お姫

様を連れて行くなんてとてもおそれおおいことだと思ったけれども、そういう因

縁でもあったんだろうと背中に背負って自分の国に連れて帰りました。という話

の流れですO

ではなぜお姫様は「わたしを連れて行きなさい」といったのか、その理由がわか

る人はいますか? SS君起きてください。 STさんもoお姫様は「わたしを連れて

行きなさい」と言いました。なぜ「連れて行け」といったのでしょうか? S9乱

なぜお姫様は「わたしをあなたの国に連れて行け」といったのでしょうか?

見たかったから。

そうですO男の独り言を聞いて見てみたくなったから。

くチャイム)

では、ここまでをワークシート(②)に書いておいてくださいQそれではまた明

】後日、お姫様の気持ちをやりますU
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第3時(2005年2月17日木曜日5時間目)

S

　

叩

-

i

 

x

n

 

H

それでは一昨日に引き続いて竹芝寺を読みますO教科書の248ページを開いてく

ださいoそれでは今竹芝寺を読んでいますけど、ちょっとj.日あいたのでどこま

で言如呈進んでいるかわからないかもしれないので、誰かに今までの話の内容を教

えてもらいます。では、 Slさん今までの竹芝寺の話がどこまで進んでいたか?

今は武蔵の国に行って-わからん。

最初から順を追って、まず最初に誰が出てきたでしょうか?

最初に宮・-帝?違ったあの人、火焚屋の火焚く衛士?

そうです火焚屋の火焚く衛士が出てきました。そして火楽屋の火焚く衛士がまず

独り言を言いました。そしてそれを誰が聞いていたのでしょうか?

宮?

そうです宮、帝の娘。宮とか皇女とか書いてありますけど。その帝の娘が御殿の

甲から男の独り言を聞いていて、そして男に「ちょっとこっち-来なさい」と呼

びつけて、 「もう一度その独り言を言いなさい」といったところまでを一-一昨日やり

ました。前回はワークシート②の竹芝寺②とかいてあるプリントの宮の気持ちお

姫様はなぜ「率て行きてみせよ」と言ったのかというところの途中までやってい

ましたo竹芝寺②と書いてあるワークシートのない人・-?他に忘れた人はいま

せんか?続きに書くところから今日はやっていきます。

姫はなぜ「率て行きてみせよ」と言ったのか?ではその続きからやりますよ。

前回途中までこの答えが出ていてどのように、どのようなひさごが、どのように

なびくのか、お姫様が見たいと思ったからこれが1つの理由として前回出ていま

した,Jさらにまた今日は続きを考えるんですけど、お姫様がこんな風にどのよう

なひさごがどのようになびくのだろうと思ったのは男の独り言が原因でしたよ

ね?男の独り言がそういう内容を言っていたので、この男の独り言に大変心を

動かされたからと言えます。そしてまた教科書250ページの2行目のところを見

てください。男がいま-かえり申しければ、 「我率て行きてみせよO　さ言ふやうあ

り」と姫がおっLやいました。ここの文にあるように「さ言ふやうあり」という

のも理由の1つです。 「さ言ふやうあり」の「さ」というのは「そのように」とか

「そう」という意味なので、これを訳すると「そのように言うわけがあるのだj

という訳になります。と、姫様白身が「そのように言う理由があるのだ」と言っ

ています。でも、その理由っていうのは、まだこの時点では明らかにされていま

せんO　ここまでが何故姫様が「私を連れて行け」といったのかというその理由の

説明になりますO　ワ-・クシートのほうにここの部分を写しておいて下さいo

書く欄が狭いんだけど-

ちょっと狭いけど工夫して、がんばって写してくださいo
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それではまた教科書のほうに戻ります250人㌻一一ジのl行目をまたちょっと見てい

くので、みなさんも見てください。 「『言ひつること、いま-かへり我に言ひて聞

かせよ』と仰せられければ、酒壷のことを、いま-かへり申しければ、 『我率て行

きてみせよO　さ言ふやうあり』と仰せられければ」という部分があってここはお

姫様と男の会話が書かれている部分です。

そこでひとつ皆さん気付いたかどうかはわからないんですが、 「申す」と「押す」

という言葉が出てきます。これにはちょっと使い分けがしてあって、どういう使

い分けがされているかわかりますか?　どういうときに「申す」というのが使わ

れて、どういうときに「伸す」というのが使われているのか、それをちょっと聞

きます。それでは、 S3さん。 S3さん、この「申す」と「伸す」がどういう使い分

けをされているのか分かりますか?教科書の250ページの1行目から3行目ま

での間に「申す」が1回と「伸す」が2回出てきているんだけど、どういうとき

に「申す」というのが使われてどういうときに「伸す」というのが使われている

か?

Cl

わかりませんか?そしたらわかる人はいるかな?ではS4君。どういうときに

「申す」が使われてどういうときに「押す」が使われているか?

身分が高い人が言うのと身分が低い人が言うのの違い。

あ、そうです。では、この話の中では誰が言っているときに「申す」が使われて、

誰が言っているときに「伸す」が使われているか?

「申す」は男で、 「伸す」は姫。

そうです。ここのお話の中では「仰す」が使われるのはお姫様がものを言ったと

きに「伸す」が使われています。そして「申す」が使われるのは、男がものを言

うときに「申す」が使われています。そして、これはさっきS4君が言ってくれた

んですけど、 「伸す」は身分が高い人がものを言うときに、 「伸す」というのが使

われます。そして「申す」は身分が低い人がものを言うときに「申す」という言

葉が使われます。これは敬語表現のうちの1つなんですけど、敬語といのは3つ

の種類があるんですけど、 3つの種類を総称して敬語と言っていますDなのでこの

r伸す」と坤す」は同じ敬語ではあるんですが種類がちょっと違いますoこう、

'姫が言う、男が言うという違いがあるように、身分が高い人の行為に使われるこ

とばの敬語を尊敬語と言います。そして身分の低い人が行うことをあらわす言葉

の言葉が、謙諦語という敬語の種類になりますOちょっと謙譲語って言う漢字は

難しいんですけど、覚えておいてぐださいOこの謙譲語と尊敬語の違いは、また

次回説明するので、今回はこれくらいにしておきます。

では次にまた教科書のほうに戻りましょう。では、 250ページの4行目から、お姫

様が「我率て行きてみせよOさ言ふやうあり」と言った後から読んでいきます。 「か
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しこくおそろしと思ひけれど、さるべきにやありけむ、負ひ奉りて下るに」とい

うところがありますがお姫様に「私を連れて行きなさい」と言われた男がお姫様

からいきなりそんなことを言われたので、とても恐れ多く思いましたO　なんでお

姫様がこんな私なんかにつれていけなんて言うんだろうと驚きもし、恐れ多く思

いもし、またさるべどうしようと怖くもなりましたO　でも「さるべきにやありけ

む」、 「さるべきにやありけむ」という言葉が入っています。これはさっきの「さ

言ふやうあり」にも出てきた。あ、そのまえにこの「さるべきにやありけむ」の

「さる」というのは2つの言秦が合体した言葉です。本当は「さあるべきにやあ

りけむ」という言葉なんですが、それが短くなって「さる」というふうになって

いますO　なのでこの「さる」の「さj　っていうのは、隣の「さ言ふやうあり」の

「さ」と同じで「そのように」 「そう」という意味になっていますO　ここの文章に

は「や」 「けむ」というのができているので、係助詞の「や」が出てきて結びの助

動詞がこのような形になっている文法を、その法則の名前を、前回も出てきまし

たが、法則の名前をなんというでしょうか?

係り結び。

お、そうです、係り結びの法則です。しょっちゅう出てくるので注意して見てお

いてください。係り結びの法則で、係助詞が「や」であれば結びの助動詞の形は

何形になるでしょう?　活用の形は何形になるか?　誰かわかりますか?

連体形。

そうです、連体形ですOそのように押えたところで「あるべきにやありけむ」あ、

ちなみにこれは意味は疑問ですねO 「さあるべきにやありけむ」そのようにある「べ

き」というのは当然の助動詞ですoなのでそのようにあるのが当然のことOその

ようにあるのが当然なのであろうか。ギクシヤクした訳で訳せばこうなります。

スムーズに訳すると、そのようになるべき因縁でもあったのだろうか。というふ

うになります。そのような因縁であったのだろうかo　そういう運命だったのだろ

うかと思われ、そして、 「負ひ奉りて下るに」お姫様を背中に背負って自分の国の

方に逃げて行きました。そして「論なく人迫ひて来らむと思ひて」論なくという

のは「言うまでもなく」という意味で、言うまでもなく人が追ってくるだろうと

思ってその夜男は勢多の橋というのを渡ろうとしたのですけど、きっと人が追っ

てくるだろうと思った男は、そのあとどうしたでしょうか?　それがわかる人は

いますか?　橋の前まで来たんですけど、男はそこでちょっと考えて、きっと人

が追ってくるので追って来られないようにしようと思いました。さてどのような

行動に男はでたのでしょうか?　ではS6君。男は人に追われないようにどのよう

な行動に出たでしょう?

橋を壊した。

そうです。橋を壊してしまいました。勢多の橋を壊した人が、諭なく人が追って
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くるだろうと思った男は橋を壊しました。そしてその後に橋を壊した、どのくら

い壊したか?　橋を壊したんですが、男はどれくらい橋を壊したんでしょう?

S7君、男はどのくらい橋を壊したんでしょう?

1年ぶんO

違う。書いてありますよ、 1年じゃない。

1間ぶん。

そうそう、そこのところ。

橋の脚と橋の脚の間。

そうですo　この「一間ばかり壊した」と書いてありますねOでそのr一問ばかり」

っていうのは、橋の脚と脚の間というふうに書いてあるので、 (黒板に図を書きな

がら)ここは陸地ですね、で橋の脚がこうあったとすると、ここは川ですO　とす

るとここをバキーンと壊してしまいましたO　そうするともう普通の人間だとウオ

ーと追ってきてもポチヤーンって落ちてこの橋が渡れませんO男が橋を壊し`た手

順というのを説明します。もしこっちが京の都側だとすると、こっちが武蔵の国

の側ということになります。そして、こっちから男がお姫様を背負って逃げてき

たんですけど、まずお姫様は危険がないようにここにボンとお姫様は武蔵の国側

の岸において、そして自分は戻って人が追ってきたときにここから先通れないよ

うに一間ばかり橋を壊します。そして壊した部分を、なんと男は、普通の人だと

ボチャンと落ちてしまうような壊れ具合なんですけど、ビョーンて飛び越えて、

そしてまたお姫様を背負って武蔵の国に逃げ帰りました、という話です。しかも

七日七夜で武蔵の国にたどりつきました。武蔵の国と京都っていうのがどれくら

い離れているか、.みなさんわかりますか?武蔵の国は今で言う、今の都道府県

で言うとどこだとおもいますか?

大阪e

大阪ではありません。

東衷o

お、答えが出た。ピンポーンO東京です。そして今まで男が火焚屋の衛士として

働いていた都は?

奈良。

奈良ではないです。

京都。

京乱京都ですoまあ、ぱっと考えただけでも結構離れているのがわかりますけ

ど,実際に日で見て見るために、教科書の334ペ一一ジを見てください　334ペー

ジに日本元図が載っていますo　日本地図が載っていて、武蔵の国というのは今で

言う東京の(教科書を指しながら)ここですね。

無いよ日本地図なんか。
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ありませんか?

何ページや?

334ページ。

334か。 44かと思った。

はいO　で、ここが武蔵の国で、今で言う東京Dそして京都はどこかって言うと、

この日本の真ん中あたり、ここが京都。黒い文字で丹波って書いてあるところです

ね。そこが京の都のある場所になります。それで、この日本地図の九州の下あたり

に黒い線があって、そこにこの線のぷんだけが300Kmを表していますという印が

載ってるんですけど、この長さを京都と東京のところにあわせてみると、ちょうど

この線と同じ長さ分だけ離れていることがわかりますQ大体直線距離で300Km離

れていて、そしてもちろん、そう、むちゃくちゃ離れてるの。そうね、もちろんこ

れは直線距離だから、もう山を避けたり川を避けたりして走っていくともちろん

300Km以上道のりはあるわけで、なかなか大変な道のりですOそれを男は七日七

夜かけて自分の国に行き着きましたo

それでは、また教科書に戻ります。では姫と男が京都の都から逃げて武蔵の国に

たどり着いた。で、その続きを新たに読んでいきます。では私が読むので、皆さ

んはその後に続いて読んでください　250ページの最後の行から読みますO

(「帝～居るなり。」 (後半部分)まで追従読み。)

それでは、また新たにプリントを配ります。

それでは250ページの最後から1行目改めてみていきましょうO 「帝、后、皇女失

せ給ひぬとおぼしまどひ」、 「ぬ」というのは完了の助動詞で「～てしまった」な

ので、_帝と后は皇女がいなくなってしまった、とお思いになって、そして「求め

給ふに」お探しになりましたo 「武蔵の国の衛士のをのこなむ、いと香ばしき物を

首にひきかけて飛ぶやうに逃げけるO」武蔵の国に衛士の男がたいそうよい香のす

る物を首にかけて飛ぶように逃げていった。とある者が申し出て、 「このをのこを

尋ぬるになかりけり。」 「けり」は過去の助動詞で「～た」というふうに訳すので、

この男を探してみると「なかりけり」いなかった。 「論なくもとの国にこそ行くら

めと」ここにもまた係り結びの法則が「こそ行くらめ」とあります。で間違いな

く故郷の国に帰っているだろうと「おはやけより使下りて追ふに」朝廷から使い

が下って、 「おほやけ」というのはここでは朝廷という意味です。朝廷から使いが

下って追いかけてみたが、 「勢多の橋こほれて」勢多の橋が壊れていて「え行きや

らず。」さきほど説明したように男が人が追ってくる′だろうと考えていて橋を壊し

たためにやっぱり追っ手の人たちは橋のところで男を追うことができなくなって

しまいました。 (黒板に書きながら) 「勢多の橋こほれてえ行きやらず」この「行

きやらず」というのは、この「え」っていうのは、最後に「ずj　っていう打消し

の助動詞が付いて「～することができない」という意味になります。この使い方
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を後々出てくると思うので覚えていてください昌このようにして、勢多の櫛が壊

れていたので。行くことができなかった。なので、いろいろ回り道をしていたら

「三月といふに武蔵の国に行き着きて」 3ケ月という日数で武蔵の国に到着した、

ということです。この帝や后が朝廷の役人を使ってどのようにお姫様を探したか

というのは、みなさんその手順はわかったでしょうか?まずは、帝とお后は自

分たちの住んでいる朝廷の中で、お姫様はどこに行ったんだろうって近場を探し

てみたんですけど、いなかったと。それでこうお姫様がどこ行ったんだろうと探

し求めていたら、 「武蔵の国の衛士の男がいと香ばしき物を首にひっかけて飛ぶよ

うに逃げて行ったというのを見た」と申し出たものがいました。だからもう遠く

に逃げてしまったんだなというのがここでわかったんですが、 「いと香ばしき物」

というのが教科書の251ページの1行目のところに出ていますが、ちょっとそこ

を見てください。 「いと香ばしき物を首にひきかけて飛ぶやうに逃げける」という

情報が入りました。しかしこの「いと香ばしき物」というのは何なのでしょうか?

「いと香ばしき軌が何を意味しているのか分かる人はいますか?香ばしいと

いうのは、いい香りのするものとか、そういうものですねO遠目に見たら匂いが

わからないかもしれないので、とってもいい匂いのしそうな締麗なものかもしれ

ません。それはいったい何を意味しているのでしょう?ではSllさん。この「い

と香ばしき物」はいったい何だったんでしょうか?男が首にひっかけていた「い

と香ばしき物」これを首にひっかけたまま男はビューつて逃げていったんですけ

ど、いったい何を首に引っ掛けて男は逃げていったんでしょう?

よい香りのするもの。

よい香りのするもの。それでそのよい香りのするものを-

姫。

そうです。姫です。姫は香をたきしめていてすっごくいい匂いがする人です。だ

からこれは、この言葉は姫を表しています。つまりこの武蔵の国の衛士の男が、姫

と思われる人を首に引っ掛けて、つていうのはおんぶしているのでお姫様の手が男

の首の下に巻きついているのでそう見えていると思うんですけど、お姫様を首に引

っ掛けて飛ぶように男が逃げていったのを見た人がいたわけですoそしてそういう

情報を得たので、もちろん男がどこへ逃げていったというと、だいたい想像がつい

てやっぱり自分の故郷へ逃げていったんだろうなとみんなわかったので使いの人

たちが武蔵の国に向かったわけです。そしてさっきのように、勢多の橋のところで

男がもう橋を壊していたので渡れずに遠回りをしたためどのくらいかかって武蔵

の国に着いた-

1週間。

達うね。 1週間は男がそのスムーズに一生懸命走っていた場合に・

あ、 3ケ月じゃ。
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そうです。

「三月」って書いてあるやん。

だから使いの人たちは橋を壊されてしまったがために、3ケ月もかかってしまいま

した。でも男は七日七夜でたどり着いたとO　もう時間も近づいてきたので、今日は

このようにお顛臣様と男が京都から武蔵の国にいってしまってそれに気付いた帝が、

自分の姫を探させてそれでやっとこ三月かかって使いの人がたどり着いた。という

ところまでをしました。次回はその使いの人たちが姫様に何であなたたち逃げたん

ですかって聞いたのでそれにお姫様が答えるシーンからやります。では明日も竹芝

寺③というワークシートを忘れずに持ってきてください。ではこれで終わります。
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それでは、今日も竹芝寺を勉強します.ではみなさん、教科書250ページの後ろ

から1行目から読んでいくので、 250ページを開けてください。では、今からいつ

ものようにわたしが読むので、あとの続いて読んでください　250ページの最後の

行からです。では読みますよ。

(「帝～居るなり。」 (後半部分)まで追従読み。)

それでは前回の続きをします。昨日は男がお姫様を背負って武蔵の国に逃げて行

った。そして、その姫がいないことに気がついた帝と后がおはやけの健を使って、

あちらこちらを探したところ、もう、お姫癖は男と一緒に武蔵の国に行ってしま

ったということがわかりました。それで、おはやけ使が武蔵の国に行くことにな

ったんですが、問題は、男が橋を壊したということですね。男は橋を壊した後武

蔵の国まで行ったんですけど、男は何日で武蔵の国に着いたんでしたっけ?　お

姫様を背負って逃げた男は何日で武蔵の国に帰りましたか?

3日。じゃない3ケ月。

違う0

7日O

そう。七日七夜O　そうですO男は七日七夜で武蔵の国にたどり着き、そして帝が

送ったおほやけの使いたちは勢多の橋を渡ろうとしたときに、もう男がその勢多

の橋を壊していたので回り道をしなければなりませんでした。なので大変時間が

かかったんです。どのくらい時間がかかったでしょう?

3日。じゃない3ケ月。

そ.うです。使いたちは三月かかりました。というのが昨日までの話でした。で、

今日からは、とうとう使いたちも武蔵の国に入ってお姫様とお話をしました。そ

うしたところお姫様がなぜ自分は武蔵の国に来ているかと説明をしてくれるんで

すけど、そこのところを読んでいきますO　ではこの現代語訳が載っているプリン

トを見てください。このプリントには小さくページがふってあるんですけど3ペ

ージ、 3ページの最初から2行目のところから読んでいきますDそれでは現代詩訳

のプリントを見てください。

「このをのこを尋ぬるに」この男を探すと、 「この皇女おはやけ使を召して」この

姫は朝廷の使いをお呼びになって「『我さるべきにやありけむ」また「さるべきに

やありけむ」という言葉が出てきたことに注目してください。みなさんこの「さ

るべきにやありけむ」という言葉に聞き覚えはありませんか?前回説明して出

てきましたね。

なんとかという・=違う?

そうそう。 「さ」っていうのは「さあるJ?ていうのが短くなって「さる」にな
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ったんですけど、この「さ」っていう意味はFそう」とか「そのように」とい

う意味でした。もちろんここには係り結びの法則があって、 「や」 「けむ」意味は

疑問。みなさんちゃんと覚えていたようにこの言葉は前回やったときも出てきま

した。どこにでてきていたかというと、この現代語訳のプリントでは、表の下の

段の最初から5行目のところに、 「かしこくおそろしと思ひけれど、さるべきにや

ありけむ」と出ていました。ではまた現代語訳プリントの裏側のほうの3行目か

ら続きを読んでいきますO 「我さるべきにやありけむ」私はそうなるはずの因縁で

あったのだろうか。 「このをのこの家ゆかしくて」この男の家が見たくて、 「率て

行けと言いしかば率て来たり」ここに「言いしかば」というふうに「巳然形+ば」

というのが出てきていますね。これは原因・理由を表しています。なので「率て

行けと言いしかば率て来たり」連れて行けと言ったので連れてきてしまったのだ

と訳します。そして「いみじくここありよくおぼゆ」たいそうここは住みやすく

思われますO 「このをのこ罪し掠ぜられば」またここに「ば」という接続助詞が出

てきましたが、今度は巳然形ではないということにみなさん気付きましたか?

接続助詞の「ぱ」は、今までずっと「巳然形+ば」で出てきたんですけど、この

「られ」というのは未然形です。受身の助動詞「らる」の未然形「られ」。活用の

仕方はわかりますか?　られ・られ・らる・らるる・らるれ・られよ。それの未

然形ということです。なので今までのように「巳然形+ば」だったら理由原因を

表したり、偶然条件を表したりといいましたが、未然形と「ば」が引っ付くと仮

定条件というものを表しています。 「もし～ならば」という仮定条件を衷していま

す。なのでここは、 「もしこの男が罰せられてひどい目にあわせられてしまうので

あれば」、という仮定の条件として訳します。そして「我はいかであれと」私はど

うしろというのですかo rこれも前の世にこの国に跡を垂るべき宿世こそありけ

め」 「べき」というのは当然の助動詞で、 「こそありけめ」と係り結びの法則があ

りますo　ここの場合の意味は強調ですね。これも前世でこの国に住み着く因縁で

もあったのだろう「はや帰りておほやけにこのよしを奏せよ。J早く都に帰って帝

にこのことを奏上しなさい、申し上げなさいと「仰せられければ」仰ったので、

ここで「奏す」という動詞が出てきました。意味は物を「言う」という意味なん

ですけどこれは敬語表現ですo 「言ふ」の敬語表鄭ま昨日も説明したとおり他にも

「申す」 r伸す」がありました。それで、 「抑す」はおっしゃる、言うという意味

でも尊敬語なので「おっしゃる」と訳します。 「申す」も言うという意味ですが謙

譲語なので申し上げると訳します。 「奏す」はこれは「申す」と同じように謙譲語、

だから「申し上げる」rと訳してもいいんですけど、ただこの「奏す」は使う人が

限られています。天皇に何か言うときだけこの「奏す」を使います。このことを

覚えておいてください。 「奏す」は「申す」と同じような働きであるけれども、使

うのは天皇にだけ使う、それを覚えておいてください。
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それでは、お姫様が何故自分は武蔵の国にい杏のかということを今説明してくれた

ので、その内容を確認していきます。今から竹芝寺③というワークシートを使うん

ですけどワークシート③を持ってない人はいますか?　みんなワークシート持っ

ていますか?　教科書の251ページの後ろから2行目を見てくださいO　教科書の

251ページの後ろから2行目に「我さるべきにやありけむ～このよしを奏せよ」と

この部分が姫自身が何故自分はここにいるのかということを説明している言葉に

なっているんですけれども、ここの姫の言葉から、どうして姫が武蔵の国にきたの

か誰か説明してください。それでは誰かに当てましょうかね。それではS4君o　す

ごく目が合いやすい位置にいるから当ててしまう0

150ページ?

251ページ。お姫様がどうして自分が武蔵の国に来ているのかとこの251ページ

の最後から2行目あたりから説明してくれているんですけど、そこをS4君に言っ

てもらおうかなと思っています。

里帰りD

お姫様の実家はここではないですよ。お姫様の実家は京の都o

男の。

そうそう男の実家がここであるからそれはそうなんですけど。ここが男の実家で

あるからそうなんですけど、そうですね、男の実家を見たかったからここに、男

に連れて行けって言ったからここにいると言っていますね。それもひとつですねO

つまり男の家が見たかったということですね。そして男の家が見たかったから男

に連れて行けと言ったら連れてきてもらったんだとO　そしてその後また理由をい

っています。ではS5さん。どうしてお姫様は武蔵の国に行ったんでしょうか?

わかりません。

そうですか.S6さんわかりますか?　お姫様がなぜここに来たのかっていうのを。

じやけえ、男の人が独り言を言いよって、それがどんなんかなって見たかったか

ら。

そうですね。それはここに書いてあることなんですけど、確かにそれはあります。

で、そもそもなぜそんなふうに男の独り言が気になってここに来たのか、そもそ

もの原因というのをここで初めてお姫様は明らかにしているんですけど、そこが

分かる人はいませんか?そもそもの原因があったのです。それは何でしょう?

ではST君わかりますか?

252ページの2行目あたりに書いてあるo

質問の意味は?

質問の意味はこのお姫様が何故武蔵の国に来たのか、その理由をお姫様自身がし

ゃべってくれているんですが、そこのところを説明してください。お姫様はなん
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と説明してくれているんでしょうか?

前世でこの国に住むはずの因縁があった。

そうです、そこのところです。前性でこの国に住むはずの因縁があった。そこで

すft.,

お姫様自身、これがそもそもの理由だと言っています。これは今までの謎めいた

表現の全ての答えになっているんです。それは今まで「さるべきにやありけむ」

というのが2回出てきて、そして最初のほうでもお姫様が私を連れて行けと言っ

た時に、 「さ言ふやうあり」そういう理由があるのだ、という何かちょっとよくわ

からないけど、そういう理由があるんだという謎めいた言葉を残していました。

それらすべては、こういう理由っていうのはどういう理由があったかっていうと、

この国に住み着く因縁があったということです。教科書の250ページの3行目に

「さ言ふやうあり」。同じく250ページの4行目にも「さるべきにやありけむ」。

そして251ページの7行目「さるべきにやありけむ」o　これらの、 「さ」 「そのよう

な」というのが何かと言うと、今その謎が解けました。これをワークシートの「姫

が武蔵の国に来た理由」っていうところに書き込んでください。

それではまた続きを読んで行きましょう。それではこの現代語訳のプリントの裏

側のお姫様の言葉の続きからまた読んでいきましょう。 「はや帰りておはやけにこ

のよしを奏せよ』と仰せられければ、言はむかたなくて」姫様にそんなふうに言

われたので使者はもう言いようもなくて「上りて、帝に、かくなむありつると奏

しければ」、 「かく」というのは「このような」という意味です。 「なむありつる」

とまた係り結びの法則があり、これは強調を意味しています。 「奏す」はさっき説

明した天皇に申し上げるという意味です。 「ければ」はまたr巳然形+ば」で今度

は偶然条件を表しています。都に上って天皇にこのようであったと申し上げたと

ころ、 r言ふかひなし」言ってもしょうがない。しかたがない。 「そのをのこを罪

しても」その男を罰しても「今はこの官を取り返しヾ都に返し奉るべきにもあら

ず」今となってはこの姫様を取り返して、 「ず」は打ち消しの助動詞です、都に返

し申し上げることもできないO 「竹芝のをのこに」竹芝の男に「生らむ世のかぎり」

「ら」は存続の助動詞、 「む」は娩曲、生きている世のかぎり「武蔵の国を預けと

らせて」武蔵の国を預け与えて「おはやけ事もなさせじ」おはやけ事もさせない

でやろう。 「おほやけ事」というのは教科書にも書いてあるように、租税を納めた

り、労役をしたり、それを「おはやけ事」といいます。それはもう男はしなくて

よいと、衛士として働かなくてもいいよと言ってくれま・した。 「ただ、宮にその国

を預けたて奉らせ給ふ。』」ただ姫にその国を預け申し上げよう. 「よしの宣旨下り

にければ」そういった内容の宣旨が下ったので、ここはまた「巳然形+ば」で原

因.理由を表していますo　そして「宣旨」というのは教科書の下にも書いてあり

ますが、天皇が仰ったことを伝える文章です。このように帝からお姫様たちにこ
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のような処置が下されたわけですが、どのような処置が下されたのかそれを今か

らまとめてみましょう。では帝はこの姫と男に対してどんな処置を下したのか、

それをいまから誰かに言ってもらいましょう。じゃあ

S8君Q　帝はどのような処置を姫と男に対してしたでしょうo

i'rvはト、机　1./.-.

ううん?　そういうことはかいてありませんよ。

また造り、立て直した。

ああ、この後に書いてあることは、男が家を作り直したんですねO　だから天皇で

はないですよo

立てろと言った。

ううん、言ってはいない。

取り返したo　家をo

ううん、取り返してもいない。天皇が言っていることをよく読んでください。 「言

うかひなし～預け奉らせ給ふ」と言っています。

宮に国を預けろとO

そうですO　宮に国を預ける。宮というのは姫のことなので、姫に武蔵の国を預け

る。そして他にも男に対しても何か言っていますが、それは何でしょラ?S9君。

帝は男に対してどういう処置をしたでしょう?

わかりません。

そうですか。ではSIOさんわかりますか?　帝は男に対してどういう処置をした

か、ヒントこれ(黒板の「おはやけ事」を指しながら)0

租税や労役などをさせない。

そうです。租税や労役をもうしなくてもいいと言ってくれました。男には租税労

役は課さないと言いましたD　また「そのをのこ～べきにもあらず」もしこの男を

罰して、お姫様から引き離し、姫は都に帰してもらうぞってそんなことをやった

としても、お姫様は悲しむばかりだろうから、もう男も罰さないし、お姫様は武

蔵の国にいていいよと2人を許しました。男は罰さない、そして姫は都に帰って

こなくてもいいと、そういう処置を帝はしました。それでは「帝の処置」のとこ

ろをワークシートに書いておいてください。

それでは最後の部分を読んでいきましょう。現代語訳の書いてあるプリントの

うしろの最後のほうを読んでいきますo 「この家を内裏のごとく造りて住ませ奉

りける家を」さきほど帝からこのように許され、お姫様も自分も武蔵の国に住む

ことになったので、男は今まで自分が住んでいた家を内裏のように造ってお姫様

を住まわせ申しあげた家。 「内裏」はまず読み方を覚えておいてください。 「うち

うら」と書いて内裏と読みます。内裏というのは天皇が住んでいる御殿のことで

すoつまり男は自分のE副こまるで天皇の御殿のような立派な家を姫のために造っ
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たのです。そして姫も亡くなり主のlいなくなりてしまったこの家を「寺になした

るを」寺にしましたo 「竹芝寺といふなり」竹芝寺というのである。つまり、竹芝

寺というのは昔お姫様が住んでいた家のことだったのです。そして、 「その宮の生

み給へる子どもは」そのお姫様が生みなっさった子どもたちは「やがて武蔵とい

ふ姓を得てなむありける」 「なむありける」というのは係り結びの法則があって、

強調を意味しています。武蔵という国の名前をそのままとって、武蔵という名字

をもらってそこに住んだということです。 「それより後、火焚屋に女は居るなり。」

火焚屋にはもう男はおかず女が詰めているそうである。というふうにしてこの物

語は終わりましたD

では最後に「それより後、火焚屋に女は居るなり。」というのが最後の文章なんで

すけど、なぜ火焚崖に女が詰めるようになったのでしょうか?　ではSIO　くん。

どうして火焚屋には男じゃなくて女が詰めるようになったのでしょうか?

こういう事件が起こらないようにするためO

そうですD　やっぱりこんな事件は2度と起こって欲しくないというのが本音なの

で、どうして火焚屋に女しか詰めなくなったのかというのは、もう2度とこのよ

うな事件が起こらないようにするためです。このような事件っていうのはもちろ

んお姫様と男が都を飛び出して武蔵の国-行ってしまったという事件です。帝に

してみれば娘がどこか行ってしまうということは大変さびしいことですし、2人を

許したものの、 2度と起こって欲しくない事件なので、このように対策をとりまし

たO　これで無事に竹芝寺のお話が終わりました。最後に、まとめのプT)ントを作

ってきたので、これを見てどんなお話だったかというのを思い出してくださいO

(補助プリント④を配る。)

(チャイム)

それではみなさん、 4時間お付き合いいただいてありがとうございました。

ありがとうございましたO
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第3節　授業実践を通して得られた知見と反省

(1)　指導者について

1)柔軟で適切な授業進行を行う姿勢

1時間目の授業を終えた時点で、計画が全く予定通り進まないことがわかった。 2時間目

以降の授業案は大幅に変更され、当初4時間日に計画していた内容は削除しなければなら

なかった。そのような状況で、どうやって「竹芝寺」を4時間で完結させられるか、焦っ

た。せっかく予定した内容を無駄にしたくないという思いもあり、思い切りよく内容を簡

略化する判断力を失っていた。そのため1人でしゃべってしまう部分が多くなってしまい、

生徒たちに退屈な思いをさせてしまった。今後は余裕のある授業計画を目指し、柔軟にこ

とを切り抜ける判断力を身につけたい。

(2)　指導法について

1)文法事項の説明は必要最小限に

本来ならば、内容理解を重視し、生徒と共に古典の謡の流れを楽しみながら読むべきで

あった。しかし、文法事項の説明を中途半端にしてしまったた桝こ、内容理解の時間が十

分に取れなかったo文払事項の説明をするにしても、現段階で生徒がどこまで理解してい

るかを正確に把握し、余計な説明は省くべきだったと反省する。

2)生徒を信頼し、対話する

あからさまに答え当ての授業であった。生徒から期待している答えが返らず、授業が進

まなくなることを恐れ、発間の回数も少なかった。もっと生徒を信頼し、生徒と対話しな

がら授業を進めるべきであった。教師として教壇に立つ時には、生徒との間に倍塀関係を

作り、対話できるようにならなければならない。それが十分にはできなかったのではない

かと悔やまれる。

3)生徒が持つ答えを引き出す

時間がないからと、 1間1答式の発展性のない発間をして、足りないところは自分ですべ

て説明してしまったo生徒がどれだけ理解できたか不安である。何よりも今回の授業では

生徒とのやりとりの機会が少なすぎた。あれもこれも説明しなくてはと、時間と見合わな

い無理な計画をこなすことに執着してしまい、結果的に大半の時間を1人でしゃべってし

まった。あらかじめ教師側で答えを用意しておくことは安心なようで実に恐ろしいことだ。

つい、その答えに頼って、 1間1答式にしてしまったり、自分で説明してしまったりしがち

であった。答えは教師が持っているのではないO　生徒が持っていて、それを引き出さなけ

れば授業は先-進めない。そう思っていなければ、ひとりよがりな授業になってしまうと

痛感した。

4)ハイライトを作り、メリハリのある授業に

また、 1から10までこと細かに答えを用意した結果、教材の最も重要な部分はどこかと
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いうことが、かえって分からなくなってしまった。姫の行動も、男の行動もすべて一本調

子で説明してしまったため、授業にハイライトを作ることができなかったO次回からは、

教材の軸を明確に把握し、ハイライトを作り、メリハリのある授業にしなければならない。

5)ワークシートとの対応

今回の授業は、ワークシートを用い、重要事項はすべてワークシートに書き込ませた。

板書はできるだけワークシートと対応できるようにし、ワークシートに書き込むべき箇所

はその都度指示-した。ワークシートの内容は教材の内容理解を重視し、書き込む欄はすべ

て内容理解に関するものにした。文法事項の扱いについては、口頭では必要以上に説明し

ているにもかかわらず、ワークシートではおおまかにしか扱っていないというアンバラン

スさが気になるO生徒もワークシートに書き込まなくていいとなると集中力がなくなる。

文法事項の説明は、学習内容を吟味し、絞り、ワークシートにも対応させるべきであったO

(3)　おわりに

授業中の生徒の反応からは、どのくらい理解したのか、今回の授業をどう思ったのかよ

くわからなかったが、放銀後などに授業の感想を言ってくれる生徒もいた。肯定的な感想

は大変励みになった。しかし、肯定的な感想だけが生徒たちの評価ではないことはわかっ

ている。他にも寒かった点など知りたかった。次回授業する場合には、生徒の感想を聞く

機会を設けたい。今回はそれを行わなかったため、主観的な反省にならざるをえなかったO

他者からの目を意識しなければならない。授業は自分のためではなく、生徒のためにする

ものだからだ。今の私に必要なことは客観的な目で見られ、客観的な目で見ることができ

るようになることだ。文字化資料はその要請に答えるものである。

このような授業計画は大学の授葉で何度か作ってきたOそれらは頭の中で組み立て、紙

に書き、吟味し、それで終わりだった。それを今臥実際に授業の形にさせていただき、

机上ではわからなかったこと、予想できなかったこと(計画は思うように進まないこと、 1

人でしゃべりすぎてしまうことなど)を体験することができたO大変ありがたい経験であ

った。賀茂北高校の先生方、生徒のみなさんには本当に感謝している。この経験を清かし

て次の授業につなげていけるよう、今回の反省をもとに努力することがこれからの私のつ

とめであるO
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第3章　第1学年発展クラス『更級日記』授業実践の研究

第1節「竹芝寺」学習指導案

1　日時、場所:平成16年2月14日～2月18日、会議室

2　学年、学級: 1年生発展クラス

3　教科、科目、単位数:国語、国語総合、四単位

4　教材、単元:新編国語総合(東京書籍)、 「竹芝寺」

・.Illト: :

5　本課について

①教材観:この教材は身分の高い女性とそうでない男性の恋愛を描き、それに

ょって子を想う親の気持ちを表現している。そして、人の生活は多様

な他者に支えられているということを描いているO　ま鞍、平安朝の貴

族階級の女性にはあまり見られない未知-の好奇心と強い実行力が見

てとれるO

②生徒観:発展クラスの1年生の3学期末ということで、一通りの文法事項の

確認は終わっているが、体系的な理解には至っていない可能性がある,,

今後の学習活動を円滑に行うためにも、一度文法の体系的なまとめを

行う機会が必要である。

③指導観: 「竹芝寺」を読むことを通じて文法、特に助動詞を体系的に理解し、

今後の学習活動に役立てることができるようにするO　また、子を想う

親の気持ちを理解し、平安時代と現代の恋愛について比較し、その違

いを理解する。

6　本科の目標:文法を識別法などの観点から理解し直すことを通じて「竹芝寺j

だけでなく、他の古典作品を読む力をつける。 1年次の締めくくり

として助動詞、助詞を総復習し2年次に備える。また、男女の恋愛

の在り様、またそれを見守る親の気持ちというものを考える。

97



7　学習活動の展開

第1時間目

(1)本時の目標

①正確な音読ができるようになる。

②本文を助動詞に注意しながら正確に口語訳できるようになる。

③本文を助詞に注意しながら正確に口語訳できるようになる。
(2)本時の評価の観点

①本文を、意味のまとまりに注意しながら読めたか。

②助動詞について、正確に理解できたかE,

③助詞について、正確に理解できたか。

(3)本時の指導過程

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時間

単語アス ト 1 単語 テス トを 1 時 間を と り過 ぎない よ.う 5

行 う0 に生雀 の状況に注意する0

『更級 日記』文学史 1 便 覧 を用 いて 1 あ くまで も導入なので、時 8
的位 置 に つい て確 作者、成立などに. 間 を取 り過 ぎない よ うに注 意

認 つ い て ワー クシ

ー ト(B に ま とめ

る0

する0

範読 を聞く P1 教 師 の第 1 段 1 次に行 う斉講 に備えて、範 1 3

の範読を聞 くD 読を聞くように指導す る.0

第 1 段の音読 1 第 1 段 を音 読 . 1 教師が先 導 して読む こ と 2 0

す るO (斉読). によってば らば らにな らない

ように注意する0

2 わか らない単轟、句切れ の

わか りにくい ところに注意 し

て読む ように指導するrJ

第一段の 口語訳 1 助動 詞 、助詞 1 助動詞、助細 こついて、識 5 0

「ば 」につ い て ワ. 別 や 口語訳の.仕 方を整理 しな

ー クシー ト①② が ら確認 し、知識が無 い場合は

⑦⑧ ⑨ ⑩ を用 い 便覧を用いて確認 させる0

て確認す る0 2 単語 の知識が無い場合 は、

辞書 を引い て調 べ るよ うに指

導するO

.以下、識別表 とい う記述は ワー クシー ト⑦⑧⑨⑩ を指す 0
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第2時間目

(1)本時の目標

①助動詞、助詞を正しく識別できるようになるO

②第1段の全体構造を、正しく理解できるようになるD

③「皇女」、 「をのこ」の行動について、様々な視点から考察し理解できるように
なるO

(2)本時の評価の観点

①文法事項を正確に理解できたかO

②全体構造の理解ができたか。

③r皇女」、 「をのこ」の行動について様々な視点から考察し理解できたかO

(3)本時の指導過程

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時間

単語テス ト 1 単語 テ ス トを .1 時間を とり過 ぎない よ うに 5

行 う0 生徒の状況 に注意する0

前時の想起 1 助動 詞 の識別 1 例を出 しなが ら識別表 がき 7

表 の使 い方 を確

認するO

ちん と使えるように指導す るD

助動 詞 「らむ」の学 1 助動詞 「らむ」 1 識別表 の使い方 を指導す る 1 5

管 につ い て識別 表 . 最後 の機会 なので、しっか りと使

を用 い て確 認 す

るb

い方 を理解 させ るD

第 1 段 の 内容 の確 1 「皇女 」「をの 1 「皇女」が天皇 の娘 で あ り身 1 9

認及びま とめ こ」の立場 につい 分 が高いこと、▼l一方 「をのこ」の身

ワー クシー ト⑪ て確認す る0 分が低 いことを確認す るO

2 「をの こ」の独 1 日分だ った らどうだろ う、と 2 5

り言 につ い て考 い う視 点か ら「をの こ」の想 いに

えるO ついて考えさせ るD

3 「皐女」の 「我率 1 「皇女」の立場 とい うものに 3 2

て行 きて見せ よ」 留意 して、登場人物の視点 に立つ

に込 め られ た 思

いに つ いて 考 え

る0

て考えるよ うにさせ るrト

4 「をの こ」が「さ 1 「か しこく恐 ろし」と思って 4 2

るべ き にや あ り い る点 に注 目させて考 える よ う

けむ」と思った理

由を考 える 0

に させるD

99



5 「をの こ」の 行 1 「皇女」を守 るため に.

動 につ いて 確認 うな行動を とっているかを

す るO 追って確認する0

ワー ク シー ト⑪ を 1 ワー クシー ト 1 ワー クシー ト⑪ を用 V

確認 ⑪ を用 い て確 認 を追って説明す るfJ

す る0 2 ぬ い ぐるみ を用 い る

よって、視覚的 に理解 させ

を把握 させ るO

」を守 る た め に .ど の よ 4 7

.と っ て い るか を 、順 を

す る 0

シ ー ト⑪ を用 いて 、順 5 0

明 す るfJ

tlる み を用 い る こ と に

覚 的 に理 解 させ 、内容

るO
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第3時間目

(1)本時の目標

①第1段の内容を把握する。

②第1段の登場人物の気持ちを考え、理解を深める。

③第2段の本文を正しく音読することができる。

(2)本時の評価の観点

①第1段の内容理解ができたか。

②登場人物の心情把握ができたか。

③本文を意味のまとまりに注意しながら読めたか。

(3)本時の指導過程

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時間

単語テス ト 1 単 語テ ス トを 1 時 間を とり過 ぎない よ う 5

行 う0 に生徒の状況に注意す るO I

前時 の想起 1 ワ ー ク シ、一 ト 1 ワー クシー ト⑪ の表 を用 8

⑪ を参照 して、第 いて大 まか に流れの確認 を行

1 段 の 大 ま かな う0

流れ を思い出すら 2 ぬ いぐるみ を使い、視覚的

に確認す ることによって、よ り

鮮 明に想 起す る ことがで き る

ように配慮する0

「皇 女」と「を の こ」 1 本 文 を読 ん で 1 「皇女」は身分が高い こと、 1 5

の 立 場 の違 い を考 それ ぞれ の 立場 「をのこ」は衛 士 として 労役 中

える の違 い につ い て で身分 が低 いこ とに注意 して

以下、ワー クシー ト

⑫を使用

確認す る0 確認す るO

「をの こ j の独 り言 1 本 文 を読 ん で 1 寂 しさを感 じてい る様子 2 2

の意 味を考 える 「をの こ」の心情 を 「などや …か くてあるよ」の

を読み取る0 言葉か ら読み取 らせ る0

「皇女」の「我率て行 1 「我 率て行 きて 1 皇 女 の視 点 に立 って考 え 2 6

きて見せ よ」に込め 見せ よ」と言った るよ うにさせ る0

られ た想 い を考 え

る

理由を考えるら

2 「皇女」の「をの 1 身 分の差 とい う点 に着 目 2 9

こ」に対する思い させて、「皇女」の好意を読み取

を読み取るO らせ るLll
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3 『枕草子』を用 1 火 焚屋 の衛 士の身分 につ

いて 「をの、こ」の いて確認 し、より深 く理解 した

立場.を確認す るO 上で 「皇女」の決断につ いて考

.ワー クシー ト⑪

を使用

えさせ るウ

4 言葉 の内 に秘 1 感 情 を表 に出 さない愛 情

め た愛 情表 現 に

ついて理解す るO

表現について理解 させ る0

「をの こ」の行動 に 1 本 文 を読 んで 1 「皇女」ゐ愛に対す る「をの

ついて、「皇女」への 互 い の行 動 の確 こ」の行動を確認 ぎせ る0

愛 とい う視点 か ら 課を行 う0 2 互いの愛 の深 さにつ いて

考える 考 えるrJ

次時の予告 1 次時 に、 rさる

べ き にや あ りけ

む」について考 え

るこ とを伝 える0

1 予告なので手早 く伝 える0
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第4時間目

(1)本時の目標

①第2段の本文を正しく音読することができるO

②第2段の内容を理解する。

③「さるべきにやありけむ」について考える。

(2)本時の評価の観点

①本文を意味のまとまりに注意して読めたか。

②本文について正確に理解できたか。

③「さるべき柱やありけむ」について、 2度使われている点に着目して考えられ

たか。

(3)本時の指導過程

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時間

単語テス ト 1 単 語 テ ス トを 1 時間を と り過 ぎない よ う 5

J=- > に生徒の状況に注意す る0イ了つO

前時の想起 1 ワー クシー ト 1 ワー クシー ト⑪ を用 いて 7

⑪ を 用 いて 第 1 前時の内容 を確認するO

段 の 内容 の確 認 2 ぬい ぐるみ を用 いて視覚

を行 うO 的に確認す るD

「さるべ きにやあ り 1 ワー クシー ト 1 r皇 女」の身分 に留意 して 1 0

けむ」について考 え ⑪ を使 って、 「皇 r皇女」の視点 に立 づて考 え さ

る 女 」が 「さるべ き

にやあ りけむ」と

思 っ た理 由につ

いて考 えるO

せる0

第 2 段の音読 1 第 2 段 を音 読 1 数箇所 に区切 りなが ら、数 1 7

する0 人の生徒に音読 させ るrJ

第 2 段 の文 法事 項 1 ワー クシー ト 1 第 1 時間 目に表 の使 い方 2 3

の確認 ⑮⑱ を用 い て助 を確認 してい るので、簡単にす

動詞 の確認 を行

う0

ませ る0

第 2 段 の本文 の 流 1 ワー クシー→ト 1 ワー ク シー ト⑰ に書 き込 3 3

れ をつかむ ⑰ を用 い て本 文 みなが ら本 文の流れ を確 認 さ

の 流れ をま とめ せ る0

るrJ 2 ぬい ぐるみ を使 って視 覚

的に理解 させ るO
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「さるべ きにやあ り 1 本 文 を読 ん で 1 「さるべ きにや あ りけむ」 3 9

けむ」につ いて考え ワー ク シー ト⑰ について、第 1 段 の「をのこ」、

る に書 き込み.な が 第 2 段の 「皇女」の心情 につい

ら考える0 て上ヒ較 させなが ら考 えさせ るO

「言 ふか ひな し」に 1 本文 を轟み、考 1 「言ふ かひな し」とい う吉 4 7

つい七考 える える0 菜は、帝のどの ような気持 ちか

ら出た もの なのかを考 え させ

る0

話 の全 体 の流れ を 1 ワー クシー ト 1 ワー クシー.ト⑪ ⑰ を用 い 5 0

確認す る . ⑪ ⑰ を用 い て確 て本文全体の流れ を確認する0

苛するrj 2 ぬい.ぐるみ に よって.視覚

的に説明 し理解を深 めさせる0

・どの授業もワ-クシートに書き込む形式のため、板書計画は記載しないO

ME!
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助
動
嗣
r
る
・
ち
る
」
の
1
部
.
.

用
言
・
・
助
動
詞
の
缶
用
し
た
形
の
r
部

四
段
・
ナ
変
エ
フ
変
の
未
然
形
　
+
-
r
.
れ
L

「
こ
そ
し
　
・
・
・
「
れ
(
己
v
:
¥
」
.
こ

レ
　
完
了
・
.
存
蝉

☆
　
「
た
り
]

r
た
り
l

存
就
・
完
了
の
助
動
詞
r
た
り
」

断
定
の
助
私
開
「
た
り
j

連
用
形
　
　
+
・
　
r
た
り
し
　
-
　
帯
紙
完
了

辿
体
は
・
体
嘗
・
助
詞
　
　
+
・
r
た
り
し
　
1
　
断
定

☆
　
「
つ
る
」

r
つ
る
し
　
上
　
述
用
形
旗
舵
の
完
了
・
強
健
・
並
列
の
助
助
詞
「
つ
」
の
鳩
体
形



9

☆
　
「
せ
よ
J
・

'
未
然
形
の
助
動
詞
r
す
」
の
命
令
形

・
未
然
形
の
助
動
詞
「
さ
す
」
　
の
命
令
形
の

as
L__ -　　i

1
　
使
役
・
堪
敬

☆
　
「
ペ
L
j
、
・

推
禁
・
・
グ
ロ
ウ
∴
主
チ
ガ
イ
ナ
イ
)
.

駄
恩
㌻
ゥ
、
-
い
ヨ
ウ
、
・
・
哀
`
ル
デ
モ
リ
ダ
)

可
能
(
・
蝣
蝣
蝣
;
ソ
キ
ル
)

・
当
然
T
シ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ナ
イ
'
-
ス
ベ
キ
ダ
)

命
令
T
・
セ
ヨ
1
-
シ
ロ
)

園
E
サ
同
朋
は
ト
^
H
玩
蘭
E
^
^
n
s
E
g
E
s
旧
E
S
S

予
定
?
・
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
ィ
ル
)

☆
　
「
ら
む
」

r
.
r
む
し

現
在
搬
最
の
助
助
詞
r
ら
む
j

完
了
の
助
軌
詞
「
-
」
　
の
未
魚
形
の
　
r
ざ
ら
」
十
推
畳
の
助
軌
飼
「
む
」

打
消
の
.
r
h
の
未
然
形
の
ざ
ら
」
轟
畳
の
助
助
詞
r
む
」

ラ
行
周
段
エ
フ
変
動
詞
の
未
然
形
晴
嵐
+
絶
息
の
助
軌
圃
r
む
」

形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
未
然
形
の
∴
郎
十
推
畳
の
助
動
詞
「
む
]

終
止
形
エ
フ
変
の
連
体
形
　
L
+
　
r
ら
む
」
　
1
　
現
在
推
盈

サ
変
の
未
然
形
・
潤
段
の
巳
然
形
　
十
　
T
ら
」
　
+
_
「
む
し
　
1
　
尭
了
+
推
盈

*
　
「
む
し
は
推
塵
以
外
の
意
思
・
擁
曲
な
ど
の
こ
と
も
あ
る
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ぬ

L`~~ I-~L~L l「

打
消
の
助
動
詞
r
ず
」
　
の
連
体
形
'

克
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」

独
渡
の
助
動
詞
「
ぬ
」

ナ
行
政
詞
の
終
止
形
語
尾休

X
∵
断
W
6
　
;
-
な
り
,

未
然
形
　
十
　
「
ぬ
J
　
十

l
打
消

(
体
音
の
省
略
　
+
)
助
詞

r
ぞ
・
な
む
・
や
・
か
j
　
-
　
r
ぬ
(
述
体
形
)
」
　
1
1
打
刑

迎
用
形
　
十
　
「
ぬ
」
。
　
1
　
完
了

連
用
柑
　
　
十
　
r
ぬ
」
　
+
　
棚
盈
系
の
助
動
詞
　
1
　
轍
意
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-
1

日
リ

「
竹
芝
帝
し
　
ワ
ー
ク
シ
-
卜

f
i
-
芝
寸
　
　
　
　
　
　
ト

☆
_
 
「
塾
女
」
　
と
　
「
を
の
こ
」
　
の
立
場
の
違
い
を
考
え
て
み
よ
う
!

ど
う
し
て
だ
ろ
う
?

☆
「
を
の
こ
」
が
独
り
言
を
富
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
?

☆
「
皇
女
)
の
T
親
率
て
行
き
て
見
せ
よ
。
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
考
え
て
み
ょ
う
ー
,

☆
　
「
を
の
こ
」
　
の
行
動
の
す
ご
さ
を
考
え
て
み
よ
う
!



1 3

人
文
法
の
ま
と
め
)

・・い

☆
　
「
つ
る
」

.
r
首
ひ
瑚
別
こ
と
、
・
い
.
ま
E
&
~
へ
り
我
に
青
ひ
て
開
か
せ
よ
。
」

・
・
r
つ
る
」
　
1
壷
用
形
摸
虎
の
完
了
・
執
塞
・
並
列
の
助
臥
詞
.
r
つ
」
9
連
体
形

1
完
了
の
助
軌
飼
・
「
つ
る
」
　
の
連
体
形

.
や
☆
「
ら
む
」

駒
な
く
人
追
ひ
て
来
別
融
と
思
ひ
て
'

「
ら
む
l

現
在
推
丑
の
助
動
詞
「
ら
む
」

・

蝣

'

・

・

・

=

.

ォ

!

'

蝣

　

.

-

.

・

+

ル

ー

1

.

、

　

　

　

　

八

　

i

恥

　

　

t

J

参
考
資
料
∧
『
枕
草
子
』
百
四
十
二
段
>

な
ほ
め
で
た
き
j
J
と
'
臨
時
の
奈
ば
か
り
の
こ
と
に
か
あ
ら
む
。
試
薬
も
い
と
を
か
.
)
0

春
は
,
空
の
け
し
き
の
ど
か
に
う
ら
う
ら
と
あ
る
に
,
押
捺
殿
の
鍬
前
に
、
紐
都
司
の
'
週
を
放
き
て
'

供
は
北
向
き
に
、
搬
入
は
御
前
の
'
.
4
5
に
向
き
て
、
・
こ
れ
ら
牡
ひ
が
お
ぼ
え
に
も
あ
ち
ん
'
・
所
の
舜
ど
も
の
、

衝
苦
り
て
,
前
ど
も
に
瞥
莞
し
た
る
蒜
驚
,
そ
露
ば
か
り
は
御
前
に
で
撃
入
る
ぞ
か
し
い

公
卿
・
殿
上
人
'
心
は
町
が
僧
り
_
盃
七
牲
て
・
 
'
は
て
に
は
屋
久
貝
と
い
ふ
物
七
て
飲
み
で
ふ
考
へ
刊
増
域

ち
,
A
J
&
l
a
祭
こ
.
汁
ヤ
　
　
　
　
　
i
-
蝣
'
と
う
ナ
~
る
　
＼
　
L
-
　
　
　
と

ヨ
u
H
朝
川
甘
"
'
-
S
わ
む
む
と
甘
ら
虹
火
垢
車
』
叫
壇
当
ヨ
笥
u
勾
H
叫

』
J
^
f
i
l
雪
男
甘
菅
㌢
^
4
吾
か
患
ど
4
・
.
若
君
^
A
J
-
M
音

;
[
」
　
　
　
　
・
'
・
f
-
-
*
・
"
"
・
'
-
_
_
i
Z
!
'
:
蝣
'
-
-
'
-
 
"
-
.
'
l
_
.
 
"
^
-
^
.
 
"
1
.
-
-
?
�
"
"
r
.
V
‥
.
.
.
」
7
-
>
蝣
~
'
^
-
 
'
~
つ
　
　
　
「

-

、

　

r

.

J

.

l

l
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'

・
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-

.

/

-

>

-

 

-

'
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-

-

　

-

'

　

　

小

　

'

>

'

-

¥

承
番
殿
の
前
ほ
ど
に
、
宙
吹
き
要
拍
子
も
て
遊
ぶ
を
t
i
J
く
出
で
来
な
ん
と
待
つ
に
'
・
軒
度
撃
っ

た
ひ
で
へ
′
竹
の
艇
の
i
D
と
艦
あ
ゆ
み
出
で
て
、
由
琴
う
ち
た
る
ほ
ど
、
:
M
だ
い
か
に
せ
ん
と
ぞ
ぉ
ぽ
ゆ
る

ト

‥

　

　

　

　

　

　

　

∵

　

　

　

　

>

-

.

?

蝣

-

.

-

　

　

　

　

　

　

.

　

　

　

▼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

・

.

や
卦
ず
つ
く
ろ
ひ
て
、
r
^
s
や
も
な
き
こ
ま
山
」
な
ど
う
た
ひ
て
邦
ひ
た
る
は
、
す
べ
で
「
く
ま
こ
i
J
に
い
み

じ
う
め
で
た
し
D

大
輪
な
ど
鉦
ふ
ほ
、
日
F
日
見
る
と
も
あ
く
ま
じ
き
を
、
果
て
ぬ
る
、
_
い
と
く
.
ち
を
し
け
れ
ど
'
ま
た

あ
べ
L
と
息
へ
は
喋
も
し
尊
を
'
御
琴
か
書
か
へ
し
て
、
こ
の
た
び
は
t
.
や
が
て
竹
の
う
し
ろ
よ
り
如
ひ

出
で
た
る
さ
ま
ど
も
は
へ
　
い
み
じ
う
こ
そ
あ
れ
。
掻
林
の
つ
や
、
.
下
製
な
ど
の
み
だ
れ
あ
ひ
て
、
こ
な
た

か
な
た
に
わ
た
巧
な
ど
し
た
る
'
い
で
さ
ら
に
も
い
へ
ば
牡
の
つ
ね
な
駁
。

こ
の
た
び
は
、
・
・
・

111

終
止
形
・
テ
変
の
連
体
膨
　
+
　
「
ら
む
し
　
⊥
　
現
捉
雌
蕊

サ
変
の
兼
鱗
形
・
四
段
の
巳
鶴
形
　
ト
　
「
ら
」
.
+
.
r
む
)
　
1
　
完
了
品
数

*
　
「
む
」
は
推
数
以
外
の
意
思
・
秘
曲
な
ど
の
こ
と
も
あ
る

火
焚
屋
に
勤
め
る
も
の
の
身
分
の
低
さ
を
表
七
て
い
る
?

竹
芝
寺
1
こ
の
よ
う
に
身
分
の
低
い
も
の
の
も
と
.
へ
行
く
皇
女
の
愛
の
深
さ
!

身
分
を
越
え
た
恋
愛
を
描
い
て
い
る
-

・
・
J
現
在
離
数
の
助
執
飼
「
ら
む
し
の
接
続
は
終
止
形
か
ヲ
変
の
連
体
形
上
f
来
」
は
.
「
ク
」
と
読
む
。
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1

r
竹
芝
寺
」
　
ヮ
ー
ク
シ
ー
ト

本
文
現
代
諏
駅
対
応
版
(
第
二
段
)

輔
蝣
v
f
f
i
a
r
t
　
　
港
駕
E
L
-
v
-
 
'
-
r
j
C
て
-
よ
つ
た
と
ひ
I
J
J
心
h
J
L
、
i
l
撫
-
に
ト
　
と
.

帝
へ
盾
、
亀
女
失
せ
給
ひ
ぬ
と
お
ぼ
し
ま
ど
ひ
.
求
め
給
ふ
に
t

r
琉
軒
の
国
の
栴
士
の
易
が
ー
大
そ
う
よ
い
香
り
の
す
る
も
打
故
事
に
ひ
っ
か
け
て
洞
ぶ
よ
う
に
逃
げ
て
い
っ
た
。
j

「
武
雄
の
同
の
衛
士
の
を
の
こ
な
む
、
い
と
番
ば
し
き
物
を
首
に
ひ
き
か
け
て
飛
ぶ
や
う
に
逃
げ
け
る
o
l

ノ

と
(
あ
る
者
が
)
申
し
出
て
京
だ
の
で
)
'
こ
の
軌
を
捜
し
て
み
O
"
A
J
い
な
か
っ
た
。

と
申
し
出
で
て
、
こ
の
を
の
こ
を
尋
ぬ
る
に
な
か
り
け
り
。

立
ち
が
い
な
く
故
鍬
の
国
に
聴
り
て
行
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
嚇
延
か
ら
従
者
が
7
っ
て
、
漣
い
か
-
t
v
み
る
打
だ
が
'

諭
な
u
も
と
の
同
に
こ
そ
行
く
ら
め
と
へ
お
は
や
け
よ
り
使
下
り
て
追
ふ
に
'

恥
m
=
帖
が
・
j
-
j
i
i
で
t
r
.
'
-
7
づ
り
一
丁
)
と
が
で
き
な
い
.

勢
多
9
轡
逼
れ
て
'
え
行
き
や
ら
ず
。

二
か
月
と
い
う
^
m
¥
'
%
追
い
同
に
3
=
辞
し
.
J
・
こ
の
B
!
ォ
<
梓
r
-
y
'
n
e
耶
宮
は
5
・
畢
i
:
<
T
・
,
鮫
計
を
お
呼
び
に
I
j
二
J
'
.

三
月
と
い
ふ
に
武
蔵
の
国
に
行
き
窟
き
て
、
こ
の
を
の
こ
尋
ぬ
る
に
、
こ
の
息
女
お
ほ
や
け
健
を
召
し
て
、

「
私
」
!
*
-
.
つ
む
m
l
>
-
む
咽
.
k
で
v
i
蝣
・
た
い
蔓
?
へ
ふ
'
こ
の
叫
5
-
.
*
'
ポ
3
.
氏
-
/
'
・
蝣
*
'

戒
さ
る
べ
き
に
や
あ
り
け
む
へ
こ
の
を
の
こ
の
家
ゆ
か
七
く
て
、

誓
…
て
行
け
と
習
っ
た
・
=
で
(
S
i
R
^
>
>
i
:
?
-
八
:
J
'
三
し
-
*
:
-
(
-
 
-
G
V
'
ォ
へ
い
ー
三
二
は
性
.
バ
や
1
・
、
思
　
出

率
て
行
け
と
雷
ひ
し
か
ば
率
て
裸
た
り
.
い
み
じ
く
こ
こ
あ
り
よ
く
お
ぽ
ゆ
。

も
し
こ
の
鼎
が
緋
せ
ら
れ
、
ひ
ど
い
め
に
あ
わ
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
ど
う
し
て
い
ろ
と
八
い
う
の
か
)
。

こ
の
を
の
こ
罪
)
掠
ぜ
ら
れ
ば
、
我
は
い
か
で
あ
れ
と
Q

こ
れ
も
解
散
V
こ
=
・
相
に
性
・
ル
∵
ヽ
蛇
で
山
抑
止
が
　
っ
H
Z
'
-
>
&
、
r
C
l
^
-
*

こ
れ
も
鯛
の
膿
に
こ
の
国
に
跡
を
来
る
べ
き
縮
僻
こ
そ
あ
り
け
め
.

E
i
n
間
腰
F
O
T
J
隠
避
漫
理
u
t
は
試
E
H
児
H
W
H
t
m
u
括
B
E
E
I
Z
S
i
a
s
I

は
や
減
り
て
お
は
や
け
に
こ
の
よ
し
を
報
せ
よ
。
)
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
'

蒸
着
杜
)
悪
い
よ
う
も
漉
く
て
'
(
番
に
)
上
っ
て
、
癖
に
:
J
e
よ
う
P
r
あ
っ
た
と
東
上
し
た
と
こ
ろ
~

首
わ
む
カ
な
く
て
J
上
り
て
'
帝
に
'
か
く
な
む
あ
軒
つ
る
と
秦
し
け
れ
ば
'

配
堅
l
遷
B
E
g
j
K
旋
　
-
　
"
完
E
M
t
B
H
関
と
百
ォ
5
m
a
a
-
j
M
l
l
班
屑
m
u
B
s
m
s
a
m

皇
甲
ふ
か
ひ
な
し
。
・
そ
の
を
の
こ
を
非
も
て
も
'
今
惟
こ
の
官
を
取
り
返
し
∵

都
に
返
し
申
し
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
竹
芝
の
男
較
・
生
き
て
い
る
か
ぎ
b
終
身
'

都
に
返
し
奉
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
竹
芝
の
を
の
こ
に
、
生
-
ら
む
低
の
か
ぎ
り
、

.
武
蔵
の
四
を
捌
け
与
え
て
ー
租
税
や
毒
な
ど
も
限
す
る
こ
と
は
や
ら
せ
ま
い
.

武
儀
の
同
を
懐
け
と
ら
せ
て
、
・
嘉
は
や
け
醇
も
な
さ
せ
じ

た
だ
、
姫
㌫
蝣
i
'
V
S
臼
を
輔
け
_
ー
-
上
　
　
　
で
す
'
'
u
C
'
-
'
s
i
l
l
が
下
　
　
　
で
、

-

・

.

-

-

・

-

・

-

 

-

-

蝣

>

蝣

'

-

-

-

、

　

　

　

　

　

　

ト

;

・

1

(
男
が
)
こ
の
家
を
杓
賓
の
よ
う
に
逸
り
て
食
ま
わ
せ
申
し
上
げ
た
家
宅

こ
の
濠
を
内
露
の
ご
七
く
地
力
で
住
ま
せ
奉
り
け
る
家
を
'
-

管
な
ど
が
お
亡
く
な
り
に
な
.
っ
た
S
で
、
寺
と
し
た
の
を
、
竹
芝
骨
と
い
か
の
で
あ
る
。

∵
・
;
∴
　
　
　
　
　
「
.
∴
　
　
一
:
-
1
、

そ
胡
整
宗
生
み
な
^
0
0
4
1
首
も
た
ら
埠
恵
め
柳
田
の
名
を
)
そ
の
ま
ま
七
て
哉
磯
J
J
い
う
姓
を
御
て
∵
三
に
住
ん
だ
盲
い
う

こ
-
J
?
i
・

-

　

　

　

　

　

　

　

-

　

・

]

㍉

.

;

.

一

*

・

'

'

・

'

.

.

-

-

'

'

.

・

-

・

-

-

 

'

・

そ
れ
よ
り
喝
火
焚
犀
に
は
藷
は
お
か
ず
〕
女
が
諦
め
て
い
る
そ
う
だ
.

そ
れ
よ
り
後
、
火
凍
崖
に
女
は
居
る
な
り
。
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第2飾　「竹芝寺」授業記録の文字化資料

第1時間目

S2

S4

S2

T

S4

T

S2

S4

S2

S4

「礼e 」

「じゃあ、事前学習プリントから集めてください。事前学習プリントO」 (回収)

「はいO　じゃあ漢字テストから行きますO」 (漢字テスト)

「はい、じゃあそろそろ集めてください。」 (回収)

「古文の事前学習プリント集めんでいいんですか?」

「あ、古文のもあるの?じゃあ、古文の事前学習プリントも集めてください。」 (回収)

「はい、じゃあ次は古文の単語テストですO」 (単語テスト)

「まだ時間のいる人はいますか?」

「じゃあ、いなかったら集めてください。」 (回収)

「はい。これ、次の事前学習プリントなんで配りますO」

「先生、ここ2枚よ。」

「竹芝寺。」

「はいo　じゃあ教科書の248ページを開いてください。竹芝寺をこれから1週間

やっていくんですが、これについて何か知っていることがあれば言ってください。

S2<A/oI

「お寺であるo」

「お寺であるO　ああ、お寺であるO　はいO　これ、何物語の中に載ってあるか、あ、

何物請じやないや。」

「竹取物語! 」

「竹取物語じゃないや。じゃあ、どこに載っているかを便覧で調べてみてもらえま

すかO竹芝寺について。」

「S 4何ペ--ジ?」

「待って待って、落ち着こう、落ち着こう!」

「お前がはよ見つけんけえ村上陽一郎が出てきたしまったやろうが! 」

「竹芝寺は更級日記に載ってるんですよね。」

「さが?」

「さらしなにっきO　ら。」

「更級日記じやいよんよ。更科が書いた日記じやい。」

「どこに書いてあるん?1 1 5?」

「そう115,おれんが速かった!」

「あんた今言わんかったじゃん。」
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S2

S4

S2

T

S2

T

S4

T

S4

T

S4

蝣

S5

n

S5

T

S5

T

S4

S2

S4

S6

T

「ほら、 115.俺もう開いとるもん。」

「嘘いいな,」

「ほんまよoぱっと開いたら土佐日記と晴輪日記がでた! 」

「はい1 15ページねr,いいですかo　じゃあ、えっと1 15ページを見て作者は

誰でしょう?はいS2くん次の人O」

rs4さんo」

「はい、じゃあ_S4さんo」

「竹芝寺?作者は～菅原孝標女。え、これ女もいるん?」

「そうそう、女もいるよ。」

「むすめさん?むすめさん?」

「そう、むすめさん。いいですか、それじゃあ成立はいっでしょう?次の大」

rじゃあS5さんでo」

「はい、じゃあS5さん。」

「言わんといけんの?1 060年O」

rはい1060年ごろですねoJ

「次の人当てていいですか?」

rはいD　じゃあ下のところに地図があるよね。その地図の中から竹芝寺を探して場

所をみんなに教えてあげてくださいO　じゃあ次の人当ててO」

「S6さん!」

「はい、じゃS6さん。ありました?」

「あすだ河のとこ。」

「あすだ阿ってどこですか?」

「右上のほうO 」

「武蔵のところ。」

rみんなわかりましたか?右上のところ,Jじゃあ、竹芝寺っていうのはこの辺りに

あったんだってことを覚えておいてください。後で使うので。はいじゃあ教科書

に戻ってくださいO」

「教科書。はい。えっと今回は予告していた通り文法を中心にやっていこうと思い

ます。それでですね、文法のプリントがさっき配った中に入っているので、それ

を使いながら文法を考えていきましょう。」

「えー意味のほうはプリントを配ったものの2枚日のほうに訳を書いたものが入っ

ているので、それを使って読んで言ってください。で、 1枚目のほうに説明した

文法を書き込んでいくようにしてくださいo　いいかGはい、じゃあえっとね、ま

ず全体を読むので聞いてください,,第1段を読むので。」

(範読)

「じゃあ、次に全員で読んでいきますOせ-ので読みますよ。はい、せ-のO」
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S7

T

S7

S4

T

S7

T

S6

T

S7

T

S7

T

S7

T

S7

T

S7

T

S7

T

S2

T

(斉読-ばらばらにならないように教師も大きい声で読み、ペースを作る)

「ちょっと長いですよ。」

「ちょっと長いかな。j

「これの3分の1でいいですよ。」

「なぬか?」

「そう、なぬかO　もうちょっと短いほうがいい?j

「うん。短いほうがいい。意味を考えながら読むどころじゃない。」

r意味考えられんかな。今回は意味が考えられるように文法を中心にどういう意味

で読んでいくかをやっていくから。今回の文法が終わったあとで、本文訳が書い

てあるプリントがあるよね。それを読んで全体の流れは1度っかんでおいてくだ

さいo」

「じゃあ、えっと「これはいにLへ竹芝のさかなり」っていうところがあるよね。

これ練習ねr,文法のまとめの最初のところを見ると「なり」についてまとめてい

る、わかりますか?はい、じゃあそれを見てこの「なり」って言うのがどういう

「なり」か、どういう意味の「なり」かって言うのを説明してみてくださいO　じ

ゃ次の人をあててくださいO」

「S7さん。」

「はい、じゃあS7さんD」

「これの口語訳でございますか?」

「うん、さかなりの「なり」。」

「であるo」

「そう、である。なんだけど、文法的な意味があるよねO伝聞推定とか、断定とか、

存在とか、そういうのがあるよねD　そういうのはどういう意味になるかな。」

「ああ、えっと断定。」

「うん。断定o　それはどうやって判断した?」

「あの、前後の文章で。」

「ん、んっとね・ ・ ・」

「どうやって答えればいいんですか?」

「この文法のまとめのプリントを見てもらうとわかるんだけど、 「なり」の中で助動

詞のものは終止形かラ変の連体形につくときは伝聞か推定になるって書いてるで

しょ。体言か連体形につくと断定か存在になるのねO　じゃあ「さか」っていうの

は何かな?」

rさかですねO」

「坂ですよねO」

「坂って上り坂よo」

「そうo　その坂ねO」

in
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「体言o」

「なんでひらがななん?」

「漢字がなかったの。」

「体言だから。 「なり」は・ ・ ・」

「体言だから、断定か存在だけれど・ - 」

「はい。体言だから断定か存在だけれど?はい、断定か存在になるよねD」

「この連体形はなんなん?」

「だから連体形は、ここが連体形のときも断定か存在になるのo　一緒でしょO」

「っていう風にこの文法のプリントを使ってこれから判別をしていきましょう。は

いO　いいですか。」

「これ1枚目に書き込むん?」

「そうそう0 1枚目に書き込んで。 2枚目は後で読むやつO　はい。じゃあね、ワー

クシ-トのほうで言うよO」

「ワークシート?」

「うん。ワークシートのね、本文があるでしょO　その3行目「などや苦しき目をみ

るらむ」っていうのがありますね。 「などや苦しき目をみるらむ」ってやつは、え

っと今までに習ったことのある文法事項がひとつ入っています。それはなんでし

ょう?じゃ次の人を当ててください。」

「1回あたった人は?」

「別にかまわないけどできるだけ違う人を当ててoJ

「じゃあ、 S5さんo」

「なんでまたあてるんよO」

「まあまあ、読んでください。」

「S5さん、 S5さんb　なんでしょう?」

「え、 「や」が答えなんじゃないん?」 (板書に「や」を赤線で示して誘導していたた

め)

「「や」がくるとどういうことが起きますか,,」

「質問の意味がわかりませんoJ

「質問の意味がわからん?」

rけんか腰じゃね。」 (S 5に対して)

「だってわからんのんじゃもん。」

「「などや」のね、 「や」とか「ぞ」とか、 「ぞ」 「なん」 「や」 「か」 「こそ」っていう

のがね、くると係り結びって言うのが起きますよねo　覚えてますか。」

「ああ、前回のやつじゃなくってねDJ

「けんか腰にせんのよ。」

「わかったって。」
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「「や」と「か」って言うのは、 「や」 「か」は疑問と反語を表す係助詞になりますO」

「「や」 「か」か。」

「いいですか,疑問、反語を表す、うん、係り結び。ここが、 「らむ」は終止形じゃ

ないよね。 「らむ」、 「らむ」は終止形じゃないよねo係り結びで「ぞ」 「なむ」 「や」

「か」っていうのがきた時は、結びが連体形になりますよねo　それが係り結びで

す。でO」

「「や」がきたら「らむ」が連体形なん?」

「「らむ」は連体形じゃん! j

「そうなん。 「らむ」だけ?どっちになるん?」

「あとはならんらしい。その2つのどっちからしい。」

「わからんのん?」

「今からチョイスするらしい。」

「はい。」

「チョイスは違うじゃろ。」

「チョイス!」

「特に「や」と「など」がくっつくと疑問。疑問の意味になります。」

(ざわつく)

「はいO　いいですか。疑問の意味になります。はいo　じゃ、で、このときの「らむ」

またこれは助動青司なんですけど。」

「「や」 「か」は疑問と反語なんじゃろ? 「など」と「や」がついたら疑問なん?」

「「など」と「や」がついたら疑問なんよoJ

「2つでひとっ?」

「2つでひとつ。」

「え、じゃあ「など」と「か」がついたらどうなるん?」

「「などか」 ?」

「うん。」

「え、ていうか「など」たす「や」は疑問なんじゃろ。 「か」たす「など」だったら

なんなん?」

「「か」たす「など」 ?」

「「か」はカズキの「か」じゃ!」

(笑い)

「「など」はなんなん?」

「「など」は副詞でしょ。で、 「や」は係助詞。で、 2つをあわせて「などや」にな

ると疑問の意味になるんねC,」

「「か」は?」

「「か」は別の使われ方するから、これは、このときに疑問になるだけで、 「や」が
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普通に別の使われ方をすると反語の意味になったりもする。はい、じゃ「らむ」

これも助動詞なんですがこの「らむ」はどういう意味でしょう?じゃあ、 S5さ

ん次の人を当ててください。」

「・ ・ ・」 (誰に当てるか悩んでいる様子)

「S5さんDJ

「S6さんO」

「戻った!」

「「らむ」 ?」

「「らむ」はプリントの、えっとね、次のページの上に書いてますo」

「次のページ?」

「うんO　えっとね、 1枚めくって上。」

「意味ですか? 」

「はいoj

「だろうか。」

「あ、さっきみたいにね、文法的な意味を言ってもらいたいんね。」

「「だろうか」はね。現在推量。」

「はい、そうです。現在推量。で、現在推量なんだけど、なんで現在推量になりま

すか?その上の形を見てこれを判断するんね。」

「ラ変の連体形、終止形! 」

「はい、 「見る」が終止形なんですねO 「見る」が終止形だから「らむ」が現在推量

になります。いいですかDJ

「はい。じゃあ、次、 5行目のところの「ば」について考えていこうと思いますO 「は」

ねo　次を当ててくださいD」

「S8さんD」

「はい、じゃあS8さんo 「ば」は。」

「「ば」 ?」

「うん0 1枚目のほうの下のほうの右端に載ってるんだけど、未然形とくっつくと

仮定の意味になるんよね。で、己然形とくっつくと原因理由とかつながりとかそ

ういうものを表すんですけど、これを「順接の確定条件」っていう風にいいますr,

じゃあ、ここは何形かわかりますか?」

「・ ・ ・」

「r吹けば」の「吹け」。」

「・ ・ ・」

「じゃあ、ちょっと辞書引いてみてoJ

「「吹け」っていうのは何形になるかな?」

(ざわついてくる)
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「はいO　いいですかO　ここは「吹け」っていうのは己然形か命令形なんですけれど

も、 「ば」は未然形か巳然形につくんですよね。いい?だから「吹け」は巳然形ね。

巳然形なので「ば」は順接の確定条件になりますD」

「先生めっちや曲がってます。」

「すいません。」

「順接の確定条件は巳然形だから順接の確定条件っていうのになるのねO」

「難しい言責っすねD」

「うん。その原因理由とかっていうのを順接の確定条件って言うのo」

「原因理由と違うん?j

「それとかをまとめて順接確定条件って言う言い方をするの。」

「順接確定条件の意味がわかりません。」

「それは、えっと、順接確定条件は「～すると必ず」とかそういう風に訳しますo」

「訳す条件ってことですか?」

「ん?訳す条件じゃなくって、順接って言うのはそのまま続けるでしょ。逆説って

言うのは逆の意味になるでしょO」

「わかりません。」

「わからん?」

「え、 「ば」はどういう役割をしとるんですか?」

「これになると、順接の確定条件って言うのになると「南風が吹いたら北になびい

て」っていう風に「南風が吹く」っていうのが「北になびく」っていいうのの理

由になるのね。」

「理由を。」

「原因、理由やねOえっと、こっち側が南風が吹くとっていうことが原因になって、

北になびくっていうのが結果だよねO　っていう風な関係になることを順接の確定

宴[」3ォ

「それは、その「ば」さんは。」

「はいoj

「巳然にしかつかんってことですよね?」

「巳然形のときは順接の確定条件O」

「「ば」が己然についた場合には、順接の確定条件が成立するって事ですか?」

「そうD未然だったら仮定形。」

「仮定形O　もしも～ならばO」

「そうね。ならばだったら、そうだったらっていう風になるでしょoj

「ならばだったら、そうだったら。」

「「吹けば」でしょ? 「け」は巳然形でしょ?だから、こうなったらこうっていいう

風に。」
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「「ば」が巳然についたら。」

「巳然についたら順接確定条件ね。 」

「順接確定・ -なんだっけ?」

「順接確定条件o i

「巳然形だったら、順接確定条件が成立して未然形だったら仮定になる。」

「それはどこに書いてあるんですか?」

「えっとね、文法のやつの巳然形十「ば」が原因理由、偶然的なっながり、必然的

なっながりって書いてるよねO　その原因理由とか偶然的なっながりとか必然的な

つながりっていうのをまとめて順接確定条件っていう風にいうので、それを書い

といてください。」

(チャイム)

「じゃあ、終わっちゃったんで、次はこの続きからやるので、できれば家でこの文

法の見方を練習してきてくださいO　じゃあ、終わりますO」

「起立。礼。」
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第2時間目

「じゃあ始めますo　号令お願いしますO」

「礼。」 (号令)

「提出物を前に取りに来てくださいo Sl、 S2、・ ・ ・」 (返却)

「はい、じゃあ事前学習プリントを後ろから集めてきてください。」 (回収)

「じゃあ、今日の単語テストを始めます。」 (単語テストを行う)

「まだ時間がいる人はいますか?では集めてきてください。」 (回収)

「はい、じゃあ次の事前学習プリントを配ります。」 (配布)

「教科書の248ページを開けてください。はい。じゃあ、昨日の続きなんですが、

昨日の本文を書いたプリントを出してください。」

「東吹けば酉になびくを兄で、つて所があるんですが、ここの「兄で」ってところ

が否定を表していますO　これを便覧で確認してみてくださいoj (確認)

「便覧の助詞「で」のところを探してみてください。」

「便覧のなんって言いました?」

「便覧の助詞一覧のところで探してみてください。」 (探す)

「422ページ。ありますよねo　真ん中の真ん中の辺り、接続助詞の「で」。」

「真ん中の真ん中?」

「どこって?」

「422ページの真ん中の真ん中、接続助詞の「で」のところですO」

(生徒、見つける)

「打消し接続で「～ないで」とか「～ずに」という風に訳します。」

「チェックしましたか?いいですか?じゃあ、チェックしたら次は竹芝寺ワークシ

ートの最後の行、 「いかになびくならむ」というところがありますよね。」

(生徒、ワークシートを開く)

「ここは「なら」が断定の助動詞、 「む」が推量の助動詞になりますO」

(生徒、書く)

「はいO　じゃあ、ワークシートの下の段、 1行目、 2行目、 3行目、 4行目、 5行

目の最後の所、全部「ければ」になってますよねoJ

「1行目、 2行目、 3行目、 4行目、 5行目?」

「5行連続で最後が「ければ」になってるよね。これは昨日言った巳然形+ 「は」

ってやつだよね。巳然形+ 「ば」はどういう意味になるか覚えていますか?昨日

最後に当たったのは誰だったかね?」

「はいはいはいはい。」

「じゃあ、誰かあててください。」

「S5さんO」
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「はい、じゃあS5さんo」

「巳然形+ 「は」 ?」

「文法のプリントのね、 1枚目の下の段の最初。」

「順接確定条件。 」

「はい、順接確定条件になります。」

「あ、そうか-o」

「はい、順接確定条件になりますo　昨日の復習なんでいいですね、ここは。」

「昨日の復習なんですか?違うところですよね?-一緒の使い方ってことですか?」

「そうそう。」

(生徒、書く)

「いいですか。」

「巳然形+ 「ば」っていうのはあれですか?訳し方を覚えるんじゃなくて順接確定

条件って言うのを覚えるんですか?」

「巳然形+ 「ば」だったら順接確定条件。訳せっていうときと、文法を見るときが

あるから両方覚えて。」

「じゃあ、訳せって言われたらどうするんですか?」

「だから上でやったように、 「南風吹けば北になびき」だったら、 「南風が吹いたら

北になびいて」、つていう風に訳すでしょ。だから、上が原因になって下が結果に

なるように訳すんですD　下の段の1行目だったら「召しければかしこまりて」で

しょO　そしたら、 「およびになったらかしこまって」っていう風に原因と理由の関

係で訳すんですO 」

「上原因、下結果ね。」

「はい,,じゃあ、最後から3行目のところO 「論なく人追ひてくらむとおもひて」っ

て所があるんですが、今日のプリントの2枚目のところに昨日のプリントがちょ

っとわかりにくかったので、文法「らむ」のところをわかりやすく書いています

ので、そこを見てもらって考えてもらいたいんです。この「らむ」は現在推量の

「らむ」なんですよねO　で、現在推量の「らむ」のときは何が上につくって書い

てますか?じゃあ、あててくださいbJ

「S6くんo」

「はい、じゃあS6くん,3」

「rらむ」つすか?」

「はい。現在推量の「らむ」。」

「終止形かラ変の連体形。 」

「そうですね。終止形かラ変の連体形ですよねOで、ここのこれo l字ですよね。 「来」

の字。これは何活用だったか誰か覚えてますか?じゃあ、あててください。」

「S7さん。」
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「はいr,じゃあ、 S7さんo」

「ん～?」

「わからなかったら辞書引いて,,」

「ラ套?」

「ラ変じやないよ。」

「カ変!」

「そう!カ変ね。じゃあ、カ変の活用表を言ってください。次oJ

「S4さんo」

「こ、き、く、くる、くれ、こよ。」

「じゃあ、現在推量は上にラ変の連体形か終止形がつくよね。これはカ変だから終

止形になって、 rくらむ」になるよねoJ

「え、なんで連体形じゃないん?」

「ラ変だけ連体形であとは終止形なんよ。」

「ラ変だけ連体形なんや。」

「うんo　そうやね。」

「できましたか?じゃ、文法はもういいでしょう。では、本文の方にはいっていき

ましょう。昨日配った本文の訳のついているプリントのほうを出してくださいr,

訳を読んでいってくださいo S4さん、あててoJ

「S8くん。」

「じゃあ、読んで。」

「どこ?」

「口語訳のプリント。」

(S 8、音読。以下読みを間違えたり詰まったりした時はその場で指導D )

「じゃ、次D」

「S9くん。」

(S9、音読)

「じゃ、次.」

「slさん。」

(sl、音読)

「はい、ありがとうございますO　はい、じゃあ、今日配ったワークシートを出して

くださいo　まず、第1段のところには国の人と皇女の2人が出てきますよね。 2

人の行動を読んで行こうと思うんですが、国の人は火焚展の衛士になって、御前

の庭で何をしていたでしょう?次の人oJ

「S3さん。」

「御前の庭を掃いていたO」

「はい、それで庭を掃いていて独り言を言っていましたよねo何といっていました
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か?次の人。」

「sl Oさん。」

「などや苦しき目を見るらむO　わが国に七つ三つ造り据ゑたる酒壷に、さし渡した

る直柄のひさごの、南風吹けば北になびき、北風吹けば南になびき、酉吹けば東

になびき、東吹けば西になびくを兄で、かくてあるよ。」

「はい、こういう風に言っていますよね。このときに皇女はこれを聞いてどういう

風に思ってますかO　次の人oJ

「sllさん。」

「非常に見たい。 j

「そうですねO　非常に見たい、と興味深くお思いになっていますよねO　それで皇女

は国の人に対して興味深く思ったから何と言ってますか?次の人O」

IS12さん,uJ

rこっち-来いと言っているO」

「そうですね。こっちに来いと言っていますねO　そしてもう1度言ってくれといっ

ていますね。」

「え～ちょっと待って、読めん。」

「今言ったことをもう1度言って聞かせなさいっていってるんよO」

「どうしても「言う」が読めんかった。」

「すいません。ちょっと汚かったねO」 (板書を書き直す)

「無理はいけませんよo」 (笑い)

「はい。それを受けて国の人はもう1度話してますね。そうしたら、もう1度話し

たら皇女が何か言っているんですが、それは何といっていますか?次の人QJ

「S]3さんO」

「私を連れて行ってO」

「そうね、私を連れて行って見せなさい,,そして、そういうだけの理由があるので

しょう、つて言ってますね。そしたら書けなくなったから向うに書くねO　それに

対して衛士は、国の人はどういう風に患ってますか?次の人GJ

「S2さん。」

rはい、 S2さん。」

「あの-、言黄?」

「はい。」

「どういうこと?」

「私を連れて行ってって言う皇女に対してをのこはどういう風に思ってますか?」

「恐れ多く恐ろしい。」

「そうですね。それでこう思った後にもう一回思いなおしてるよねO　それはなんて

いって思い直していますか?次の人。」
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「S3さん。」

「・ ・ ・」

「本文をそのまま読んでください。」

「小さい字のほう?大きい字のほう?」

「大きい字のほうだよ。」

「論無く大迫ひてくらむとおもひてoJ

「それをね、思う前にかしこくおそろしと思いけれどってなって、思ってるよね。」

「なんで?」

「かしこしおそろしって思ったけど、何とかって思ってるよね?」

「背負ったんじゃないん?」

(S 3に対して) 「そうなるはずの因縁だったって思っとるやんoJ

「そこなんだけどいいですか。」

(S13のS3に対する説明、続く)

「ちょっと聞いてね。かしこしおそろしと思ってるんだけど、さるべきにやありけ

むって、そうなる因縁があったんだって思い直してるよねD　そうじゃなかったら

そのまま皇女を連れて帰ったりしないよね。だから次のカッコには「さるべきに

やありけむ」が入るよ。」

(S 3、まだわからない表情)

「 1回ね、 1回恐れ多いって思った後に思いなおして皇女を連れて行ったんだよねoJ

「じゃあ、さっき私が言ったところは人らんのんですか?」

「うんoそこはここにはいるんだよねDそれもここのところで思っとんじやけどねO

という風にして全部埋まりましたか?」

「先生。なんでここだけ日本語じゃないん?」

(笑い)

「あ、なんでここだけ口語じゃないか?それは後から同じ台詞が出てくるからここ

だけ変えてるんよ。」

「じゃあ、日本語・でもいいん?」

「いいけど書くときは「さるべきにやありけむ」って奮いといてO　じゃあ、ぬいぐ

るみを使って皇女とをのこについて説明しましょうO」

(うさぎとドラえもんのぬいぐるみを出す)

「かわいい～ ! 」

「ウサギがほしい!」

「ドラえもんがほしい!」

「はい。いいですか。こいつドラえもんがをのこでウサギが皇女ね。こいつ「をの

こ」が掃除しながら独り言をいいよったんね。そしたら皇女がそれを大変興味深

く思ったんね。それで今言ったことをもう一一度言いなさいってこいつに言うの
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ねO」

「ドラえもんに?j

「そう。そうしたらこいつがもう1回話すの、皇女にO話したら皇女が私を連れて

行きなさい、そんな風にひさごが揺れているっていう風なことを言うのには何か

わけがあるのだろうっていうのね,そしたらこの人は恐れ多く恐ろしいって思う

んね。この人天皇の娘だから偉い人だからね、すごくO　このドラえもんはあんま

り身分が高い人じゃないから、恐れ多いって思うんだけれど、連れて行ってって

言うからには何かわけがあるんだろうって思って、こうおんぶして連れて行きま

したよって、これが第1段。」

「はい。じゃあ、今回は時間がもう無いからこのくらいで終わります。次回は皇女

とをのこの立場について考えて、皇女が「我率て行きて見せよ」っていう風に言

ったこと、 「さるべきにやありけむ」って考えたことについて考えてみたいと思い

ますO　じゃあ終わりますL,j

「礼O」
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「じゃあ、握出物を返します。 S2さん、 S3さん- ・」 (返却)

「先生、ここ見えにくいけん。前行ってもいい?」

「いいよ。はいO　じゃあ、恒例の漢字テスト、じゃないや単語テストからいきますo

あと提出物がある人は前に持ってきてください。」

「じゃあ、配りますよO」 (単語テスト)

「いいですか?まだ時間いる人?じゃ集めてくださいo」 (回収)

「はいO　じゃ次の事前学習プリントですoJ

「いっですか?j

「月曜日。」

「じゃ、前回の授業で配ったワークシートを出してくださいOいいですか.全体の

流れのプリント。それと教科書の248ページを開いてくださいD」

「いいですかO　ワークシートを前回完成させたんですが、まず・・・(ぬいぐるみを

出して)国の人が庭を掃除しながら独り言を言ってますO 「どうしてこんな辛い目に

あうのだろうか」って独り言を言っていたら、この皇女が興味深く思って「もう1

度言いなさい」って言って、 「私を連れて行きなさい」って言ってるよね。あ、を

のこがもう1回言って、 「私を連れて行きなさい」って言ってるよねoそうしたら、

はじめをのこは「恐れ多くも恐ろしい」って思ったんですが、その後でもう1度

恩い直して武蔵国に皇女をおんぶして連れて行ったんですね。今日は、」

「「恐れ多くも恐ろしい」ってどういう意味なん?」

「ん-、たとえばS4さんが芸能人と急にデー→トすることになってどう思います

か?」

「どうしようって思う。」

「じゃろO　いいんかな?って恩っちゃうよねDそういう感じかなO」

「はいO　えっとじゃあ、教科書を読んでワークシー-トの下のほう、 1枚目の下のほ

うにある「皇女とをのこの立場の違いを考えてみよう」のところからやっていき

たいと思います。はいo　じゃあ、皇女とをのこどちらでもいいので、その立場が

わかるところが1段の始めの方に書いてあるところがあるからそこから抜き出し

て答えてください。昨日の最後は誰やったかね?」

「はい。」

「じゃ、誰かあててください。」

「S2さん。」

「はい、じゃS2さんo答えてくださいO違いじやなくてもいいから、皇女の立場・、

をのこの立場がわかるところを答えてくださいo」
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「帝の御娘G 」

「そうですね、帝の御娘である。帝の御娘でどうされていましたか?」

「たいそう大切にされていたD」

「はい、帝に大切にされている.次の人o」

「S6さんO」

「・ ・ ・」

「をのこでも、皇女でもいいから何か身分のわかるところはないかな?」

「身分が高いo」

「そうね。天皇の娘だから身分が高いよねD次の人当ててくださいo」

「S4さん。」

「はい、じゃあS4さん。今度はをのこについてわかるところを挙げてみてくれる

かな,J」

「身分が低い。 」

「そうね。.なんで身分が低いってわかった?」

「掃除しよったO」

「そうo火焚屋で掃除しよったんねo火を焚く衛士って書いてますよねDあとは?

次の人。」

「S7くん,,」

rじゃあS7くん、をのこは今どういう状況にあるかな,J」

「状況?」

「状況って言うかね。どういうことをしていますか?」

「見張り。」

「見張りO　これ、まあ火焚尾の火焚く衛士って言うのは労役だよねo　あとね、台詞

からわかると恩うんだけれども故郷を懐かしんでいる、ねO」

「先生、字が抜けとる。」

「お、ありがとう。」 (訂正)

「だから立場で言うと、 (ぬいぐるみを出して)皇女って言うのは天皇にすごく大事に

されてて身分が高いですよね。をのこは武蔵国から労役に来ていて身分の低い人

です。じゃあ、それを踏まえて2番O ☆印のところ「をのこが独り言を言っていた

のはなぜだろう」ってところについて考えてみたいと思いますo　をのこが独り言を

言っているんですが、この独り言を読んでみてくださいL,次の人。」

「S8くん。」

(S8、音読)

「はい、ありがとうございます。じゃあ、ここから、ここからって言うのはをのこ

が独り言を言っていたことからどういうことがわかりますか?次の人D」

「S9くん,,」

130



S9

T

S9

SI 0

lt

SI 0

T

Sl 1

T

Sl 1

S 1

T

SI

S1 3

°1、

S1 3

S5

T

「火焚屋で火を焚いているのはなんでだろう。」

「じゃあ、次の人当ててください。」

「sl Oさんo」

「仕事が辛い。 」

「はいO　次の人o」

「sllさん。」

「自分だったらどんな気持ちかな、つて言うのを考えてみて。」

「風に吹かれているひさごを見てみたい。」

「そうですね。この風に吹かれているひさごっていうものはみんなにとったら賀茂

北高校の風景のようなもので、急になくなってしまうと思い出してみたくなった

りするようなものですねo　じゃあ、次のかっこの所を見てください。皇女の「我

率て行きて見せよ」ということに込められた思いを考えてみようということなん

ですが、皇女は「我率て行きて見せよ」って言うふうに言っているんですが、さっ

き言ったとおり皇女はすごく身分が高いんだよねO　をのこは皇女から見たらすご

く身分が低い人なんだけれども「我率て行きて見せよ」っていうふうに言ったっ

て言うことはどんな思いとか考えがあって言ったんだと思いますか?考えてみて

ください。」

(2分程時間をとる)

「slさん。」

「宮中が退屈なんだろう。」

「じゃ次の人。」

「S13さん。」

「宮中に飽きた。」

「当ててO」

「S5さん。.」

「武蔵国を見たいだろうと思ってoJ

「はいo　ほかにはもう無いかな。じゃあ、昨日配ったワークシートの2枚目、 2枚

目の下の段、 『枕草子』が載っているんですが、これは腺を引いているところが火

焚屋について述べているんですねO　ここの場面がどういう場面かといいますと、

男たちが宴会を開いているんですねOそれでその宴会が終わって残った食べ物を

庭にばら撒いて火焚屋の女たちがそれを競って食べているという場面なんですが、

って言うくらい火焚屋に勤めている人たちは身分が低かったって言うことを考え

ておいて欲しいんですけど、そうしたらこういうときにどうでしょう?確かにこ

ういう意味はあるんだよO (板書を指して)だけど、火焚屋の男の人にたとえば自分

がついて行く、つてなると並大抵の決心じゃいけないよね,,そういうところから

考えると、 「我率て行きて見せよ」っていうのは身分の低いをのこの故郷に連れて
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行って見せよって言ってるんですけど、ある種の愛の告白だって取ることもでき

ますねQ　直接好きだって言う風には言ってないんだけれど、こんなに身分が離れ

ていてもあなたのところへ行ってみたいわ、つて言うのはある種の愛の告白って

言う風に取ることもできますo El本的な麦に感情を出さない形の表現なんで、表

現っていうかそう取ることもできるっていうことなんで絶対って言うわけじゃな

いんだけどねo」

「そう考えると、をのこが独り言を言っていましたよね。こんなことをね、いちい

ち掃除しながら言わなくていいよね。これは、こういう考え方をすればだけど皇

女の気を引こうとした言葉って考えれるよね。だから、この人の言ってた「など

や苦しきめを見るらむ」ってひさごの話をしていたのは、皇女に対するプロポー

ズって言う風に捉えることもできます。どうですか?たとえば宮中でめちゃくち

ゃ身分の高い人を手にいれたいって思ったときに、をのこが考えて取った行動か

もしれないですよね。」

「今だったらどうですか?はい、 S5さん。」

「え!」

「今だったら。」

「今だったら直よね。j (隣の人に話しかける感じで)

「直接?じゃあ、 S6くんだったら?」

「直接。」

「じゃ、 S4さんは?」

「え、直接よね?」

「はいO今は結構みんな直接言うようになってきているんですけれども、例えば、 「君

の味噌汁が毎朝食べたい」とかねO　遠まわしでしょO」

「古っ!」

(笑い)

「鰭婚するときやん。」

「そう、結婚するとき、プロポーズなんだけど、これね、あなたの国に私は行きた

いってすごい身分の高い人がゆっとるんよO　ね.抜け出して駆け落ちしてもいい

って言ってるんだから、そういう風にとってもいいかなって思ってください。じ

ゃ最後D　をのこの行動のすごさを考えてみようっていうところなんですが、考え

ていって見ましょう。をのこの行動ですごいな、つて思うところがあれば出して

みてくださいO　はい、じゃあ当ててo」

「じゃあS14くん,,」

「・ ・ ・」

「行動の中にも皇女を背負って武蔵国に行く場面があるよね。そこの中で出してみ

て欲しいo」
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「(をのこが皇女を連れて行く場面を音読)」

「まあその中で、 1個すごい所DJ

「七日七夜のうちに武蔵国に行き着きにけり(,」

「これは延喜主形式っていうのによると武蔵国へ下るときは、当時だったら便覧の

地図を見たよね。大体1 5日くらいかかるっていう風に定められています。つて

いうことは、これは大体半分くらいで着いているっていうことになりますn　じゃ

あ、あと他にすごいなあっていうところがあるかな?」

「S15さん。」

「橋を壊した。」

「うんO　そうだね。」

「飛び越えた。 」

「勢多の橋を壊して、飛び越えたんね。一間っていうのは教科書の下のところに絵

があると思うんだけれどこの橋げたと橋げたの間ね。すごい広い範囲を壊して、

で、ここは間違っちやいけないから確醇なんだけど、まあこっち側から来るよね。

で、こう橋を渡って皇女をこう下ろすよね。こうをのこが戻ってぴ.よんって、わ

かるかな。」

「ドラえもん押さえ過ぎ! 」 (ぬいぐるみを押t,つぶしていたから)

「ああ、ごめんごめん(,じゃあ、なんで壊したのかO　追っ手が来るからだよねO　教

科書250ページの4行目の最後のほう「論なく人追ひてくらむと思ひて」って

いうところがありますよね。いうまでも無く人が追ってくる、追っ手が来ると思

ったから、時間稼ぎっていうことねo　武蔵国に人が追ってこれないように橋を壊

して飛び越えて、背負って武蔵国に行った、つていうことになりますね。で、ま

あもうひとつすごいところっていうのが「かしこくおそろしと思ひけれど、さる

べきにやありけむ」っていう風に思いながらも思い直して皇女を連れて行くこと

を決意したって言うところがすごいっていうふうに考えることができますO　じゃ

あ、第1段はこのくらいにして第2段いきますD教科書250ページの最後の行

から。じゃあ、読むので読みのわからないところやわからない単語があるところ

をチェックして開いていてくださいoj

(第2段範読)

「ね、いいですか?確認できましたか?はいじゃあ次回は第2段のほうを大事な文

法だけ確認して内容を取って行きたいと思いますo　終わりますo」

「起立G　礼o」
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「提出物返すんで取りに来てください。 Slさん、・ ・ ・」 (返却)

「はいO　じゃあ、提出物を集めてくださいO」 (回収)

「じゃ、恒例の単語テストですr,」

(単語テスト)

「まだできていない人いますか?じゃあ、集めてきてください。」 (回収)

「はい、じゃ次の事前学習プリントですO」 (配布)

「はいo　じゃあ、えっと昨日のワークシートを開いてください。まず、前回やった

第1場面の内容を復習したいと思います。ワークシートを人形でやるんで流れを

見てください。前回の流れのまとめのところね。 (ぬいぐるみを出す)まず国の人が

庭を掃いていて独り言を言っていますO　で、皇女が興味深く思ってもう1度私に

言って聞かせなさいっていう風に言ったら、をのこはもう1度皇女にひさごのこ

とを話してあげますb　そして、皇女は私を連れて行って見せてください、で、を

のこは1度恐れ多く恐ろしいことだって言う風に思ったんですが、やっぱりさる

べきにやありけむって思って武蔵国にこう連れて行くってことでしたね。はい、

ここで昨日やっていなかったんですが、ここにある「どうしてだろう?」ってい

う所からやって行きたいと思いますo 「どうしてだろう?」つて言うことなんです

が、これは「さるべきにやありけむ」っていうのはどうしてだろうって言うこと

なんですが、ちょっと考えてみてください。」

(1分種考えさせる)

「いいですか。 1度恐れ多く恐ろしいって思ったけど考え直したよね。それがなぜ

か考えてみてくださいねO　はい、 ・じゃ、 S2さん当ててO」

「S3さん。」

「皇女が興味を待ったからo」

「はいo　皇女が興味を持ったからC.」

「S4さん。」

「はい、 S4さんo」

「・ ・ ・」

「じゃあ、もし自分がをのこだったら、自分がをのこの立場だったらどういう理由

があったらそういう風に思う? 1度、恐れ多く恐ろしいって言う風に思ってるで

しょD　それを考え直した,,考え直すにはなんか理由があるでしょ?」

「わかんない。」

「うん、じゃあ、言いますね,J昨日のワークシートでも書いたと思うんだけれども、

まあ興味を持ったからって言うのもあるし、皇女が宮中に飽きているんじゃない
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かなっていう風なことを考えてかわいそうに思ったっていう風なことが考えられ

ますよね。それとあとは、昨日言っていたようにこれを愛の告白という風にとる

と、隠された愛の告白っていうものに気づいてそれに応えようとしたからってい

ぅ風なことも考えられますoじゃあ、第-段の復習はこのくらいにしておいて第

2段に入っていきます。で、読みのほうは昨日1度僕が読んで確認しているんで

順番に音読をしていってもらいたいと思いますoじゃ、当ててgJ

「S5さんoJ

「はいo S5さんoJ

「(音読)」

「はい。じゃ次の人cJ

rs6さん。 」

「(音読)」

「はい、次の人当ててくださいo」

「S7さんoJ

「(音読)」

「はい、}次の人o」

「slさん。」

「(音読)」

「はい。じゃあ、今日配った2枚目のワークシートを開いてくださいC　2枚目のワ

_クシー-トの下側、見てください0第2段の重要な文法のまとめを最初に2つだ

けやりますbまず、第2段1行目、 「帝、后、皇女失せ給ひぬと思し惑ひ」のとこ

ろ言まいOここの「ぬ」なんですが、 「ぬ」には大きく分けると打ち消しの助動詞

の「ず」の連体形のものと、完了の助動詞の「ぬ」がありますo打消しの場合は、

未然形÷ 「ぬ」っていう形で、完了の場合は連用形十「ぬ」っていう形になりま

す。じゃあ、これはどっちの「ぬ」でしょう?じゃあ次の大」

「S8さん。」

「はい、 S8さん。」

「未然形。」

「未然軌じゃあね、 「給ひ」っていうのを辞書で引いてみてくださいo 「給ひ」っ

ていうのはみつかった? 「給ひ」って言うのは何形ですか?」

i達tf+1-': ,.!

‖はいo連用形ですね。つてことはこの「ぬ」は何になりますか?」

「完了O」

「はいOそうですね。完了の「ぬ」っていう風になります,,次にr論無くもとの国

にこそ行くらめと」っていうところの「らめ」っていうところなんですが、 「こそ」

が係り結びっていうのがありましたよれ係り結びでつながりますOで、 「こそj
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の結びは巳然形、になって、 「こそ」の係り結びは強意を表しますOはい、いいで

すかr,それじゃあ、文法はこのくらいにして、今日配った1枚目のプリントに現

代語訳があるのでそれを読みながら第二段の内容をまとめていきましょうoはい、

こうなってますね。国の人と皇女は、七日七夜、七E]七夜で武蔵園につきました8

そこで帝と后はひどく心配して、探してますねむひどく心配して採すんですが、

帝、后の使いは武蔵国までどのくらいかかったでしょう?次の大」

「S9さんo」

「S9さんO」

「どのくらい?」

「ぇっとね、帝と后がひどく心配して武蔵国に使いを出すよねoそれがどのくらい

かかったか。」

「三月O」

「はいOここ枠ないんだけど、こういう風に書いてくださいo三月かかってつきま

した。橋を壊したりしてやってたからかもしれないけど、七日でつくのと3ケ月

かかるの、ね、すごい差がありますよね0 3ケ月たって使いがついたんですが、

そのときに皇女はここ「あ」のところね、なんていいましたか?古文のほうから

抜いて欲しいんですが、次の人oJ

「・ ・ ・」

「三月たって武蔵国に使いが着きますよねOで、このをのこを尋ねていきますよねO

そしたらこの皇女は使いを呼んでなんていったでしょう?」

「さるべきにやありけむoJ

rそうですね。 「さるべきにヤありけむ」。 「我さるべきにやありけむ」っていってま

すoそれでさらに、ここが良いんだってことを強調するた桝こなんか言ってますD

次の人oJ

rsl Oさん。」

「はい、じゃSI Oさんoj

「たいそうここは住みやすいO」

白まい、そうですねOここは大変住みやすい。つていう風に言ってますねQはい、

で、そういっておいて、最後なんていってますかL,」

「sllくんoJ

「この国に住むべき因縁があったのだろう。」

「はいL_,そうですねCこの間に、この国に住みつくべき因縁があったのだろうoい

いですか。皇女は使いを呼んで「我さるべきにやありけむ」って言った後に、 「こ

こは大変住みやすい」だからいいんだよって言って、 「この国に住みつくべき因縁

があったんだろう」、困縁っていうのはこの軍に住むようになるだろうっていう風

に、前世から決まってたんだろうっていう風にこの人が考えたってことですね。
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で、こうやって言っておいて皇女は使いに対L:C、帝にこういう風に皇女が言っ

てたよって伝えなさいって言います。そうしたら帝は何って言ったでしょう?」

rs12くんC,」

白まい、 S12くんB」

「帝がっすか?」

「はい。」

「いたしかたない。もし、この男を処罰したとしても、今となってはこの姫宮を取

り返し七、都に返し申し上げることもできないO竹芝の男に、生きている限り終

身、武蔵国を預け与えて、租税や労役なども課することはやらせまいOただ、姫

宮にその間を預け申し上げあそばす。」

rはいOそうね。全部言うとそういう風になるよね。,まず、 「言ふかひなし」って言

ってるんですよねo　どうしようもないなあっていってるんね。どうしようもない

なあ、つまりその男を処罰しても今はもう姫宮は帰ってこないだろう。だからそ

の男が生きている限り武蔵国を与えて租税とか労役とかって言うこともさせない

でおこう、姫宮にその国を預けてあげよう、つていう風に宣旨を出したんですね。

ここで宣凱　さっき言った内容を2つに分けると武蔵国を任せる。つて言うもの

と租税も労役も免除しようっていう宣旨が下ったってことになりますね。そうな

ったら、国の人は、国の人はどうしたでしょう。」

「S13さんO」

「はい、 S13さんoJ

「.A VI

「宣旨が下ったよね。その後男はどうした?_1

「ん-。」

「まずね、家を変えたよねoJ

「家を宮中のように作り変えた。」

「そうですね。家を宮中のように作り直したんですねO　で、宮中のように造って住

んでいたんですが、ここで皇女が死んじゃいます。宮がなくなった後この家は何

になりましたか?」

「S14くん。」

「寺。」

「はいo寺になりましたよね。寺になりました。寺にしたんですが、この寺はなん

ですか?」

「竹芝寺。」

「そう、この寺が竹芝寺Dで、子どもがいたよねO子どもはその後名前をもらった

んだけど、どういう名前をもらいましたか?」

「S15さん。」

137



S .1 o

T

S 1

T

t
o
 
h
 
e
n
 
h

T

Sl

「武蔵。」

「はい、武蔵。つていう名前になったんね。つていう風になって、こういう風に火

焚屋の男に皇女をとって行かれるっていう風なことがあったので、それからは火

焚屋に女が勤めているっていうことになりますね。埋まりましたか?じゃあ、こ

の内容をやってみたいと思いますO (ぬいぐるみを出す)国の人が皇女を背負って七

日七夜で武蔵国に着きましたO　帝が、帝です。帝がひどく心配したんねO　それで

使いをね、はい、使いこJtv、つO使いが来たんだけど、命令を受けて、でもこれは

三月もかかちやった。で、きた時に皇女がこの使いを呼ぶのねC　呼んで話したこ

とには、 「我さるべきにやありけむ」、 「ここはとても住みやすいよj、 「この国に私

は住みつく因縁があったんだろう」って言って使いをかえすんね。そうすると帝

はこれをこう聞いて、この使いからこの請をきいて、 「言ふかひなし」っていうん

ね。 「言ふかひなし」っていうんはどうしようもないなあ、それで宣旨を出して武

蔵国を任せて、観税や労役をこのをのこにさせないでおこうっていう風になりま

すね。そうしたらこのをのこは、家を、こう家をね、家だったのをちょっとバー-

ジョンアップさせて宮中のように作り変えて、ね、その後皇女が死んじゃったら

この家が竹芝寺になりましたO　で、その子どもだったこいつらは武蔵っていう姓

をもらいましたo　そういうことがあって宮中には女が勤めるようになりましたよ

っていう事ねO　そしたら、 「さるべきにやありけむ」っていうのがありますけど、

第2段。この「さるべきにやありけむ」っていうのは第1段でもあったと恩うん

ですがどうしてもう1g出てきたんでしょうか?どういう風に思いますか?じゃ、

次の人。」

「slさん。」

「はいじや、 Slさん,, 「さるべきにやありけむ」って2回出てきているよね。なん

でかなoj

「同じことを考えていたO」

「うん。じゃ、もう1人いっTみようかo」

「S7さんO」

「「さるべきにやありけむ」っていうのが2回出てきたのはなんでだろう。 1回目は

男の人が思ってるよねD　で、 2回目は皇女が自分で私は「さるべきにやありけむ」

っていうよね。ということは、ここは「さるべきにやありけむ」っていうのはそ

うなる運命だったんだろう、つて意味なんだけど、それを強調しているんだよね。」

(チャイム)

「これだけ書いてくださいO」

「はい、じゃあ、ちょっとのびてしまってすいません。終わりますO　号令お願いし

ます。」

.r起立.3　礼。」
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第3節　授業実践を通して得られた知見と反省

(1)指導者について

授業をいかに魅力的なものにするか、ということを考える際に、まず思いつくのが生

徒と教師との人間関係である。生徒との人間関係が良いものであればあるほど、授業を

行う上で教師側から見ても、生徒側から見ても良い授業ができるのではないかと今回の

実践で感じたO生徒との関係作りは、主に休み時間や放課後、部活動の時間に行ったO

特に部活動を通して、親しくなった生徒が授業クラスにいると、授業も行いやすく、円

滑に進んだと思う。

そうした、生徒との関係作りにおいて大切なことは、次の2点ではないかと考える。

1 、お互い尊重しあうという心得のもと、生徒との開係作りを行うことO

これは、授業とまったく関係ない場所でもできることである。例えば、私はソフトテ

ニス部に参加し、その活動の中で高校生にとっては高度なサーブの技術、ストロークの

技術などを示す機会があったOそのような機会があった後、徐々に生徒の反応が変化し

てきたO授業において、それまであまり話を聞いてくれなかった生徒が、話を聞いてく

れるようになる、ということが多くあったO　これは、授業技術などではなく、一個の人

間として、生徒が教師を諌めるということから起こったのであろうと考えられる。また、

そういう生徒に対しては、教師の側からも積極糾こ話しかけ易いという事もあり、生徒

の話を聞く機会を多く持てるということがあったように思うL,そうした中で、生徒が日

頃どのようなことに興味をもっているのか、どのようなことを考えているのか、を知る

ことができ、 1人1人の生徒を尊重し、良い関係作りができるように心がけた。すると

回を重ねるごとに、授業も活発なものになり、生徒から疑問点に対する質問などが出て

くるなど、授業をする上で、生徒の状況を把握する上で良いことが増えた。はじめは~

部の生徒に限定されてしまっていたが、しばらく経つと、自然と他の生徒とも同じよう

な関係作りができたと患う。このようなことから、私は生徒と.の関係作りというものが、

授業をする上でとても大切なものなのではないか、と感じた。

2、生徒からの質問に適切に答えること。

例えば、古典の授業の後に、生徒が質問に来たとするL-.そのときの対応ひとつで生徒

との関係は、全く異なったものになるだろう。基本的には、生徒に対して、わかりやす

く丁寧に理解できるまで教えることは大切なのだが、時に生徒の質問に対して適切な答

えを教師が持っていないこともあるDそのような時に、暖味な答えをするよりも、調べ

ておくから少し待ってくれ、と準えておいて、適切な答えを後で提示したほうが生徒に

とっては良いものだということがわかった。ここで、瞳疎な答え方をしてしまうと、あ

の先生に聞いてもわからない、となってしまうoその場で答えられるに越したことはな

いが、正確で適切な説明をすることで、生徒との信頼関係も生まれると感じたo
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(2)指導牡について

指導の上で重要なことは、次の2点であると考えるo

1 、生徒とのやり取りの中で、信頼関係を築くこと。

生徒とのやり取りの中で、暖味なことを教えることは絶対に避けなければならない。

分かりやすい説明をすることは、もちろん大切であるし、-生徒の理解を深める上で必要

であるD　しかし、それにも増して大切であると感じたことは,正確な回答、適切な回答

をしなければならないということだ。これができないと生徒との信蹄関係は築くことが

できないO信頼関係を築くことができないということは、回りまわって良い授業ができ

ないということになってしまう。これを、私は今回の授業実録の中で、最も注意した。

2、生徒が授業をどの程度理解しているかを的確に把握し、授業を構想することO

授業において、生徒の理解を助ける板書を構想し、作ることが大切であるOところで、

今回の授業実践では、ノートを使用せず、全て板書計画と同様のワークシートを準備し、

ワークシートを用いながら授業を進めるという形をとったOそのため、板書(ワークシー

ト)が授業の思考の流れを表したものになるように配慮したDしかし、ワークシートに教

えたいことを載せすぎた為に、何が重要なのか、がわかりにくい授業になってしまった

ことは反省すべき点である。改善策として、全体構造に関する板書(ワークシート)と、

補足説明に関する板書(ワークシート)とに分けて生徒に配布する、もしくは、補足説明

に関するプリントを最小限に抑えて、中心となるワークシートに書き込む方式を採るな

どが考えられるO資料が豊富であるというのは、教師が授業をつくっていく上では大切

なことだが、資料が多すぎても、教えるべきポイントの焦点がぼやけて、生徒の理解を

難しくしてしまう恐れがあるD教師側から見ると提示したくなってしまう資料を、生徒

の立場から見つめなおし、取捨選択することが大切であるO

(3)終わりに

今回の授業実践を通じて学んだことの中で、特に大切にしたいものは、生徒との関わ

りに関することであるO教師と生徒との関係作りが上手くできていないと、同じ授業を

行っても生徒の授業に対する取り組み方も違ってくるD　生徒との関わりをより良いもの

にしていく為に必要なことのひとつとして、教材についての豊富な知識がある、と私は

考える。それは、生徒の問いに対して、適切な回答、正確な回答が求められるからであ

り、それらが生徒との信頼関係に大きく関わると感じたDそして、その知識は教材を研

究することによって培われ、教材に対する教師の理解も、より深いものになることから、

授業自体の完成度も高いものになっていくと思うo賀茂北高校においては、生徒が放課

後に質問に来てくれて、どういう授業がいいか、ということについて生徒の意見を聞く

機会が持てたために、以上のようなことを学ぶことができた。賀茂北高校での実践とそ

の経験を通して学んだことを忘れることなく、日々努力し、より良い授業を行えるよう

になりたいと思うo
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第4章　第1学年基礎クラス『更級日記』授業実践の研究　　　豊田慎一一郎

第1節　「竹芝等」学習指導案

授業者:豊田慎一郎

1、日時:平成17年2月14日～18日

2、場所:社会科教室、書道教室

3、学校、学年、学級:広島県立賀茂北高等学校、 1年次生、基礎クラス

4、教科、科目、単位数:国語科、国語総合、 4単位

5、教材、単元:新編国語総合(東京書籍)、 「竹芝寺」

6、本課について

①教材観:女性の強い意志が男性をも巻き込み、自ら新天地で生きる道を開い

たというのが話の大きな流れである。ここには平安朝の貴族階級の女性が失って

いた、未知のものへのあくなき好奇心とそれを実現する力強い実行力とを見るこ

とができる.また、言葉による愛情表現はないが、行動や振る舞いに見える女性

の男性への愛を感じることができる。

②生徒観二　対象とするクラスは、国語が苦手な生徒が集まっている。 「読むJ 「書

く」 「聞く」 r話す」といった基礎的な国語力において、生徒の個人差は大きい。

しかし、授業に対する姿勢や態度はとても積極的なので、生徒の発言を中心とし

た授業を考えた.

③指導観:文法を適宜おさえながら、 「竹芝寺」の内容を正確に理解すること

に重きをおいた。生徒各自の自由な思考や発想をもとに、登場人物の心情を考え

させたり、話に対する感想を言わせる活動を行うなどして、楽しく古文に触れさ

せたい。

7,本謀の目標

「竹芝寺」を正確に音読でき、内容について正確に理解し、その内容について

自分なりの考えをもつことができる.

第 1 時 . 本文 第 1 段 を正確 に音読 で きる。

. 男性 と女 性 の身分 の 違 い を理解 す る。

第 2 時 - 男 性 が 女 性 を 東 国 に連 れ て 行 か ね ば なrらな くな っ た 経 緯 を理 解 す

る 。

第 3 時 . 男 性 と女 性 とが 東 国 で 幸 福 に 過 ごせ る よ う にな った 経 緯 を 理解 す

る。

第 4 時 . 本 文全 体 の 内容 を理 解 U 、 羊の革 にみ え る登 場 人癖 のふ る まい 、行

動 また は本.間関 係等 につ V、て 自分 な りの意 見 を もつ こ とがで き る。
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8、学習活動の展開

第1時

(1)本時の目標

①本文第1段を漢字や歴史的かな遣いに注意しながら、正確に音読できる。

②男性と女性の身分の違いを理解する。

(2)本時の評価の観点

①漢字や歴史的かな遣いに気をつけながら、正確に読むことができたか。

②男と皇女の身分の差を理解できたか.

(3)本時の指導過程

学習.内容 学習活動 指導上の留意点 . 時間

範読を聴 くO . 1 本 文の横 にふ りが 1 古典 のリズムや言 いまわ し、 1 0

な を書 き込 みなが ら ス ピー ド等 に注意 して範読をす

授業者の範読を聴 く。 ′る。

2 次 の斉読、音読 に備えさせる。

第 1 段 の追 従 1 ク ラス全員 で声 を 1 教師が適切な部分で 区切 りな 2 0

読み をす る0 合わせて、大 きな声で が ら読み、 クラス全員 で声 をそ

追従読みをする。 ろえて読ませる 0

第 1 段 の音 読

をす るe

1 指定 され た箇 所 ま

で大 きな 声で音 読す

る。

1 数名を指名 して音読 させ る。 2 7

登場 人 物 の ま 1 指名 にしたがって、 1 指名 して発表させる。 3 0

とめ。 第 1 段 に登場 した 人 2 ワー クシー ト① の r一」に書

物 を発表するe 書込み、整理 させる0

「火焚 崖 の 火 1 .火焚屋、衛士の意味 1 火焚崖、衛士 、それぞれの意 3 5

焚 く衛士」とは を辞書で調べ、発表す 味を辞書で確認させ、発表させ

何 か 、 ま とめ るq 畠∴

る。 2. 男 の身分 に.つ いて 2一 男の身分は低 かった ことをお

理解す る。 さえ、.理解 させ る。

rか くて ある 1 補 助 プ リン トを参 1 指名 して尋ね る。 4 0

よ」と述べ られ 照 して、対象 となる部 2 出ないような らば、補助発間

て いる 内容 を 分 を探 し出し、指示語 を行 う。「か く」が指示語 である

理解する。 「か く」の指示内容 を ことや、今 まで読んで きた内容

確認、理解 して 自分 の

言葉で発表す る。

を再度確認 させ るO
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「いみ じ うか 1 皇女 の境遇 を理解 1 身分 の低 い火 焚 屋 の 男 と違 4 5

しづかれ給ふ」 する 0 い、皇女は、た いへん身分が高

の部分 の 読解 .

をする。

か ったことを理解 させる。

本 時 の復 習 を 1 授業 者の説 明 を聴 1 漢字の読 み、. 歴史的かな遣い 5 0

する。 き、本 時で扱った内容 の読みの権認 、登場 人物の確認

を理解する 0 を しなが ら、学習内容 をふ りか

え らせる0

㊨ 「漢数字」は、各ワ-クシートの対応箇所を示す.
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第2時

(1)本時の目標

①本文第1段を漢字や歴史的かな遣いに注意しながら、正確に音読できる。

②男が皇女を東国に連れて行かねばならなくなった経緯を理解する.

(2)本時の評価の観点

①漢字や歴史的かな遣いに気をつけながら、正確に読むことができたか。

②2人が東国に下った経緯を理解できたか。

(3)本時の指導過程

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時間

前 時 の想 起 1 第 1 段 を斉読す る0 1 第 1 段 を漢字 や歴 史 的か 1 0

をする。 2 前 時 の学習 内容 を想 起す な遣 いに注 意 して読 む よ う

る。 にさせる。

2 7 - クシー ト① の 「二」

でを復習 させ る0

「か くて あ 1 ワークシー ト② の 「三」に 1 「こうしている」とは、ど 1 5

るよ」の部分 書 き込 む。 うしている ことかを↓指名 し

を読解する。 2 指名 に したがって発 表す て、発表させ る。

る0 P2 男の身分、境遇 を簡潔 に説

3 授業者 の説明を聴き、理解

す る。

明するe

「いみ じ う 1 ワーク シー ト②の 「匹ー」に 1 皇女の身分 、境遇 を男のそ 2 0

か しづ か れ 書き込む 0 れ と対照 させ なが ら、理解 さ

給ふ」の部分 2 授業者の説明を聴 き、皇女 せる0

を読解する。 の境遇 について理解する 0

「いみ じう 1 ワー クシー ト(参の 「五」に 1 皇女 が見 た い と思 つたの 2 5

ゆか し くお 書き込む。 は ひ さ ごが 風 になび くさ ま

ぽ され けれ 2 授業者の説明を聴 き、皇女 であることを確認 させ、理解

ば」の部分を の心情 を、想像を膨 らませて させるe

読解する。 考える。 2 実は 「衛士の をのこ」に興

味 を示 して いるのか も しれ

ない ということに触れ る。

皇女 が 男 に 1 皇女の要求は何かを考え、 1 皇女 の要求は、「我率て行 2 7

要 求 した こ ワークシー ト③の 「六」にま きて見せ よ」であることを確

と をま とめ とめる e 認 させる。

るQ 2 指 名 に した が って発 表す

る。

2 指名 して発表させ る。

男 が 橋 を壊 1 . 男が 橋 を壊 した理 由 を考 1 男が橋 を壊 したのは、追 つ 2 8

mm



した理 由 を え、ワI クシー一ト③ の r七」 手か ら逃 れ るた め であ る こ

考 える 0 にまとめる。 とを確認 させ る。

2 指 名に したが って発 表す 2 追 っ手 に捕 ま る と どうな

る。 るのか 、考え させ る。

皇女が r率て 1 ワークシー ト③ の r八」に 1 rそ う言 う」 とは、 「我率 3 3

行 きて み せ 書 き込 む0 て行 きて 見せ よ j とい うこ

よ」と育った 2 指 名 に したが って発 表す と、理 由とは、具体的な もの

理 由 を理 解 る。 ではな く、運命的なものであ

す る。 3 授業者 の説明を聴 く0 ることを理解 させる。

男 が 皇女 を 1 皇女 を連 れて逃 げ る場面 1 2 つの行動 について、どの 3 8

連 れ て逃 げ に現 れ る男 性 の特 異な行 動 よ うな点 か特 泉 で ある のか

る場 面 を考 を、ワークシー ト③ の r九」 を確認 させ、理解 させる。

える。 にまとめる。 2 行動 と同様 に、 2 人の恋 も

2 指 名 に したが って発 表す 特 異な もの で あ る ことを理

る。

3 授業者 の説明を聴き、理解

する。

解 させる。

皇女 の運 命 1 .皇女の運命について考 え、 1 rそうな る」と埠、身分の 4 3

に つ い て考 ワークシP ト④の r十」にま 低 い男が、皇女 を轟れて東国

える。 とめるe ヘ汲 げ る とい う ことで ある

2 指 名 に したが って発 表す

る。

ことを確琵 させる。

本時の復習 1 授業者 の説明を聴き、本時 1 漢字の読み、歴史的かな遭 5 0

で扱 った内容を理解する。 いの確認 をす る。

2 話の流れを確認 しなが ら、

学習内容をふ りかえ らせ る。

㊨ r漢数字」臥各ワークシートの対応箇所を示す.
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第3時

(1)本時の目標

①男が皇女を東国に連れて行かねばならなくなった経緯を理解する0

②男と皇女とが東国で幸福に過ごせるようになった経緯を理解する。

(2)本時の評価の観点

①2人が東国に下った経緯を理解できたか。

②話の筋通りに,男と皇女が幸福に過ごせるようになる経緯を理解できたか。

(3)本時の指導過程

学習内容 学習活動 指導上の留意点 時間

前 時 の 想 1 .適 宜メモ をと りなが ら授 1 「我率て行 きて見せ よ」 1 0

起 をする。 業者 の説明 を聴 き1 前時 の までの流れ を、分か りや す

学習内容 を想起する。 く説明す るe

2 皇女が興 味壷抱いたもの 2 皇女が興味 を抱 いた もの

につい七ワークシー ト② の . につ いて解 説 し、ワー クシ

「五」にまとめる。 ー ト②の 「五」 にま とめ さ

せる O

男 が 橋 を 1 男 が橋 を壊 した理 由を考 1 男が橋 を壊 したの は、追 1 2

1 7

壊 した 理 え、ワP クシー ト③ の .r七 J つ芋か ら逃 れるためで ある

由 を 考 え にまとめるこ ことを確認 させる 0

る0 2 指事に したがって発表す 2 追っ手 に捕 まると どうな

る0 るのか、考 えさせる0

皇女が 「率 1 皇女が 「率て行 きて見 せ 1 指示語 rさ」 の指 示内容

て 行 き て よ」 と言った理 由を考 え、 は 「我率て行 きて見せよ 0」、

見せよ」と ワー クシー ト③ の 「八」に であることを理解 させる 0

言 っ た 理 まとめる。 2 皇 女 が そ う言 った 理 由

由 を 理 解 2 指 名にしたが って発表す は、皇女が 、運 命を感 じて

する。 る。 いたか らとい うこと凄理解

3 授 業者 の説明 を聴 き、理

解する。

させる。

男 の 特 異 1 皇女 を連れて逃 げる場面 1 2 つ示 した男 の特 異な行 2 2

な 行 動 に に現 れ る 男 の 特 異 な行 動 動は、 どのよ うな点 が特 異

つ い て 考 を、ワークシー ト③の r九」 で あ った の か を理 解 させ

えるe にまとめる0 る。

2 指名 にしたが って発表す 2 男の行動 と同様 に、 2 人

る。 の恋 も特異 なものであ る こ

3 授業者 の説 明を聴 き、理

解する。

とを理解 させる 0
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女性の運

命につい

て考える。

帝が皇女

を探し出

した経緯

をまとめ

る。

「わが国」

とはどこ

か、理解す

るD

皇女の主

張をまと

める.

「いみじ

く　ここあ

りよく」思

った理由

を考える.

ffl眉rare

容をまと

める。

1　女性の運命とは何か、具

体的に考え、ワ-クシート

④の「十」にまとめる.

2　指名にしたがって発表す

る。

1　指名にしたがって発表す

る.

2　帝が皇女を探し出させた

経緯を、ワークシート④の

「十一」にまとめる。

1　指名にしたがって発表す

る.

2　「わが国」がどこを指し

its田MSかI　画OgMBl旧

④の「十二」にまとめる。

1　指名にしたがって発表す

る.

2　皇女の主張をワークシー

ト④の「十三」にまとめる.

1　「いみじ」を辞書で調べ、

発表する.

2　皇女の気持ちを考え、指

名にしたがって発表する.

3　皇女の気持ちをワークシ

ート⑤の「十四」にまとめ

る。

1　指名にしたがって発表す

る。

2　宣旨の内容を理解し、ワ

ークシート⑤の「十五」に

まとめる。

1　「そうなる」とは、身分

の低い男が、皇女を連れて

東国へ逃げるということで

あると理解させる.

1　帝が皇女を探す手順を本

文に沿ってまとめさせる.

1　男の出身が武蔵の国であ

ることを理解させる。

1　皇女の主張をまとめさせ

る。また、皇女が、自己の

力では如何ともしがたいも

のであったと言っているこ

とを理解させる。

1　皇女が、 「いみじくここあ

りよくj　思った理由は、宮

中での堅苦しさが武蔵には

なかったことや、その地が

新鮮であったことなど、い

ろいろと考えることができ

るので、生徒に考えさせる。

1　帝の宣旨の内容を蘭潔に

まとめて理解させる.

I E*1



火 焚 屋 に 1 指名にしたがって発表す 1 どうして火焚 屋 に女が詰 4 8

女 が 詰 め る。 めるよ うにな ったのか を考

る よ う に 2 ワー クシー ト⑤ の 「十六」 えさせる D

な っ た 理

由 を考 え

る。

にまとめる0

本 時 の 復 1 授業者 の説明 を聴き、本 . 1 本文全体 の内容 をもう 1 5 0

-

響 時で 扱 っ た内.容 を理 解 す

る。

度 ざっととらえさせ るe

㊨ r漢数字」は、各ワークシートの対応箇所を示す.
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第4時

(1)本時の目標

①男と皇女とが東国で幸福に過ごせるようになった経緯を理解する・

②本文全体の内容を理解し、自分なりにこの話について考えることができる。

(2)本時の評価の観点

①話の筋を追って、 2人が幸福に過ごせるようになった経緯を理解しているかo

②積極的にこの話について考えようとしたかe

( 3 ) 本 時 の指 導 過程

学 習 内容 . 学習 活 動 指 導 上 の留 意 点 時 間

前 時 の 補 1 皇 女 が 興 味 を抱 い た もの 1 指 名等 は せず 、 板 書 す る。 3

足 を聴 く。 をワ ー クシー ト② の 「五 」に

ま とめ る。

前 時 の 想 1 授 業者 の説明 を聴 くe 1 帝 や 后 が 、皇女 を探 し出す 1 0

起 をす る。 2 指 名 に した が って 発 表 す ま.で の流 れ と、皇女 探 しの経

る。 線 を 、前 時 に学習 した と ころ

まで 口頭 で 簡潔 に ま とめ る0

第 2 段 落 1 本 文 第 2 段 を、教師 の読 み 1 教 師が 一 節 読 む8 1 5

の 読 み を に したが っ て追 従読 み す る。 2 大 き な声 で 、漢 字 や歴 史 的

練習 す る。 か な 遣 い に注 意 さ せ な が ら

音読 させ る 0

帝 が 皇 女 1 指 名 に した が っ て 発 表 す 1 前時 で残 っ た 「朝 廷 か らの 1 8

を 探 し 出 る0 使 い を .‖」の部 分 を指 名 して

す 経 緯 を 皇 帝 が 皇 女 を探 し出 す 経 緯 生 徒 に 答 え させ る。

ま とめ る。

「さ る ぺ

を、ワ} ク シー ト④ の r十 一」

に ま とめ る

1 辞 書 で 「けむ」 を引 く。 1 助動 詞 「けむ j につ いて 、 2 3

き に ゃ あ 2 . 指 名 に した が って 、「けむ 」 辞 書 を引 か せ 、過 去 推 量 の意

りけ む」を .につ いて発 表 す る。 味 で あ る こ とを確 認 させ る 。

解 釈す る0

男 の 故 郷

3 指名 に したが っ て、女性 の 2 .「そ うな るはず の運 命 」と

運 命 に つ いて発 表す る。 は 、.身 分 の低 い男 が 、皇 女 を

4 「さるべ き にや あ りけ む」 連 れ て 東 国 へ 逃 げ る こ と を

を解 釈 し、ワー クシ～ ト④ の

「十 」 にま とめ る0

指 す こと を理解 させ る 0

1 男 の故郷 とは ど こか考 え、 1 指 名 して 生 徒 に板 書 さ せ 2 4

と は ど こ ワー ク シー ト④ の 「十 二 」′に る。

か 、確 認す ま とめ る。

る 。 2 指 名 に した が っ て板 書 す

lEB



る0

皇 女 の 主 1 「宿世」 を辞書で調べ る。 1 「そ うなる」とは、皇女が 2 9

張 を ま と 2 指名にしたが って 「宿世 J 武蔵 の国 に住み つ くことを

める0 の意味を発表す る0 さす ことを理解させ る。

3 指 名に したが って皇女 の 2 名詞 「宿世」について、辞

主張 をまとめ、発表する0 書で調べさせ る。

4 ワークシー ト④ の 「十三 j 3 皇女 は、自己の力で は如何

にまとめるe とも しが た い運命 だ つた と

主張 した ことを理解 させる 0

武 蔵 の 国 1 指名 にしたが って 「いみ 1 「いみ じ」の意味を答 えさ 3 4

で の 居 心 じ」の意味を発表する。 せ る0

地 の よ さ 2 「あ りよ し」を辞書で調べ 2 形容詞 「あ りよし」を辞書

について、 る。 で調べ させる。そ こに本文が

考える。 3 皇女の、武蔵の国での居心 そ の ま ま掲載 され てい るの

地のよさについて考え、ワー で、ワークシー ト④ の「十三」

クシー ト④ の 「十三」にまと に口語訳 を記入させ る。

めるQ 3 居心地 が よい と感 じたの .

4 指名 に したが って発表す はなぜか 、生徒 に自由に考え

るe させ、発表 させる。

宣 旨 の 内 1 指名 に した がって発表す 1 宣 旨の内 容を箇条書 きで 4 0

容 を ま と るe まとめさせる。

める0 2 宣旨の内容 を理解 し、ワー 2 「かひな し」、「おはやけ事」

クシー ト⑤ の十 五 にま とめ につ いて、辞 書で調 べ させ

る。

3 「かひな し」、「お ほやけ事」

を、辞書で調べる0

る。

火 焚 屋 に 1 指名 に したが って発表す 1 簡単な ので、生徒に自らの 4 5

女 が詰 め . る。 力で 口語訳 をさせ .る。

る よ う に 2 火焚屋 に女が詰 め るよう 2 なぜそ うな った のか を考

な ? た 理 にな った理 由を理解 し、ワP え させる。

由 を 考 え クシI ト⑤ の 「十六」に茸と

る。 める。

音 読 をす 1 大きな声 で本文全体 を音 1 話 の内容 を味わ いなが ら 5 0

る。 読する。

2 授業者の説 明を聴き、本時

で扱った内容を理解する。

音読するよ う注意を促す 0

㊨ 「漢数字」は、各ワークシートの対応箇所を示す。
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う
か
も

け
れ
ば
'
か
し
こ
く
お
そ
ろ
し
と
恩
ひ
け
れ
ど
、
さ
る
べ
き
に
や
あ
り
け
む
'

轟
君
を
)
背
負
い
申
し
上
げ
て
国
に
下
る
時
に
、
き
っ
と
追
っ
手
が
追
い
か
け
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
夜
、

S
K
5

負
ひ
奉
り
て
下
る
に
、
論
な
く
人
追
ひ
て
来
ら
む
と
思
ひ
て
、
そ
の
夜
へ

勢
多
の
樋
の
た
も
と
に
、
　
　
　
こ
の
姫
官
を
置
き
申
し
上
げ
て
、
　
　
勢
多
の
様
を
i
t
開
ほ
ど

ォ

.

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

　

.

_

　

*

-

*

勢
多
の
橋
の
も
と
に
、
こ
の
宮
を
据
ゑ
奉
り
て
'
勢
多
の
橋
を
一
間
ば
か
り

こ
わ
し
て
'
　
　
そ
れ
を
飛
び
越
え
て
'
　
　
　
　
こ
の
姫
宮
を
背
負
い
申
し
上
げ
て
、
　
　
　
七
日
七
夜
と

3
Z
-
H
K
E
K

こ
は
ち
て
、
そ
れ
を
飛
び
越
え
て
へ
こ
の
宮
を
か
き
負
ひ
奉
り
て
'
七
日
七
夜
と

い
う
日
数
で
武
蔵
の
国
に
行
き
着
い
た
の
で
あ
っ
た
。

む

き

L

い
ふ
に
'
武
蔵
の
国
に
行
き
着
き
に
け
り
0

帝
と
皇
后
は
,
姫
が
姿
を
消
し
な
さ
っ
て
し
ま
っ
た
と
ひ
ど
く
心
配
し
'
お
き
が
L
に
な
る
と
、
　
r
武
蔵
の
国

&
s
a
2

帝
'
后
へ
皇
女
失
せ
給
ひ
ぬ
と
お
ぼ
し
ま
ど
ひ
'
求
め
給
ふ
に
'
「
武
蔵
の
国

の
衛
士
の
男
が
'
　
　
　
　
　
　
大
そ
う
よ
い
香
り
の
す
る
も
の
を
首
に
ひ
っ
か
け
て
飛
ぶ
よ
う
に

の
衛
士
の
を
の
こ
な
む
へ
　
い
と
香
ば
し
き
物
を
首
に
ひ
き
か
け
て
飛
ぶ
や
う
に

乱
戸
蝣
'
'
Z
.
蝣
蝣
"
'
*
八
.
J
 
L
,
へ
あ
る
す
が
)
申
し
Z
Z
.
j
 
I
央
<
蝣
?
で
)
.
二
i
r
-
f
c
托
し
て
み
そ
　
:
a
+
-
¥
:
-
t
r

逃
げ
け
る
ご
と
申
し
出
で
て
'
こ
の
を
の
こ
を
尋
ぬ
る
に
な
か
り
け
り
。

ま
ち
が
い
な
く
故
郷
の
国
に
掃
っ
て
行
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
'
　
朝
廷
か
ら
使
者
が
下
っ
て
'
追
い
か
け
て
み
る
の
だ
が
、

・

t

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

p

I

・

.

/

論
な
く
も
と
の
国
に
こ
そ
行
く
ら
め
と
へ
お
は
や
け
よ
り
使
下
り
て
追
ふ
に
、

津
阜
f
.
絹
が
、
　
て
け
蝣
M
T
V
-
'
<
>
<
)
-
>
-
.
4
で
き
な
い
∵
都
V
"
J
山
　
　
'
蝣
|
ォ
E
-
j
S
-
r
日
&
で
止
ォ
K
Z
U

勢
多
の
橋
こ
ほ
れ
て
へ
え
行
き
や
ら
ず
二
二
月
と
い
ふ
に
武
蔵
の
国
に

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

J

-

r

-

.

*

-

.

　

′

.

ド

,

・

行
き
着
き
て
へ
こ
の
を
の
こ
を
尋
ぬ
る
に
へ
こ
の
皇
女
お
ほ
や
け
使
を
召
し
て
'
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神
助
プ
リ
ン
ト
◎

午

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④

午

級

香

授
業
日
　
　
　
年
　
　
月

曜
日
　
　
　
限
日
　
　
天
気

「
私
は
そ
う
な
る
柱
ず
の
困
警
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
ご
の
男
の
家
が
見
た
く
て
'
　
　
　
　
蛸
れ
て
蛸
け

「
我
さ
る
べ
き
に
や
あ
り
け
む
へ
こ
の
を
の
こ
の
家
ゆ
か
し
く
て
'
率
て
行
け

と
言
っ
た
の
で
(
男
は
私
を
)
連
れ
て
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
た
い
そ
う
こ
こ
は
住
み
や
す
く
思
わ
れ
る
C
も
し
こ
の

と
言
ひ
し
か
ば
率
て
来
た
り
O
　
い
み
じ
く
こ
こ
あ
り
よ
く
お
ぼ
ゆ
O
　
こ
の

男
が
罪
せ
ら
れ
・
ひ
ど
い
め
に
あ
わ
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
ど
う
し
て
い
ろ
と
(
い
う
の
か
)
。
こ
れ
も
細
世
で
こ
の
国

3
'
B
3

を
の
こ
罪
し
掠
ぜ
ら
れ
ば
'
我
は
い
か
で
あ
れ
と
。
こ
れ
も
前
の
世
に
こ
の
国

に
住
み
つ
く
は
ず
の
因
縁
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
早
く
都
に
煉
っ
て
朝
廷
に
こ
の
こ
と

た

　

　

　

　

す

く

せ

に
跡
を
垂
る
べ
き
宿
世
こ
そ
あ
り
け
め
。
は
や
帰
り
て
お
ほ
や
け
に
こ
の
よ
し

を
奏
上
し
な
さ
い
。
l
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
'
　
　
　
(
使
者
肢
)
青
い
よ
う
も
な
く
て
二
部
に
)
登
っ
て
、
帝
に
t

を
奏
せ
よ
。
」
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
言
は
む
方
な
く
て
'
上
り
で
も
帝
に
'

こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
奏
上
し
た
と
こ
ろ
'
(
静
は
)
　
r
い
た
し
か
た
な
い
O
　
　
　
　
　
も
し
、
そ
の
男
を

か
く
な
む
あ
り
つ
る
と
奏
し
け
れ
ば
'
「
言
ふ
か
ひ
な
し
。
そ
の
を
の
こ
を

罰
し
た
と
し
て
も
'
今
(
と
な
っ
て
)
は
姫
宮
を
取
り
返
し
て
、
都
に
返
し
申
し
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

罪
し
て
も
'
今
は
こ
の
宮
を
取
り
返
し
、
都
に
返
し
奉
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。

竹
芝
の
男
に
'
　
　
　
　
　
　
生
き
て
い
る
か
ぎ
り
終
身
、
　
　
武
蔵
の
国
を
預
け
与
え
て
'

竹
芝
の
を
の
こ
に
'
生
け
ら
む
世
の
か
ぎ
り
'
武
蔵
の
国
を
預
け
と
ら
せ
て
、

租
税
や
労
役
な
ど
も
錬
す
る
こ
と
は
や
ら
せ
ま
い
d
た
だ
へ
姫
宮
に
そ
の
B
X
を
預
け
申
し
上
げ
あ
そ
ば
す
」
　
　
　
旨

お
は
や
け
事
も
な
さ
せ
じ
。
た
だ
、
宮
に
そ
の
国
を
預
け
奉
ら
せ
給
ふ
。
」
よ
し

の
宣
旨
が
下
っ
た
の
で
、
　
　
　
　
　
(
男
が
)
こ
の
家
を
内
裏
の
よ
う
に
造
っ
て
住
ま
わ
せ
申
し
上
げ
た

せ

ん

じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

だ

い

サ

の
宣
旨
下
り
に
け
れ
ば
'
こ
の
家
を
内
裏
の
ご
と
く
造
り
て
住
ま
せ
奉
り
け
る

家
を
'
　
姫
宮
な
ど
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
'
　
寺
と
し
た
の
を
、
　
　
　
　
竹
芝
寺
と
い
う

家
を
'
宮
な
ど
失
せ
給
ひ
に
け
れ
ば
、
寺
に
な
し
た
る
を
'
竹
芝
寺
と
い
ふ

の
で
あ
る
。
そ
の
姫
宮
が
生
み
な
き
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
'
(
親
の
顔
国
の
名
を
)
そ
の
ま
ま
と
っ
て
武
蔵
と
い
う
姓
を

な
り
Q
そ
の
宮
の
生
み
給
へ
る
子
ど
も
は
'
や
が
て
武
蔵
と
い
ふ
姓
を

待
て
・
こ
こ
に
住
ん
だ
八
と
い
う
こ
と
だ
)
。
そ
れ
よ
り
後
J
(
宮
中
の
)
火
焚
屋
に
は
(
鼻
は
お
か
ず
)
女
監
芸
て
い
る
そ
う
だ
。

Q
ち

得
て
な
む
あ
り
け
る
。
そ
れ
よ
り
後
へ
火
焚
屋
に
女
は
居
る
な
り
。

1
　
登
場
人
物

二
　
火
焚
屋
の
火
焚
く
衛
士

・
火
焚
屋

a-H
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ワ
ー
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午

級

香

授
業
日
　
　
　
　
年
　
　
　
月

授
業
日
　
　
　
　
年
　
　
　
月

叫
日
　
　
　
間
c
　
'
・
*
:
≠

る

こ
と
だ
な
あ
。

三
　
か
く
て
あ
る
よ
。

六
　
線
局
、
女
性
は
男
性
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
要
求
し
た
の
か
。

l

七
　
な
ぜ
橋
を
壊
し
た
の
か
。

八
　
さ
首
ふ
や
う
あ
り

=
　
そ
-
言
う
璃
軸
が
あ
る
の
だ

L

ド

四
　
い
み
じ
う
か
し
つ
か
れ
給
ふ

-
　
た
い
そ
う
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

*
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五
　
い
み
じ
う
ゆ
か
し
く
お
ぼ
さ
れ
け
れ
ば

日
　
非
常
に

お
思
い
に
な
っ
た
の
で

九
　
男
性
が
女
性
を
連
れ
て
逃
げ
る
場
面
に
現
れ
る
特
異
な
行
動

・
「
勢
多
の
橋
を
1
間
ば
か
り
こ
ほ
ち
て
'
そ
れ
を
飛
び
越
え
」
る

*
二
七
日
七
夜
」
　
で
武
蔵
の
国
に
達
す
る

*

*
　
皇
女
が
興
味
を
抱
い
た
も
の
は
'

あ
る
。
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年

香

年
　
　
　
月

十
　
さ
る
べ
き
に
や
あ
り
け
む

-
判
別
瑚
剖
は
ず
の
運
命
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

十
四
　
い
み
じ
く
こ
こ
あ
り
よ
く
お
ぼ
ゆ

*

十
五
　
宣
旨

十
t
　
帝
や
后
が
、
皇
女
を
探
し
出
し
た
経
廉

十
二
　
「
わ
が
国
」
と
は
ど
こ
か
?

十
三
　
皇
女
の
主
張

我
さ
る
べ
き
に
や
あ
り
け
む

-
　
私
は
召
叫
は
ず
の
運
命
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

前
の
仕
に
こ
の
国
に
跡
を
垂
る
べ
き
宿
世
こ
そ
あ
り
け
め

=
　
前
世
で
こ
の
国
に
住
み
つ
く
は
ず
の
因
縁
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

十
六
　
そ
れ
よ
り
後
へ
火
焚
崖
に
女
は
居
る
な
り

*

と
い
う
主
張
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第2節　「竹芝寺」授業記録の文字化資料

第1時(平成17年2月14日、 6限)

SI

T

SI

T

SI

T

SI

T

SI

T

S2

T

S2

T

S2

T

S2

プリントが3枚あります。授業が終わったら出してもらうのでしっかりメモな

りなんなりしながら聞いとってください.

はい、じゃあ今日は竹芝寺というのをやります.えーと、これは更級日記って

いう本から引っ張ってきてあるやつなんですけど、まあ更級日記の説明は今度

中原先生のほうからしてもらうことにして、今日はまあとりあえずみんなで読

んでいってみましょう.

じゃあ、えーと、教科書持っとる人は教科書の248ページね。で、とりあえ

ず先生が読みますから、で、この後みんなにも読んでもらいますので、あの一、

読み方がわからんところとかは、横に自分で振り仮名でもうってから、で、次

当てられてもすぐ読めるようにしとってください.

はい、じゃあ読みますよ」.いい?鉛筆でも持ってから聞いてね。あー、その

プリントに書いてもいいし教科書に書いてもいいけん、自分の好きなようにし

とってくださいね一.読みます.

(授業者が「竹芝寺」を範読)

はい、じゃあみんなメモしたかな.じゃあまずはえーと、前半半分読む練習し

ようか。古典はまず声に出して読めんといけんけ、どうしようか.じゃあSl

くんから、ちょっとずつ読んでいってもらおうか.

これはいにしえたけしぼといふさ、さかなり。

うん、えーとね、竹芝という坂なり。 rふ」、 「ふ」じゃなくて「う」ね。 「う」。

ふさなり.

ん?違う, rいう」、坂.竹芝「という」、坂。わかる?

いう、さか.

ん、わかった?

はい.

rふ」て読まんでいい. 「う」, 「う」て読まんと。横に書いとってね,わから

んなら.

いう。

うんそうそう、うん,オッケ-.じゃあ次、 S2くん.

くにのひとのありけるをひ、ひたきやのひたくえじ?

火焚く-0

火焚く-何これ?なんですかこれ.

何て読んだっけ?

えじ?

おう、そうそう。

えじにさしたてまつりたりけるに.
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T

S9

T

S9

T

SIO

T

Sll

T

S12

T

S12

T

S12

T

はい、オッケ一g　ん-、じゃあ、 S3くん。・

おまえのにわをはくとて、などやくるしきめをみるらむ.

オッケ一、あー、 「らむ」はね、 「らん」て読む。 rん」。わ,を,んの「ん」ね。

じゃあ次は、 S4くん.

わがくににななつみっつつくりすえたるさかつぼに

うん、オッケ-、サンキュ-.良-つと、じゃあ次S5くん.

さしわたる=・。

わたしたる。

さしわたしたる-.

うん.

ひさどの

はいオッケ一.じゃあS6さん.

みなみかぜ、みなみかぜふけばきたになびき、きたかぜふけばみなみになびき

D

はい、 OK。じゃあえーと, S7くん。

にしふけばひがLになびき、ひがしふけばにLになびくをみでかくてあるよ

はいありがとう.と、次はS8くん

とひとりごちつぶやきけるをそのときみかどのおんむすめいみじゅうかしづ

かれたまふ-・.

はい,ありがとう。あ、ここはrたまふJて書いて「たもう」、ね. 「た・も・

う」, 「たもう」.

はい.じゃあS9くん。

ただひとりすみのきわにたちいでたまいて-.

はい、ありがとう。 「すみ」じゃなくて「みす」ね。

あ,みす、はい.

オッケ-。えーつと、じゃあSIOさん.

はしらによりかかりてごらんずるに、この、このおのこのかくひとりごつを

はい、ありがとう.じゃあ、 Sllくん。

いとあわれにいかなるひさごのいか、に、いかになびくならむと、ならんと-.

うん.ありがとありがと.いいよいいよ.な、なら「む」じゃなくて「ん」、

「ん」ね。 「む」は「ん」ね。読み方は。えーつと、じゃあS12くん.

いみじゅうかしくおぼされければ-。

うん、あ、ちょっと違う。い、いみじゅう、 「ゆ」、 「ゆ」がある.

あ、いみじゅ、ゆ・-.

いみじゆう.

いみじゅうかしく・・・.

ちゃうちゃう、いみじゅう、ゆかしく。
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ゆかしく。

そうそうそう。

あー、おぼされければ。

うん、ありがとう.ん一,じゃあS13くん。

みすをおしあげてあのおのここちよれとこれめしければ?

そうそうそうそう,はい、サンキュー.んじゃあ、 S14さん.

かしこまりてこうらんのつらにまいりたりければ-.

はい、ありがとう.うーんと、じゃあもう1回Slくん.

これは-.

違う!

ちが、違うらしいよ。

いいつることいまいちかえりがにいいてきかせよと-.

オッケ-オッケ-、いちかえりじゃなくて、横に書いてあるじゃろ。

良?いいきかせいちかえり-.いいつることいまいちかえり-.

われに.と、ひとかえり.

とおおせられければ,さかつぼのことを、いまひとかえりもうしければ・-.

はいオッケ一、いいね.えーつとじゃあ、 S3くん.

われいていきてみせよ.

うん、もういっちょ。

さ、さいうようあり。

うん、ありがとう.さ、いうようあり.えーつとだけん、 「さJがrそう」、そ

ういう理由があるんだていうこと。さ、いうようあり。はい、次S4くん。

とおおせられければかしこくおそろしとおもいけれど-.

もういっちょ。

さるべきにやありけむ-.

ありけ「ん」。

ありけん。

うん、はいオッケ一.

おいたてまつりてくだるに、ろんなくひとおいてくらんとおもいて・・・.

よ-し,完壁完壁。はい、じゃS6さん.

そのよ?る?

うん.

せたのはしのもとに-0

うん。

このみやをすえたてまつりて-.

はい.オッケ-いいね-。はいS7くん.

せた?

うん。
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のはしをひとまばかりこおちて-.

あ、ここはね、こ「ほ」でいい。

こはちて。

うん.

それをとびこえてこのみやをかきお、おい.つ?

たてまつりて。

たてまつり、て・-.

うん.

なな、なぬ、なぬ.かななよというにむさしのくににいきつきにけり.

はい、ありがとう。んじゃまあ今日の読みの練習はここまでかな.じゃあちょ

っと、確認の意味で今度はみんなで読むよ。俺が読むけ、その後おっきい声を

出して読んでね.で、まだわかちんとこがあるやつはどんどん書いていけよ、

横に。

よし、じゃあやるよ-。はい、よし。 「む」はrん」て読まなんよ.覚えたろ?

ほrVSf

jrVB

はい.

む-ん。

書き方がいけんかったね。よし、じゃ読みま-す。ついてこいよ.

(追従読み)

はい、ありがとう。よし.はいどうも'-.

じゃあ、今の古典を声に出して意味が分かった人-?おらん、かな?おらんね。

おらんから、ちょっと、現代文を先生プリントしてみました.ので、だれか読

んでもらおうか.ど、どこまで当てとったっけ?S7?あ、そうか、じゃあS

翌sum

はい.

訳をね、みんなに聞かせてあげて。で、みんな.聞きながらちゃんと自`分の目

でも読んでいけよ。して、分からん所とかあったら後で教えてあげるけんチェ

ックしとってね.じゃS8君、適当に読んでみて.

これは昔、竹芝と言った坂である。この国の人で、住んでいた男を火焚屋の火

を焚く、衛士に-0

そうそうそう。

こくLが?

うん。

指名し、こうじょう-。

けんじょう.

献上したところ、この男は-。

あ、ごてん。
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ご、の前のにわを-。

ごてんのまえのにわをはきながら。

掃きながら、どうしてこんなつらいめ,をみるのだろうか.私の故郷で. 7つ、

3つと-.

闘いとけよ一。聞いとけよ.

酒をしこみ抱えてある酒壷に匿いてある-0

ひたえの。

直柄のひさごが.南風が吹くと北になびき.北風が吹くと南になびき、西風が

吹くと東になびき,東風が吹くと西になびく光景を見ないで、こうしている、

ことだなあ、と、ひとり言を言い,ぶつぶつ言ったところ-.

はい、ありがとう。じゃあ次, S9くん.続けて読んでいって.

はい。帝の-.

おむすめ。

御娘でたいそう大切にされていらっしゃる　ただ1人、御簾の側にお出ましに

なて、柱に寄りかかって-・.

ごらん。

あ、御覧になると、この男がこのようにひとり言を言う由を、非常に心を動か

され.どのようなひさごがどのようになびくのであろうかと,非常に見たいと

お思いになったので-0

はい、ありがとう.んじゃあ. SIOさん.続き.

ビらん?ビらん-.

あー、これ, 「みす」。

御簾畢押し上げて、そこの男よ、こちらへ参れ.とお召しになったので・男は・

かしこまって、高槻の側に参上したところ、いま言ったことをもう1皮,私に

言って聞かせよ.と仰せになったので、酒壷のことをもう1度申し上げたとこ

ろ.私を連れて行ってそれを見せよ.そう言う理由があるのだBと仰せになっ

たので-.

はい、ありがとう。じゃSllくん、続きD

おそれ多くおそろしいと思ったが、そうなるはずの-.

いんねん。

因縁であったのだろうか。 -0

ひめぎみを。

姫君を背負い申し上げて国に下るときに、きっと追っ手が追いかけてくるだろ

うと思って、その夜、勢多の橋のたもとに,この拒宮を置き申上げて、勢多の

橋を一間ほど壊して、それを飛び越えて、この姫宮を背負い申し上げて、 7日

7夜という日数で武蔵の国に行き着いたのであった.

はい、ありがとう。ていうところが、今、みんなで一緒に声に出して読んだと

ころね。んで、じゃあ質問。登場人物を挙げていこうか。ね.だ、だれが出て
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きたか.これ、プリントの、えーとね、 4ページに書くとこがあるけ、まとめ

ていって.

これノートに書くんですか?

あ、ん-ん、このプリントに書いていいよ.

はーい.

このプリントがノートぐらいのあれでO

じゃS12くん、まず1人挙げて。だれが出てきたかい?S12、 S12!だれが

渡したん?

え、えじ?

じゃ、 S12から1個出ました。火兼良の火焚く衛士っていうのが1人ね-。

じゃあ2人目S13くん.

帝。

帝!いいね一。帝が出てきたね-0

帝の娘.

帝の娘?帝の娘。

宿.

宿.

ま.今日読んだのはこのくらいかな?まだおる、かな?

サザエさん!

サザエさんは出てこんよ.

い-い?なんか、これ言っとかな、ていうやつはおらんね-?いいね-?じゃ

あ書いて書いて一。書いた-?

武蔵卜

武蔵はあれや,小次郎と戦ったやつだな。

あー.

でもここに武蔵て書いてある。

うーんこれはね.ここで出てくる武蔵は国の名前よ.えっと今で言えば広島み

たいな感じよ.わかる?武蔵ていう国があったんよ。

高相?
■

んじゃあせっかくだけん高柵を教えとこうか。高相は、教科書を開けてみ.敬

科書の249ページ。

え、高槻て、人ですか?

ん?249ページを見たらわかる.

あーほんま柱じゃ。

柱?

柱っちゅうか、なんつ-かね,梯子?欄干ってわかる?もうちょっとおっきく、

これこれ、これがわかりやすいよ。後ろから4ページ目ぐらい.これこれ.こ

れこれ。ね。オッケ-?　S12　くんわかった?高欄は人じゃないけんね.わ
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かった?

じゃあ次はね、火焚巌の火焚く衛士ていう登場人物がおったよね?この、 S

13、火東屋の火焚く衛士て、意味わかる?

火を焚く人?

そうそうそうそうそう。よ-わかったね.ただ火を焚く人じゃないんよね.だ

けんちょっと、解説をしとこか。えーと、まず、火焚屋。火焚屋とはなにか。

S13くん.

えーとね,これ、みやちゅうて読むんかね?

きゅうちゅう。

宮中警護の-衛士が?

うんうん。 ・-にわび。

庭日を焚いて見張りをする小屋.

うん、そう　S13くんがよ-見つけてくれました. 248ページの下のほう

に、この火焚屋の説明が書いてあるけん、みんな.プリントにうつして-0

先生じゃあここにうつすんですか?

うん、イコールのところに.

みんな辞書持ってる?蝣蝣・ない?じゃあね-、辞書に載ってないらしいけ、先生

が辞書になります.みんな、うつしょってね一.長いけんね一,はーい、じゃ

あうつして-.

じょうきょうってなんすか-?

じょうきょうって,どれかい?

上っていう字に京都の京っていう

あー、都に、上ること今でいえば東京に、ほら、東京デビューすること.デビ

ューじゃないな.東京に行くこと.

独立ってこと?

違う違う違う。都に遊びに行くでもいいし,仕事で出張で行くとかでもいいし、

だけんこの場合は.だけん、おまえ、衛士をしろよって言って、都に来いって

呼ばれて、都に行くわけだ。仕事に-.

わかる?だけんえーと、いろんな国から呼び出して集めた兵士の中から,選ん

で、上京させた者、あーだけん、都に来させた者。 3年の間いつも、刀を帯び

とったり弓を持っとったり、武装して宿衛、泊まりがけの、えーと.警護.良

ーと、護衛の仕事、をした人のことを衛士といいます。だけん、火焚屋の火焚

く衛士ていうのはえーと.これ,庭火を焚いてみはりをする小屋で、火を焚い

て見張りをする男のこと。が、火焚屋の火焚く衛士ですね.ごめんね長引いて.

じゃあ今日はここまで。終わります.
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教科書開いて　249ページoあ、それか、まあ、プリントの本文でもいいよo

どっちでも、自分の好きなほうを。いい?

(斉誘)

はい、ありがと5,。みんな大きい声で読んでくれるけん、助かります。

うれしい?

うん、とてもうれしいです。

えーと、ちょっと、追加の説明。宮中、これ、どういう意味かというと、その

ままよ。

みやの中?

そうそうそう。宮の中。宮っていうのは、宮殿って言ったらわかるかなOお屋

戟?の中ていう意味ね。まだ諌めん人がいるみたいだけん、しっかり理解しと

ってください。きゅうちゆうね、きゅうちゅう。

んで、最初のほうからお話を追っていくと、ここは昔竹!芝という名前だった坂

です。この国の人で、ここに住んでいた男を、火焚屋の火を焚く衛士に指名し

て、えー、献上したところ、この男が、御殿の前の庭を掃きながら、どうして

こんなっらいめをみるのだろうか。私の故郷で、あっちに7つ、こっちに3つ

と酒をしこみ、据えてある酒壷に置いてある直柄のひさごが、南風が吹くと、

北になびき、北風が吹くと南になびき、西風が吹くと東になびき、東風が吹く

と酉になびく光景を見ないで、こうしていることだなあ、と、独り言を言いま

した。と、まあとりあえずそこまでね。

で、途中に、酉になびくを鬼で。じゃあSlくん。このかぎかっこの所がある

よね。などや苦しきめを見るらんからO

読むんですか?

いや、読むんじゃなくて、書いてあるよねoなどや苦しきめを見るらんわが国

に7つ3って。ていうとこがあるけど。だからここまで、が、ここが男の独り

言なんよね。男はどういうことを言うとるか、みんなに説明してo

ああ、プリント?

プリント見てでもいい。わかりやすく。

どうしてこんなつらいめをみるのだろうか。私の故郷で7つ3ら酒をしこみ

くコ

すえてある。

据えてある酒壷に置いてある-0

ひたえ。

直柄のひさごが、南風吹くと北になびき,北風が吹くと南になびき、西風がふ

くと東になびき、東風が吹くと酉になびくを見ないで、こうしていることだな

あ。

うん、だけんそれが独り言でつぶやいたいうことね。これの、なんか、どうい
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う感じかイメージできる?直柄のひさごとか、まずわかる?

わからん。

わからん?じゃあ直柄のひさごから説明しようか。直柄のひさご、教科書にも

書いてあるんだけど、ひょうたんを2つに割って作った、ひしゃく、つて言っ

てわかるかな?こういうのね、水をすくったりするやつ。わかる?

スプーン?

あーそうそう、スプーンみたいなやつOなんか神社みたいなところに行ったら

手洗うところにあるじゃろ、あの一。ひしゃくっていうのが。こういうの神社

で見たことない?

ある。

そうそうそうそう。それの、ひょうたんで作ったバージョンね。で、これが、

嵐になびきよるわけよ。酒壷の中で、これ、酒壷ね。酒壷があって。ちょっと

絵が下手だけど、酒がここまで入っとるとするじゃん。ここって、浮くよね?

ん?

この中に水入れたら沈むけど、空だったら浮くよねO

スプーンて沈むよね。

スプーンだったら沈むねO　で、スプーンを竹とかで作って。

あ、木のスプーンO

うんそうそうそうそう、ひょうたんだけん、ね。

浮かぶね。

で、ここを落ちんようにひっかけとくじやん。

あー。

で、外から風が吹くと、たとえばこっちが東としよう。東から風が吹いたら、

これが、くる-んて回るO　イメージできる?

半回転?

それは、おまえのイメ-ジしだいよ。こういうのを読んでから、頭に想像させ

ながら、読んでいってね。だけん、男が言いよるのは、こうなんかこれ,これ

が、風が吹いたらくるくるくるくる回りよるのを見ないで、こうしていること

だなあて、たれ亀をつきながらつぷやいとるわけなんですけど。

プリントのr三」番。かくてあるよ。かくてあるよ、が、こうしていることだ

なあていう意味なんだけど。じゃあ辞書を出してから、みんなで「かくて」を

ひいてみて。かくてo　辞書出して、辞書。

持ってない。

持ってない?忘れた?持っとるやつは調べて。

あった!かくてありました。こうしているままで-・。

もう1回言ってO

こうして。

うん。

163



ST

T

S7

T

S7

T

4*(

T

S7

T

S7

T

S7

r

S

T

S

T

T

S3

T

S3

T

このままでO

うん。

さて。

うん。

こうして、これから。

どれにしようか?どれでもいいんだけど0　-番ふさわしいのはどれ?

さてo

ん?

さて-違う。

かくて、かくてあるよだけん、 S7、かくてあるよだから、なんとか、あるよ。

さてあるよじや、ちょっと意味わからんじゃろ。

それから。

それからじゃないな、ちょっと、それから・日。

こうして!

うんそうそうO　こうして、こうしてある、ことだなあていう意味なんよ、ここ

は。プリントにも書いてると思うけど、こうしていることだなあ-0

書いてあるじゃん。

書いてあるよO　確認してもろただけよ。

書いてある。

「かくて」がだから「こうして」ね、 「こうして」、が「かくて」o rある」が、

「いる」O　えーとだけん、おれがここにある、とか、ね、いるていうことよ。

要するにここにある、あそこにある、ね、 S13がそこにある。

いいか?で、 「よ」、が--。おいおい、おい!聞いてね一、開くときは聞いてね

-!おい!

はい!

-よーしo 「よ」。 「よ」は、あの-、なんとかだなあていう、詠嘆の- 「えいた

ん」てわかるかな?

英語の単語。

違う違う違う。感動を表す。感動を表すていうか、この場合は、ため息じゃな

い、独り言でしょ。嫌だなあていう気持ちをこめるた桝こ、 「よ」、て入れとる。

ねOだからここは、こうしていることだなあていうことなんだけど、プリント

に矢印書いとったよね?こうしている、ていうのは、どうしていることでしょ

うか。ちょっと考えてみようかo S3くん。こうしていることだなあて男がつ

ぶやいているんだけど、どうしている、ことかわかる?

えー、直柄のひさごが-0

うん。

風になびいているのを-0

うんうん、本当にそうかな?
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見ている光景を、あ、風になびく光景を見ないで-・。

うん、だけん見ないでこうしている、て言いよるねD　こうしているてどういう

こと?よしじゃあS5くんに助けてもらおうか。わかる?みんな、じぶんが当

てられたと思って考えてよ。

こうしていること?

うん。あのね、読んだらわかるよ、読んだら。よし、じゃあS6さんa

」*?サ

こうしているとかいうくらいだけん、前にいっぺん出とるんよO

こうしている、こうしている-・O

うん。

うーん、なにかしているO　えっ、こうしている-思っとる?ん?違うよね?

考えて。

えーわからん。

S7、考えてみた?

つらいめ,

ちょっとまって、 S3くん、なんて?

つらいめをみるのだろうかO

そうそうo　つらいめをみている.よし、じゃあそれにしようか。じゃあ今S3

くんが言ってくれたけど、なんでつらいかはわかる?

よし、じゃあS3くんはそこまで出してもらったからいいやO　ありがとうo

s7、 S3くんから今、こうしているっていうのはつらい状態でいるっていラ

のが挙がったんじやけど、なんでつらいんかね、男はO

ひさごが動くっていう-o

動きよるのを見れないからつらい。

そうそう。

わかる?さっきセリフであったじゃん。じぶんの故郷でなびきよるんよ。

あーo

それを見ないで、こうしているからつらいんよねO

書いてあるC

見れないからつらい。

見たらうれしいんですか?

うん、そらあ、だって、じゃあ自分がたとえば東京に行くじやん。で、もみじ

まんじゆうが恋しくなったりするかもしれんよ?

よくわからない。

無理?よそに出たらわかるよo　じゃ、書いてね,故郷にも帰ることができず、

宮中でつらい境遇に耐えている、が、こうしているねQ

そういうことね。何をあれしよんかわからんかった。

ため息をつきながら、故郷のスプーンを見ることもできないで、つらい日々が
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S

T

T

S

T

S8

T

続いているな-ていうことね。

そういうこと。

そういうことよOこれ境遇ねO境遇ていうのは生活していくうえでの環境のこ

とね。自分のまわりの状況、状態のことねo　わかったや　S8C

はい。

帰りたいていうことよね。

で、この男について、ちょっと補足。男は、火焚屋の火焚く衛士だよねO衛士

っていうのは、夜火を焚いて番とかするわけだけどD

見張り。

うん、だけん、下っ端のやつがすることよね。だけん男の身分はけっこう、か

なり低い、ということをおさえておこうO

先生の身分は?

先生の身分はね、けっこう-。まあいいけん書いて。

書きました!

さすがGみんな書いた?じゃあ男はまあこういうやつね。いつも家帰りて-と

か、だり-とか言いながら、見張りをしとる男なんよD身分がとても低い。ち

ょっと、かわいそうな感じですね。

じゃあまた辞書をひいてみようか。次は「いみじゆう」。 「いみじゆう」をひい

Hi

「いみじ」しかない。

そうそう、 「いみじゆう」は「いみじ」が変わったやつ。

あったo　とてもひどいo

S8、とてもひどいでいいかなO

S8　iひどい。

S

T

S

T

おそろしい。

じゃあそれをだいたいどんなのがあったかを覚えておいて、 「かしづく」を部

べてo Tかしづく」o 「かしづく」を見つけた人o

『iVB

言ってみて、かしづく。

大切に育てる。

大切に育てるねoじゃS8、さっきのいみじはさっき言ったのでよかったかな?

何だったっけ?とてもひどい?

とてもひどい-O

とてもひどく大切に育てる?ひどくて、悪いことに言うじゃろQ　とてもひどく

けがをするとか。

琶iSli

うん、だけんとてもをとればいいo　とても大切に、 「かしづく」が大切に育て

るでしょ、大切に育て、 「給う」が「なさる」っていう感じなんよね。 「れ」 「給
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う」がO　そだて-あー違う違うこれはrれ」が受身だから、育てられて、られ

て、いらっしゃる。

じゃあS9、とても大切に育てられているのはだれ?あー、プリントはたいそ

うて書いてあるけど、 「とても」と「たいそう」も、意味もあんま変わらんけ、

どっちでもいいよO

娘。

娘?そう、帝の娘ねO　だけん、えーと、帝の娘ね、あ、これ、赤か青か何かで

囲んどって、で、こっちは　　んでこっちも囲んどってね、色つけてから。

今S9くんが音ったみたいに、とても大切に育てられていらっしゃるo Lかも、

どこぞのお父さんお母さんからとかじやなくて、帝、帝て言ったら、今で書っ

たら天皇か。だけん、日本で一一番偉かった人、が、かわいいかわいいていって

から育てよったひと。だから、この、男性とは違ってから女性はとても身分の

高い人だった、とD　そこをおさえとってね-O

T

r

SIO

T

S8

II

S

T

S

T

S

T

Sll

i訳とか見よってね-。えーと、男が、だから、つらい日々だな-て独り言を言

いよったら、その時、帝の娘でとても大切に育てられた、御娘が、ただ1人、

御簾の側にお出ましになって、柱によりかかって、外を御覧になると、この男

が、このようにひとり言を言うのを、いと、えーと、非常に心を動かされ、ど

のようなひさごがどのようになびくのであろうかと、非常に見たいとお思いに

なったので、という風に話が流れとるけど。

r四」番OいみじゆうゆかしくおぼされければD　じゃ、 SIOさん、さっき「い

みじ」て調べたよね。あっ、そっか、おまえは辞書を持ってなかったかD　どう

いう意味だったか聞いとった?

わかりません。

わからん?じゃあS8いこうか。 「いみじ」係ね。

あ、はい。とてもO

とても、じゃまた辞書ひこう。ゆかし。ゆかしを調べて。ゆかLo

知りたい。

知りたい。早かったね。知りたいだけじゃないんだろうけど-0

読みたい。

だけん、ここに一番ふさわしいのを入れにやいけん。

見Fan

見たい、そう、だれが言った、今。見たいね。 「ゆかし」ていうのは見たいと

か知りたいとか聞きたいとか、何とか「たい」ていうのを表すことばだけんねO

だけんとても.見たいとおぼされければ、お思いになったのでO

先生それ「五」番ですe

r五」番?あー、ありがとうO　じゃあその見たい、つて書いてあるけど、これ

は、この帝の娘さんは何を見たいと患ったのか、 Sllくんわかるかな?

外。
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Sll
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外を見たい?ちょっと違うぞ一、もうちょっと読んでみて。

柱。

ちょっと違うね。みんな考えろよ。男が帰ってスプーンが回っとるのを見ない

で、つらい日々だな-て言っとるのを、帝の娘さんはそのひとり言を聞いたん

よo　聞いてそれを見たいな-つて患ったんよ、娘さんは　Sll、わかる?

水。

そうそうo　そんな感じよo　永じゃないな。

御簾。

御簾?みすは全然違うよo

ひさご。

S12が言った?

いや。

だれが言った?ああ、 S13?そうそう、ひさごを見たいんよ　Sllわかる?

MH

ひさごがくるくる回る。風が吹いたらくるくる回るってさっき説明したじゃ

ろ?

はい。

あれを、男があれ見ないでさびしいなあて言いよったのを、お姫様が聞いて、

あたしもそれ見てみたい、ていう気持ちよOいいね?これは本文を書いたけど、

現代語のところでいうと、どのようなひさごが、どのように-。これを見たか

ったんよ、女はO　ここね、ここO　いかなるひさごの、いかになびくならん-・.

いいかな-?じゃあぼちぼち進めよくよOどのようなひさごがどのようになび

いているのか、と、お姫様は、非常に、いみじゆうゆかしく、とっても見たい、

とお思いになったので、御簾をおしあげて、そこの男よ、こちら-参れ、とお

召しになったので、男はかしこまって高欄の側に参上したところ、今言ったこ

とをもう1度私に言って聞かせよ、と仰せになったので、酒壷のことをもう1

度申し上げたところ、私を連れて行って見せよ。そういう理由があるのだ。と

いう風に言いましたね。

えいと、 T六」番。じゃあS12、 「六」番みて。結局女性は男性にどのような

ことを要求したのかo　ていう質問があるね。 「六」番ねo　いい?これ、どうい

うことを要求した?

S12 !連11て行って。
1、

S12

T

S12

II

お、よ-わかっとるねO　もう1回言って、 S12。

ひさごが回る所に連れて行って。

そうそうO　ひさごを見せに連れて行ってにLとこうか?それでいいかね?

はいo

ごめん、またオーバー-したけど、書いてねO私にひさごを見せてっていうこと

ねoいいや?だけんある所に男がおって、男は毎日見張り大変だなあ。地元の
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酒壷のひさごがくるくる回っとるのを見たいな-、て独り言を言いよったら、

お姫様がそれを聞いて、あたしも連れて行って-、つていう風な今のところお

請の流れです.また、次に続きますのでよろしくお願いします。終り。
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第3時(平成17年2月17日、 5限)

l (録音の不備により、約5分省略O黒板に絵を書きながら、第1段のあらす

T

SIS

T

S13

S

S13

T

SIS

T

S13

T

S13

T

S13

じの解説をしている。)

どうしてこんな、つらい生活を送らにやいけんのかと、そして、故郷に帰って、

ひさごが、この間説明したね、くるくる回るのを、見たいな-、てつぶやいた

ら、それをお姫様が聞いてから、こめお姫様ていうのは、やっぱり大事に育て

られとるけん、あんまり外にも連れていってもらえずに中で大切に箱入り娘て

いうか、もやしっ子ていうか、育てられとるけん、そんなひさごが回っとる様

子なんか見たこともないし、だけん、ひさごが風でくるくる回るってのはどう

いうことなんだろう、よくわからんけん見たいな一、と思ったから、男、こっ

ちに来て、よく聞こえんかったけん、もう1臥今の独り言を聞かせてくれ、

て言ったのね。ここまで、オッケ-かな?

じゃあ次をS13くんO

はい。

よろしく。あ、ごめん、ちょっと先までやってしまったねo培いつること」

からいって、まず。

言いつること?

うん。

いいつること,いまひとかえり-・われ?

われ-0

われにいいてきかせよとおおされければ

違う違うOおおせられければO

ぉぉせられければ、さかつぼのことをいまひとかえりもうしければ、わがいき

ていってみせよO　さいうようありO

もうちょっとわかるように読んでoわれ、いてゆきて、みせよO

われ、いてゆきてみせよo

うん。そうそう。

さいうようあり。

うんo

とおおせられ、ければ、かしこくおそろしとおもいけれど、さるべきにやあり

けん、おいたてまつりてくだるに、ろんなく・-o

いい1. -"、 Liii-fJ':1'-∴一十

今言ったことをもう1度私に言って聞かせよと仰せられ・・・、あっ、仰せになっ

たので、酒壷のことをもう1度申し上げ、申し上げたところ・-a

はい、ありがとう。あ、もうちょい先か、ご輪んごめんo

私を連れていって、それを見せよoそう言う理由があるのだ、と仰せになった

ので、おそれ多く恐ろしいと思ったが、そうなるはずの因縁であったのだろう

か、姫君を背嚢寸、申し上げて国に下るときに・-O
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S7
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T

はい、ありがとう。そこんところは、えーとね、これが、まあこの間までやっ

たところねC　今日からこれから先は、新しいところだけん。

こういうことね、えーと、だから、お鮭さんが連れていけって言ったわけなん

じやけど、で、連れていくんだけど、男が、おそれ多く恐ろしいて思ったて、

iあったよね、 S13。ね、自分で言ったよね。だから、それなんでかというと、

こっちはお姫様で、すごい偉いひと、でしょO　で、こっちはどこの田舎のやつ

かわからんようなやつ。がね、お姫様をおんぶしていっていいのだろうか、て

いうことC　わかる?それがおそれ多いていうこと。わかる?意昧o

ラ.ん蝣'ci

いちお、オッケ-?で、ま、そういう感じで、とにかくお姫様が男の田舎に行

ってみたいけん連れて行け、つていったから、男はしょうがなく、まあうれし

いのかもしれんけど、お姫様をおんぶして、田舎まで走っていくことになりま

したo　ていうのが、この間までのおさらいね。

なんか、聞きたいことがある人?よし、じゃあ今、ちょろっと、 S13が読ん

でくれたところにちょろっとあったんだけど、さいうようありoワークシート

で言ったら「八」番ね。さ、いうよう、あり。はい、じゃ今日は辞書もってき

た?じゃあね、 「よう」をひいて。やう。

わかったやつ、だれか教えて。

はいはいはい!

一番早かったslOさん

はい。重要語。

はいはい!

はい。

だめだめ。じゃあS7。聞け聞け!

様式、形式、方式、様子、 -・

何て?

なんかいっぱいあるんですよO

運んで、一番よさそうなのをO

様式、形式、方式、様子、 -o

理由だ!

じゃ理由だo

いいね、 3番のここは理由とか、わけとかいう。

書いてあるじゃんか。

ええや、 「さ」が「そう」ね。さ、いう、理由、が、あり。

「さ」が「そう」ていうことね、いう、 -ほらっ、そう、いう、よう、わけ、

が、あり。あるんだ、と。そういう-,0

わけがあるO

うん。
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じゃあSIO。敗者復活。そういうていうのは、どういうこと?

調べろってこと?

調べんでもええよOお話の中身を考えたらわかる。だけんお姫様がそういう理

由があるんだ、つて今言っとるわけでしょ。

姫が言うん?

うん、姫が言っとるでしょ。で、そういうて、どういったこと?

連れてって。

そうそう。じゃあこれは本文のほうで書こうかねC

これ書くんですか?

うん、端っこのほうに書いとって。

だけん、女が男に連れて行けって言うのには、理由があるんだ、とOだから連

れて行けって青いよるのね。で、その下に矢印があるけど、まあここは、お話

!を全部読んでみたほうがわかりやすいかなあと患うけん、ここでは飛ばしてか

ら、先にいくね。

じゃあS3くんにしようか。本文の続きを。

ろんなくひとおいてくらんとおもいて、そのよる、せたのはしのもとに、この

みやをすえたつまつりて、せたのはしをひとまばかりこほちて、それをとびこ

えて、このみやをかきおいたつまつりて、なぬかななよというに、むさしのく

ににつきにけり。

ちょっとまってよ、奉りがなんか怪しいよD

たてまつり。

奉る、ね。 「たっまつる」か何か聞こえたけん、言うことはちゃんとやってねO

難しいけどねD　で、口語訳のほうを聞かせてみて。論なくからね。

きっと追っ手が追いかけてくるだろうと思って、その夜、勢多の橋のたもとに、

この姫宮?

うんG

を置き申して、申し上げて、勢多の橋をいっけんほど壊して、ひとまはど壊し

て、それを飛び越えて、この姫宮を背負い申し上げて、 7日7夜という日数で

武蔵の国に行き着いたのであった。

よし、ありがとう。んじゃあS5くん、橋を壊したって書いてあったよねC勢

多の橋を一問ばかy)こほちてO　なんで、橋を壊したんだろうか,

通れなくする。

うんO　だれを?何を通れなくするの?自分を通れなくするのかな?違うやろo

お話を考えてみたらわかるよO　わからん?

追っ手?

そうそうO　これプリントの「七」番の答えねO追っ手がなんて言った?追っ手

を来させないようにする、か。

じゃあSGさん、なんで追っ手を来させないようにしたかったの?あ、これは
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頭で考えて。書いちやないけんo　追っ手が通れたらどうなるの?

捕まる。

捕まるよね。

捕まらないために-O

そうそう、そういうことね。どこの馬の骨かわからんやつが帝の大事な大事な

娘をかっぱらっていったわけだけん、もう、捕まったら本当にどうなるかわか

らんけんね。もうこの頃には男も必死で逃げよるわけねO　だから橋を壊した、

と。

で、えーと、いまS3くんに読んでもらったんだけど、この、逃げるところに

男のすごいとこが2つあるんよ。プリントの「九」番の勉強にいきますよ。

男性が女性を連れて逃げる場面に現れる特異な行動。 S9、特異な行動てわか

る?

かんちょう。

かんちょう。

自分で考えて言わにやあ。

特異な行動て、易しい吾桑で言ったらどんな意味?みんなが、特異な行動てい

ってわかるかな、と患ってOわからん?なら、ちょっと説明しとくけど、えっ

と、他のもの、とか普通のもの、と、だいぶ違うていうことよ。特に異なる。

非常に違っていること。

それって、人とは違うこと?他のものと?

別に人でも物でもいいよ。良い意味で言ったら、他の人にはできないぐらい上

手、とかいう意味にも使えるし,悪い意味に言ったら、他の人はだれもせんよ

うな変わりもん、みたいな意味にも使える。だけん普通とはちょっと違う、普

-;.--二　∴∵∴∴∴ご-I- ~‥
じゃあSll　くん、なんで、勢多の橋を一間ばかり壊して、それを飛び越える

というのは、特異な行動だと、俺が思ったと思う?どこがすごいんか、その、

橋を一間壊して飛び越えるていうのは.

壊したから。

ん、壊したから?まあ確かにそうです。

背負いながら壊したの?

あー、そこはね、たぶん、橋があって、ちょ、 Sll　くん聞いとってねO　ここ

が一間ねO　ここがO　で、こっちからこう逃げて来たてするじゃん、で、ここに

お姫様を置いて、で、自分はこう戻って、戻りながら、ばんばん壊していって、

で、壊したあとに、多分ここをぴょ-んて飛んだんよね。

すごい頭バカO

どうやってですか?

それは、見た人にしかわからん。そこがすごいんよC　そこが特異なんよe
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なんで、置いて、戻って、行くときに壊さんの?

置いて-0

置くじやん、置いて-8

ここに置いて-0

で、こっちから行くじやん-。

帰って・-。

で、行くときに壊せばいいじやんDなんでこっち行くときわざわざ壊すんかわ

からん。

うんうん、それは、みんな聞いとってよo　この物語を書いた人がね、この男は

すごいやつなんだと、そういうことを言いたかったけん、こう、壊して

わざと?

わざわざこのすごい距離をジャンプさせる物語に仕上げたんよOまあ要は、男

は飛び越えれたけピー。

追っ手は-0

追っ手は飛び越えることができなかった0

1個目のとこに書くんですか?

うん、 1個日のところにOそらそうよね。追っ手が飛び越えれそうな距離しか

壊さんなら意味ないけんね。壊しよる時間が-O

もったいない。

もったいないけんねC　走れていう感じよねO

で、ここを飛べる男はすごいO　すごいその10

書いた?じゃあはい、 2番目いくよ。 2番巨=ま「七日七夜で」武蔵の国に達す

る。これは、あの、他の本を読んだりして調べんとわからんけん言うけど、な

んで「七日七夜」がすごいかというと、通常ならここは、 2週間かかるのね、

行くのに。

それを1週間で行ったということ?

そうそうO　どっかで読んだ話によると、馬車で1 0日かかる距離らしい。
/＼　-・-

O

を、こいつは、重いか軽いかわからんけど、お姫様をおんぶした状態で、 7日

&で

1週間。

1週間で行ったと。

tgai

これは男すごいその2、と。

馬車で10日かかるのに?

すごい足はやo

すごいよね.愛の力というやつですか。

愛あったん?
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愛しとったん?

あ、そらわからん。ないかね?読んでいろたらちょっとヒントがあるかもわか

らん。

じゃあぼちぼち書いたかねD　じゃS12、続き、本文を。

みかど、きさき、みこうせたまいと?

たまいぬo

たまいぬとおぼしまどい、もとめたもうに、むさしのくにのえじのお、のこ

おのこO　男ていういみO　おのこ。

あ、おのこなむ,-0

なんO 「む」は「ん」、よ。

なん、いとこうばしきものをくびにひきかけてとぶようににげける。ともうし

いでて、このおのこをたずぬるになかりけり。

はいありがとう。んじゃ口語訳のほうを。

帝とこうてい-え?

こうごう。奥さんよ。帝の奥さん。

帝と皇后は、姫が姿を消しなさってしまったとひどく心配し、お探しになると、

武蔵の衛士の男が、たいそうよい香りのするものを首にひづかけて飛ぶように

逃げて行ったO　と、ある者が申し出てきたので、この男を探してみるといなか

った。

はいありがとう。それじゃS8、たいそうよい香りのするものを男がぶらさげ

て走っていきましたよ-てだれかがチタったわけね。その、何だろうね、たい

そうよい香りのするものて。みんなも一緒に考えてよ。

O

S8、こんな感じで逃げて行きよったよね。首に何かぶらさがっとるらしいよ。

香りのするものが。ね、今でもあるよね。女の人はいいにおいがするでしょ、

たいがい。香水しとったりして、だけん要するに、たいそうよい香りのするも

のっていうのは、おきれいな方とか、そういうことね。帝の娘は美しいていう

ことをここは言いたかっただけなんじやけど。ん、違うね。何か見えなかった

んだけどいいにおいがしよったんかDそう、男のすごいその3なんだけど、こ

れ、見えんかったらしい。ちくった人にO　なんで見えんかったと思ラ?

速い!

それ。走るのが速すぎてから何をおぶっとるんか見えんかったらしい。で、走

り去ったあとに帝の娘さんの香水か何か知らんけど、いい匂いがプ-ンてただ

よって=・。

あ--、そういうことかO

何だろあれ、ていう、話だったらしい。

じゃすごい速かったんだね。

うん、それぐらいないと、帝の娘さんは奪えんてことよ。
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じゃあ本文を、 S14、読んで。なかりけりの次。論なくから。

ろんなくもとのくににこそゆくからと、あれ?からめと-0

ちがう、ゆくらめ。

ゆくらめと、おはやけよりつかいおりておうに-0

まずね、おおやけより、つかいくだりておうに。

おおやけよりつかいくだりておうに、せたのはしこはれて、えゆきやらずoみ

つきに、いう・-。

みつきというにO

みつきという、に-0

むさしO

むさしのくににゆき,つきて、この、おの・日。

おのこ。おとこ。

このおのこをたずねるに　a

ぬo

たずぬるに。

よしありがとう。

じゃあここで、あーごめん、口語訳を頼みます。

間違いなく故郷の国に帰っていっているだろうと、朝廷から使者が下って、追

いかけてみるのだが、勢多の橋が壊れて行き続けることができないO都を出発

して3ケ月と言う日数で武蔵の国に到着して、この男を探すと-。

はい、ありがとう。じゃあ、今日最後の問題ですねO,プリント　r十一」番O帝

や后が、皇女を探し出した経緯。わかるね?皇女は娘さんねO経緯は、スター

トから_ゴールまで至った道のり。だけん、要するに、どういうふうにして皇女

を探し出したかO　帝とかお后さんがo

順番に出していってもらおうかな　SIOわかるかな?

火焚屋で、おらんくなったてこと、ですか?

いや違う、探し出すまでの道のり。

道のり、あー、香水。いい匂いがしたから?香水-C

帝がいい匂いをかぎつけたわけじゃないじやろ?だれかが、ね。

姫が香水かけてたから、その匂いがしてわかった。

そうそう。ていうふうに、だれかが告げ口してくれたからねC申し出があった。

申し出があったよね、申し出は、武蔵の衛士のをのこなん、いと香ばしきもの

を首にひきかけて飛ぶように逃げける。武蔵の衛士の男が、たいそうよい香り

のするものを首にひっかけて飛ぶように逃げて行ったOていう申し出があった

ね。その申し出があって、帝はどうした?S7。この申し出を受けて、帝はど

うした?

0

まずは帝の近場を探してみた、と。本文でいうと、尋ぬるていう所ね。その次

FPK
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は=・。

いなかった。

いなかった。なんて予想した?探したけどいなかったよね。その次は?予想を

たてたんよ。どういうふうに予想をたてた?

間違いなく帰っているだろう。

そうそう。じゃあ今日はそこまで書いておわろう。間違いなく、もとの国に帰

っているだろう、とO故郷にいるだろう。間違いないとまで言っとるねOいい

読みです。故郷に帰って行きよったけんね。

んじゃいつも延び延びでごめんね。じゃあ今日はこれで終わります。あと1回

よろしくお願いします。
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はい、じゃあ、やるよ一。じゃあね、昨日気づいたけど、後ろ半分を読む練習

をしてなかったけん、ね、一番最初におれが読んだだけだったよね。だったけ、

みんなが読んでないと思うけん、みんなに今日はちょっと最初に読んでもらい

ms

何ページですか?

2 50の一番最後の行からo　それかプリントだったら2ページの真ん中から

ねO　帝、后ていうとこからO　が、後半です。

じゃあ最初1人1人読んでもらおうかO　まずS3くん、いって、一番最初。

な、何ページ?

2 5 0の一番最後の行からO

みかど、きさき、みこうせたまいぬとおぼしまどひ、もとめたもうに、

はい、そこまででいいよ。じゃSlくん。

むさしの-O

むさし、むさしのくに。

むさしのくにのえいじの-0

えじ。

えじ?

うん。衛士のおのこっておったじゃん、火東屋の火焚く衛士。

えじ、のおのこなん、いとかうばししき-0

こうばし。

こうばしきものをくびにひきかけてとぶやうに-0

とぶように、にげける。とぶように。

とぶように=・。

じゃちょっと待って、おれがまた諌むけん、それをリピートする感じで読もう

か。わからんやつは、その都度その都度、横にふりがな打っとけよ一。

じゃあ最初からねO

(追従読み)

はい、ありがとうo　じゃあね、まず、今までの時間ですっ飛ばしとった所を。

プリントの5ページO　プリント5ページO　プリント出してB Sl、プリントO

持ってきた?5ページね0 -番左に「五」番があるよね。これ書いて一。わか

る? 5ページの一番左に穴空いとるねOおう、この腺引いた所を埋めとってねo

S12何だった?独り言。

え、故郷の-・。

故郷の?

故郷のひさごがこ　くるくる回ること?見たい?

そういうことね。ここ説明するの忘れとったけん。ごめんね。

よし、で、あと、この間の続きね。この間はプリント7ページの「十一」番を
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しよったね。はい、ここまで書いたね一。みんな書いとる-?

で、最後に1個あります。何でしょうか。 S2くん。帝や后が、娘さんが消え

とったね。それで、どこ行ったんだろて思いよったら、いい匂いがするのをぶ

ら下げて走っていくやつがいましたよ、てチクったやつがおったね。で、探し

たらいなかったOで、論なく故郷の国だろう。間違いなく故郷の国だろう、と

予測した。ら、最後にどうした?

0

じゃあここ読んでみて。

おおおやけよりつかいくだりておうに、せたのはしこはれて、えゆきやらず

そこまででいいから。で、口語訳よんでO

朝廷から使者が下って、追いかけてみるのだが、勢多の橋が壊れて行き続ける

ことができない-0

はい、ありがとうO　うん、ちゅうことは、どうした?予鞠を、もとの国に帰っ

ただろうと考えたから-0

追っ手o

そうそう、使者をつかって追わせた。はい、んじゃ最後ね.使者を派遣。派遣

てわかる?わからん?えーと、だけん、走らせるていうこと。走らせるじゃな

いけど、おれが、 S2の家に、家庭訪問に行くのがたいぎいから、影武者をお

まえんちに派遣させるとかO　わかりにくいか?だけん行かせるていうことよ。

命令してから、お使いに行かせるOこれがお使いていういみなんよ。達ていう

漢字が。で、お使いに行かせると、そういうことねO　とにかく帝が、使者に、

おまえ探してこ-いて言うて、田舎のほうに、男が走ったのとおんなじルート

を走らせてから探しに行かせたとOでまあS宜が読んでくれたけど、この間橋

を壊しとったけん、行くことができんかったと。そして、どうやったんかな?

S13くん。

ん?

読んで、本文を。 「えゆきやらず」の後から。

みつきというにむさしのくににゆきつきて、このおのこをたずねるに-・。

はい、ありがとう、たずぬる。

あ、たずぬるo

はい、で、口藩訳よんで。

3ケ月という日数で武蔵の国に到着して、この男を探すと-・。

はい、ありがとうoほら、男は7日7夜で田舎に着いたのに、あいつが橋を壊

しとったおかげと、まあ、普通の人間が行ったけんO彼は超人だったから7日

7夜で着いたんだけど、普通の人間だったし、しかも、橋が壊れとって、超人

なら飛び越えられるんじやけど、普通の人間だったけん、 3ケ月もかかった。

男は1週間で行ったのに。で、国に着いたと。

で、じゃあここでまた質問です。プリントの「十二」番。わが国とは結局どこ
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だったか?わが国ていうのは、男の故郷ね= 「わが国に、七つ三つ造り据えた

る酒壷に」、てあったでしょ。私の故郷に、あっちに7つこっちに3つと造り

置いてある酒壷、て尊いよったそのわが国。男の故郷。は、どこだったか。今

S13　くんが読んでくれた所にあるんだよねo　じゃあだれにしよっかな。 S5

くん。わが国ていうのは具体的に言うと何ていう所だった?

武蔵。

そう、武蔵の国。いいや?わかったや?男は武蔵の国出身でした。たらね、武

蔵の国はどこかていうと、教科書の、 3 34ページ。武蔵てあるけん探して-D

334,

蝣/US,開x

貼りついとるけん、 334,

わかった?武蔵の国o　印つけるか何かしとってo

昔の名前と変わってないとこあるじゃん。安芸とかさ、変わってないよ。

そうなんよ。

東京?

ええや、この辺よ、この辺。埼玉と東京の間ぐらい。見つかった人手挙げて。

はい。

武蔵。あった?

あったO

衛士のをのこが等で掃きよったのは、京都ねO京都も、探さんでいいかもしれ

んけど、ついでに探しとって。要は、男は、こっからここまで7日で行ったん

よ。京都から、東京、埼・玉ぐらい。ね、たぶんSGさんが歩いたら何年かかる

かね。

何年かかるかな。

わからんね。

長い。

要するにここね。が、武蔵の国。

ぼり速いな。

じゃあ次は、 S9くんo　本文の続きを、よろしく。

この。

みこ。

あ、みこ、おおやけずかいをめして、がさる=・。

われ。

あ、われさるべきにやありけん、このをのこのいえゆかしくて、いてゆけとい

いしかばいてきたり-0

はい、ありがとう。だけんそこの話は、この使いが3か月かけてやっと武蔵の

国にたどり着いた。で、たどり着いて、武蔵の国で、こういう男は知らんかね

-て探し回っていると、お姫様が自分から、自分の家の方に呼び出してから,
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私はそうなるはずの因縁であったのだろうか。この男の家が見たくて、連れて

行けと言ったので、男は私を連れて来たんだと、説明をしました。だけんまあ。

追っ手は、遣いたO遣いは、おまえお姫様をさらったんだろうが、ていう感じ

で探しよったんじやけど、意外や、お姫様のほうが、あたしが連れて行ってっ

て言ったからこの人を連れて来たのよ、ていう風な説明をした、ていうことね。

じゃあS7、本文の続きを。

いみじくここありよくおぼゆ。このおのこつみし?

うん。

りょうぜられれば-・。

りょうぜられば。

りょうぜらればOわれはいかであれと。これもさきのよにこのくににあとをた

るべきすくせこそありけめ。はやかえりておおやけにこのよしを-0

そうせよO

そうせよo

はい、ありがとう。じゃ、口語訳のほうを。

たいそうここは住みやすく思われる。もしこの男が罪され・-O

罪せられ。

罪せられ、ひどいめにあわされる-0

あわせられるC

あわせられるならば、私はどうしていろというのか。これも前世でこの国に住

みつくはずの因縁があったのであろう。早く都に帰って-0

ちょうてい。

朝廷にこのことを-0

そうじょうしなさい。

奏上しなさい。

ていうのが、お姫様の使者に対して、いい訳、じゃないけど、説明でしたね。

じゃあr十四」、 「十三」でしたね。 r十三」Oわれさるべきにやありけん。はい、

「われさるべきにやありけんjていうのは、私は、そうなるはずの運命だった

のであろうか。ていう意味なんだけど、そうなるはずの運命て、どういう意味?

S8。

C

どんな運命?

ひどいめにあわされるO

ん一、違うな。お姫様が、私は、そうなる運命だったのであろうか、ていうの

は、じゃあもう1回本文を読んでみようか。聞いとってね。私はそうなるはず

の運命であったのだろうか。この男の家が見たくて連れて行けと言ったから、

連れて来てしまったのだ。たいそうここは住みよい。で、男が罪せられ、ひど

い釧こあわせられたら、私はどうしましょう。で、私はここに住みつくはずの

181



T

T

因縁があったのでしょう。早く帰って朝廷にこの_ことを言いなさい。ていうこ

とだったねB私は、そうなるはずの運命だったのか、この男の家をみたかった

から、ここに来たん程よ、つていっとるね。どう思う?やっぱひどいめにあわ

せられることかね?

この国に住みつくO

うん、そうそう。そういうことね。それを、だけん、運命だったて言いよるの

ね。プリント左側にイコールが伸びとるけどヾこっちに。そうなるていうのは、

武蔵の国に住みつく、ていうことね。だけんお姫様は、私は武蔵の国に住みつ

く運命でしたよ一、て言っとるのね。だから、お父さんの所、京都に帰りたく

ないから、言い訳を何個かしとるわけよ。

と、もう1個、運命の主張をしよったよねO　運命関係の主張を　Sll　くんわ

かるかな?

0

もう1個、運命のせいにしとるやつは?

書くのがあれなんで書かんけど、先の世に、意味は、前世でこの国に住みつく

はずの因縁があったのであろうO 2回も運命運命ていう風に出して**。こうい

うことね、自分の力ではどうにもならない運命のしわざで、私はこの武蔵の国

に来てしまったoていうことを、お姫様は言うとるのね。あ、赤いとこは書か

んでいいよー。だけん、お姫様は都に帰りたくないから、運命だから、お父さ

ん、許して下さいO　こっちに住ませて下さい。て言ったんだよね。なんでお姫

様が都に帰りたくないかていうと、やっぱお姫様だから、都で上品ぶって毎日

じ一つとしてから過ごさんといけんけど、武蔵の国に来てからは、自分の知ら

ない世界があってから、いろいろ新しい発見とか体験とかすることができて、

いつも新鮮な暮らしができるけん、都よりこりゃええわいと思って、帰りたく

ないのねO

じゃ、 「十四」番。いみじくここありよくおぼゆ。これをみんなで訳してみよ

うかO　えーとじゃあ最初に、いみじ。 S8、いみじてなんだったっけ?2回ぐ

らい答えたろ。忘れた?

たいそう。

そうそう。たいそうO　とてもとか非常にていうことねO　じゃ今日は、これ。こ

こをみんなで辞書ひいてみようか。ありよし。ありよしていう言葉が変化して、

ありよくになってるのねO　ありよしを調べて、ありよし.

住みよい。居心地よい。

そうそう。住みよい、居心地よい?わかるねo　あ.りよしだけん、あり、あるて

いうのは、おれがここにあるていうことねO　が、よし、よいんだけん、ま、住

みやすいていうことよね。居やすいていうことよ。だから、たいそう、ここ、

いみじく、とっても、ここ、これは今も言葉いっしょね。ここは・-0

住みやすい。
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うん。住みやすく。で、おぼゆていうのが、漢字で書くとこうなんよね。思ゆ。

じゃあ、意味はもちろん、 SIOさん。

思うO

そうそう、思われる、とoいうことねoいみじくここありよくおぼゆていうの

は、今の言葉でいうと、たい-ん、とか非常に、ここは、住みやすいと患われ

る。ていうことねO

こっちも書いちゃって。どうしてここは住みやすいて思ったのかていうと、さ

つきも言ったように、宮中にあった堅苦しさとか不自由さがなくて、自由で新

鮮、おもしろい毎日が待っとったのね。あと、お姫様だから、つていって、地

元のみんなにも大切にされて、まあ悪い思いはしない、と。いいかな一、じゃ

あとちょっとでこの話が終わりますよ。おちに近づいてきています。

本文の続きを、 S14。

いわんかたなくて、のぼりて?あがりて-0

のぼりて。

のぼりて-0

みかどに。

みかどにかくなんありつると-0

そうしければ。

そうし?ければ、ゆうかいなし。そのおのこつみしても、いまはこのみやをと

りかえし、みやこにかえしたてまつるべきにもあらず。

口語訳O

口語訳?

うん。ノ

使者は言いようもなくて、都に上って、帝に、このようであったと　D

そうじょう。

奏上したところ、帝はいたしかたない。もし、その男を罪したとしても、今と

なってはい。

ひめみや。

姫宮、を取り返して、都に帰し申上げることもできないo

よし、じゃあS3くん。続きをもうちょっと読んでO

どこでしたっけ?

竹芝のをのこに、から。

たけしぼのおのこに、いけらんよのかぎり、むさしのくにをあずけとらせて、

おおやけごともなさせじ。ただ、みやにそのくにをあずけたてまつらせたもう

はい、ありがとう。で、口語訳を。

竹芝の男に、生きている限り終身、武蔵の国を預け与えて、租税や労役なども

課することはやらせまい。ただ、姫宮にその国を預け申し上げあそばす。

はい、ありがとう。ちょっと、ごめんね。最後の最後まではたどり着かんかっ

183



たけど、ま、とにかく、帝が、お姫様が、ここ住みやすいし、運命だったから

お父さん許してね。て言ったら、お父さんの所に遣いが戻って行って、こうこ

うこうでしたよ-つて言ったら、お父さんは、もう、しょうがない。だから、

しょうがないo　男を処刑したりしても、お姫様はもう帰ってこんだろうから、

せっかくだから、姫様が惚れ込んだ男に、生きている限り武蔵の国の殿様にな

ってもらって、しかも、あの-、消費税とかも払わんでいい。税金払わんでい

いし、いきなり任命されて、衛士やれっつって言われて、という労働もせんで

いいと。とにかく、その国は2人のものにさせてあげようじゃないか、と。も

う、いまさら男にこら一、て怒ってもお姫様は取り戻せないような感じがする

から、しょうがない、許してやろう、ていう答えが返ってきました。うん、じ

ゃごめん、なんか半端ですけど終わりますo
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第3節　授業実践を通して得られた知見と反省

(1)指導者について

1 、知識不足を痛感した

技術面ではとにかく、私自身の力のなさを痛感させられた.特に感じたのkL教養

的な知識のなさである。具体的に言うと. 「武蔵の国」が本文に登場した場合、指導者

は、武蔵の国について、ある程度の知識を持っていなくてはならない、などといった

ことである.生徒は初めて出会う言葉について,それが何であるか、知りたがる。そ

の時々に、生徒が求める知識を授けてこその授業者である。細かい仕事を1つ1つこ

なすことなしに、生徒の信頼を得ることは出来ない。

『更級日記』を授業で取り扱うから、といって,授業をする部分の解釈が出来れば

いいというものではなく、さらに広い知識が必要であることを感じた。口語訳ができ

ること、各語の意味や文法的な役割を理解していること、ひさごがなびくのが皇女に

はどうして「ゆかしく」感じられたのかを理解していること、男がわざわざ必要のな

い飛び越えをしたのはなぜなのかを理解していること、など、挙げればきりがないほ

どに、知識を必要とする。

これは日々の勉強で蓄えていくしかない。今後の課題とする.

2、名前を覚えると.うまくいった

早く生徒の名前を覚えることに気をつけていた.いつまでも名前を覚えずに、他人

行儀であることは、授業中のコミュニケーションの妨げになると思うからだ。初めて

名簿に目をやらずに生徒を指名したときの生徒の顔臥輝きが違う.やはり生徒にと

っては、見知らぬ指導者よりも、親しい指導者のはうがよいようである.親しくなっ

ておいたほうが、質問をしたときなどに、言轟のキャッチボールをしやすくなる.戟

ずかしがって何も言わないよりは、少々の要らぬ青菜を交えつつでも、いろいろなこ

とを言ってくれたほうが実のある授業になると思う.

(2)指導法について

1 、書かせることで、集中力を喚起する

賀茂北高校の中原先生にご指摘をいただいて気付いたことがある。壁徒は.善くと

いう行為を行うことで「勉強している」と~いう実感が湧くようだ.授業中の生徒の様

子を見ても、確かにそのような充実感を見て取ることができる.また、私の小学校、

中学校、高校生括.を振り返ってみても、書くことは、勉強するということの中核をな

すものであった。

書くことがもたらすその充実感は、その後の授業の展開にも影響していた気がする.

すべての原因はここにある、とは言い切れないが、書かせることをあまりしなかった
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授業では、生徒の集中力が散漫になっているように感じられた.ところが、書かせる

ことを意識してやらせると、生徒が授業の中身に集中してきたのである。これは大き

な発見だった.

2、ワークシートか.ノートか

今回はワークシー-トを使って授業を進めた.基礎クラスということで、教科書やノ

ートを持ってこない生徒がいるのではないか、と心配していたからだ.その心配は不

要なものだったが,ワークシートを使うことの長短についても考える機会となった.

ワークシートを用いると、記入する場所が定まるので、生徒は聞くことに集中でき

る.また、書くときも、どこにどのように書くか、あらかじめ教師が用意したひな形

に沿えば、うまく授業内容をまとめることができる。そのため、余計な労力を使わず

に,すばやく書く作業を終えることができる.そして、復習するときにも、俺潔にま

とめられているので見直しやすい。

その裏返しになってしまうのだが、書く力が養われにくいという欠点も見えてくる.

授業者の説明を聴いて、あるいは聴きながら、自分の頭の中ですばやくまとめを行い、

ノ-トの適切な箇所に、適切な書式で書くという力をつけることが難しくなる.もち

ろん書く力をつけることは国語科学習の大きな目標のひとつであるから、なおざりに

することはできない.

ワークシートを使うか、ノートを使うか、その学習内容に適した方法で、いろいろ

試しながら、授業を展開していきたいと思う.

(3)おわりに

今回の授業実践では、自分の力のなさを痛切に感じた.国語の授業を成功させるた

めには、並々ならぬ努力が必要であるようだ.

一番の収穫は、書かせることで、生徒の集中力が高まることを実感できたことであ

る.もちろん、書かせすぎもよくないのだろうが、適度に書かせることは、非常に効

果的であった.

また、生徒の反応を確実に確かめつつ、授業を進めていくことが重要だと感じた。

説明がうまくいかなかった場合、後回しにせずそのときに立ち止まり、分からせると、

生徒の集中力の途切れも、ほんのわずかですむ.生徒が分かっていないことに気付か

ずに授業をすすゆると、特に今回私が実践を行った基礎クラスのような学習者集団で

は、そのロスを補うのに、大変な労力が必要となることが分かった.

1 1月に行ったの教育実習よりも、今回はうまくやることができたと思ラ.次は、

もっと総合的な国語の知識を身につけ,力をつけた上で、教えたい内容がしっかりと

生徒に伝わるよう、そしてまた、生徒の意欲、集中力を途切れさせることがないよう.

授業の方法論的なこともさらに考えながら、授業をしていきたいと思う。
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○おわりに

今回の目的は、二つある。一つは国語の教員が毎日行っている1「国語の授業」を学

問の域にまで、高めたいという望みを実現するための試みである.二つめの目的は、

高校の国籍教師をめざす学生が、初めて賀茂北高校の生徒に国語の授業を試行して一

喜一憂す畠貴重な体験を生のままで、記録して客観化することたよって、よりよい授

業を目指す姿を報告することである。

上の二つの目的に沿って、特に『更級日記』を題材にした実践をまるごと、文字化

しつつ、生徒と教員とのやりとりを分析し、国語力を高めるとはどういう営みである

かを考えさせた。一つ一つの実践が事実として積み重なることにより、教えることの

喜びと教えることの難しさとを,自覚したようである.

高校段階での古典学習については、とかく、教え方よりも教材研究の質の高さだけ

が、注目されがちである。たしかに、教え方の技術よりも、古典文法の理解が先決で

あるという事情はある。しかし、古典嫌いを増やさないためにも.おもしろさを生徒

と共有できるような取り組みをしなくてはならない。

本稿で実践した四人の学生は、賀茂北高校の一年生に迎えられて、貴重な授業体験

をさせていただいた。それらの一切を、文字化して、授業研究を行ったものである.

これらを読むと、生徒の関心を十分には引き出していない授業もあれば、的外れの解

釈へ強引に引っ張っていく授業もあった。授業は生き物である。二度と同じ成功を収

めることは出来にくい。それ故に、真剣勝負でもある。

なお、四人の実践についての文字化や授業分析の視点などを指導したのは、広島大

学博士課程後期一年生の又吉里美さんと博士課程前期二年生の小川俊締着の二名であ

る.二人は、適切な助首を行い、三年生のゼミ学生は、彼らによく学び従って.改稿

件業に取り組んだ。印刷から童集作業に至るまで、仲良く共同で創造活動に従った.

地道な実践とその反省なくして.教師の進歩も発展も無い。自分の実践を客観的に

文字化して.多くの人から批評してもらい、より良き教師を目指すという行為は,多

くの人に求められている。

これらの行為を「国語授業自分史」と名付けた。広く.全国に普及することを信じ

たい思う。教員は専門職である.授業という生きた存在をテープレコーダーに記録し、

資料に留めることにより、多くの他の人々に客観的に批判してもらうことが可能にな

る。こうして,授業を科学的な分析の対象にしていける。授業を資料化することが大

切である。自分史は、こうして、多くの努力の上に成り立つ。

国民の国語力を伸ばすことが教員の任務である。活動は、記録しておかないと直ぐ

に消えてしまう.文字化作業を経なくては,客観化できない.こうした労力を顧わな

いで行う習慣を,若いころに身につければ,きっと.優れた実践家になっていけるで

あろう。



以上の二つの目的に即して,気づきを述べた。未熟な国語実践であるかもしれない。

高校一年生の『更級日記』の理解は、幼いところに'留まったかも知れない。もっと.

工夫があっても負かったのではないか、という助言もあり得る。

しかし、多くの制約の中で、精一杯頑張ったことは確かである.そんな初々しさが

どこかに芽を出していれば、幸いである.

好意的に彼らの実践を読みとっていただき、何かの参寿にしていただければ、幸い

であるO

今回は、賀茂北高校の校長先生はじめ、教頭先生、特に,国語科の先生の多くには、

筆舌に尽くしがたいほど、お世話になった.原一浩先生の万全な準備と計画があった

から、生徒との交流を糸口にしつつ、緊張感のある真剣な授業も可能であったように

思われる。

先生方の多大な寛容さと生徒の素直さに支えられて、はじめての国語授業を無事に

成し得たようである。多くの関係者の方々に心よりお礼申し上げるしだいである。

(fE端義夫)
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